
 

 

 

 

 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

生命分子システムにおける 

動的秩序形成と高次機能発現 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

領域番号 2501 

 

 

 

 

平成２５年度～平成２９年度 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金） 

新学術領域研究（研究領域提案型）研究成果報告書 

 

 

 

 

２０１９年６月 

 

領域代表者  加藤 晃一 

自然科学研究機構 生命創成探究センター・教授 

 



- 1 - 

目次 

はしがき ............................................................................................................................................... 2 

研究組織 ............................................................................................................................................... 3 

交付決定額（配分額） .......................................................................................................................... 9 

研究発表 ............................................................................................................................................. 10 

(1) 雑誌論文（査読あり。共同研究の場合、重複あり。） ............................................................. 10 

(2) 学会発表 .................................................................................................................................. 79 

(3) 図書 ....................................................................................................................................... 121 

研究成果による産業財産権の出願・取得状況 .................................................................................. 129 

研究成果 ........................................................................................................................................... 130 

研究領域の目的及び概要 ............................................................................................................... 130 

主な研究成果 ................................................................................................................................ 135 

 

 
 
 
 

  



- 2 - 

はしがき 

 本研究成果報告書は、平成 25 年度から 29 年度の期間において、科学研究費補助金新学術領域研究（研究

領域提案型）により行われた「生命分子システムにおける動的秩序形成と高次機能発現」（領域番号 2501）

に関する成果をまとめたものである。 

 

 生命現象の特徴は、複雑な柔構造を有する多様な生命分子素子が動的な集合体を形成することにより、自

律的に秩序あるシステムを創出することにある。こうしたシステムの形成原理を解明することは生命現象

の本質的理解につながるはずである。本研究領域は、生命分子システムを構成する多数の素子がダイナミッ

クな離合集散を通じて動的秩序を形成し、それが時間発展して高次機能を発現する仕組みを分子科学の観

点から解き明かすことを目指す。そのために物理化学に基盤をおく実験と理論の融合研究を展開する。さら

に、生命分子科学と超分子化学のアプローチを発展的に統合することによって、生命分子システムの特質を

具現化した動的秩序系を人工的に構築することを目指す。この目的を実現するために、生命分子科学を基軸

に、生物物理学、理論・計算科学、合成化学、構造・システム生物学、さらには医学・薬学・工学・環境科

学等への応用を見据えた研究ネットワークを組織する。こうした国際的にも類例のない学際的な研究体制

を構築することにより、生命の本質的理解に向けた先端的な学術領域を創成する。その成果は、創薬をはじ

めとする産業応用の進展に資するとともに、生命科学一般の深化と分子科学におけるパラダイムシフトを

もたらし、人工的な生命システムを設計・創生するための指導原理を導き出すことが期待される。 

 本研究領域では、動的秩序の探査（A01）・創生（A02）・展開（A03）の３つの研究項目を研究の柱とし、

各項目内において化学・物理学・生物学の分野横断的研究を実施するとともに、これらの研究項目の枠組み

を越えた共同研究を活発に行なって順調に成果を上げることができた。A01 と A02 の連携により、人工錯

体の分子集合過程で生じる過渡的化学種を実験的に観測する方法を開発し、それらの遷移ダイナミクスの

全容を捉える独創的な分子理論を打ち立てることに成功した。A03 の研究で初めて明らかとなった生体超

分子の形成機構とあわせて、人工分子系と生命分子系に底通する自己集合の原理を浮き彫りにすることが

できた。さらに、アミロイド線維や時計タンパク質などを対象に、非平衡系における生体分子の離合集散過

程について、実験と理論の両面から詳細に解き明し、それらの特質を備えた人工分子系の創生も実現してい

る(A01、A02、A03 の連携)。特に、分子集合のエネルギーランドスケープにおける速度論支配と熱力学支

配を制御することで超分子形成の時間発展のプログラミングが可能となり、同調的に周期的律動をする人

工高分子ゲルや生体分子と人工超分子のハイブリッド化による高次機能の創出にも成果をおさめている。

成果発信はもとより、若手育成と国際連携も成功裡に達成することができた。このように、本研究領域の活

動を通じて、人工分子系と生命分子系を貫く動的秩序形成機構の普遍性が初めて見出され、人工的な生命シ

ステムを創生する指針を導き出すことができた。 
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研究組織  

（総：総括班，支：国際活動支援班，計：総括班及び国際活動支援班以外の計画研究，公：公募研究） 

 

【計画研究】 

研究 

項目 

課題番号 

研究課題名 
代表者氏名 

所属機関 

部局 

職 

研究分担者・研究連
携者（研究者番号） 

X00 

総 

25102001 
生命分子システムにおける動
的秩序形成と高次機能発現の
研究に関する総括 

加藤 晃一 
自然科学研究機構・岡崎
統合バイオサイエンスセ
ンター・教授 

佐藤啓文 
上久保裕生 
寺嶋正秀 
平岡秀一 
芳坂貴弘 
佐藤宗太 
岡本祐幸 
稲垣直之 

（いずれも計画班員） 

Y00 

支 

15K21708 
生命分子システムにおける動
的秩序形成と高次機能発現の
研究推進のための国際活動支
援 

加藤 晃一 
自然科学研究機構・岡崎
統合バイオサイエンスセ
ンター・教授 

佐藤啓文 
上久保裕生 
寺嶋正秀 
平岡秀一 
芳坂貴弘 
佐藤宗太 
岡本祐幸 
稲垣直之 

（いずれも計画班員） 

A01 

計 

25102002 
分子集積と秩序形成の分子理
論 
 
 

佐藤 啓文 
京都大学・大学院工学研

究科・教授 

山本武志 
(30397583) 

A01 

計 

25102003 
機能を生み出す単位生体分子
集団（機能モジュール）の動的
秩序の探査 

上久保 裕生 
奈良先端科学技術大学院
大学・物質創成科学研究
科・教授 

片岡幹雄 
(30150254) 

A01 

計 

25102004 
動的秩序・崩壊のダイナミク
スから観る高次機能発現の分
子機構解明 

寺嶋 正秀 
京都大学・大学院理学研
究科・教授 

 

A02 

計 

25102005 
分子表面の精密デザインに基
づく人工系における自己組織
化制御 
 

平岡 秀一 

 

東京大学・大学院総合文
化研究科・教授 

 

A02 

計 

25102006 
生命分子システムの有機化学
的拡張による動的秩序の創出 
 

芳坂 貴弘 
北陸先端科学技術大学院
大学・マテリアルサイエ
ンス研究科・教授 

 

A02 

計 

25102007 
生体分子系を模倣した動的秩
序をもつ人工分子の開発 
 

佐藤 宗太 
東京大学・大学院理学系
研究科（理学部）・准教授 

 

A03 

計 

25102008 
生命分子の動的秩序形成にお
けるミクロ‐マクロ相関の探
査と設計原理の探求 

加藤 晃一 
自然科学研究機構・岡崎
統合バイオサイエンスセ
ンター・教授 

山口拓実 
(60522430) 
佐藤匡史 

(80532100) 
栗原顕輔 

(80740919) 
矢木真穂 

(40608999) 
谷中冴子 

(80722777) 
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【公募研究】 

平成 26 年度～27 年度 

A03 

計 

25102009 
生体分子集団および人工分子
集団の相互作用と大規模構造
転換 
 

岡本 祐幸 
名古屋大学・大学院理学
研究科・教授 

 

A03 

計 

25102010 
生体分子素子の自己組織化に
よる細胞の動的秩序形成 
 

稲垣 直之 
奈良先端科学技術大学院
大学・バイオサイエンス
研究科・教授 

 

研究 

項目 

課題番号 
研究課題名 

代表者氏名 
所属機関 
部局 
職 

研究分担者・研究連
携者（研究者番号） 

A01 

公 

26102501 
膜孔形成毒素の動的な作用機
構の解明 

田中 良和    
北海道大学・大学院先端
生命科学研究科（研究
院）・准教授 

 

A01 

公 

26102511 
ｓＨｓｐの動的秩序制御によ
る機能発現の分子機構解明 

養王田 正文 
東京農工大学・大学院工
学研究院・教授 

 

A01 

公 

26102512 
トポロジー変換可能な新規超
分子ポリマーの合成と組織
化・機能制御 

高田 十志和 
東京工業大学・大学院理
工学研究科・教授 

 

A01 

公 

26102514 
ヒトカルシトニンのアミロイ
ド線維形成および阻害の分子
機構の解明 

内藤 晶 
横浜国立大学・大学院工
学研究院・教授 

川村 出 
(20452047) 

A01 

公 

26102515 
高速ＡＦＭを用いたＫａｉタ
ンパク質の複合体形成過程の
ダイナミクス観察 

内橋 貴之 
金沢大学・数物科学系・教
授 

 

A01 

公 

26102525（廃止） 
キュミュラント粗視化動力学
によるタンパク質動的秩序形
成過程の理論研究 

重田 育照 
筑波大学・大学院数理物
質科学研究科・教授 

 

A01 

公 

26102526 
細菌の細胞分裂ダイナミクス
の構造機能相関解析 

松村 浩由 
立命館大学・生命科学部・
教授 

 

A01 

公 

26102527 
脂質ラフトにおける脂質分子
の動的秩序解析 

松森 信明 
九州大学・大学院理学研
究院・教授 

木下祥尚 
(40529517) 

A02 

公 

26102532（廃止） 
タンパク質分泌システムの精
密探査を可能とする新しい再
構成系の構築 

塚崎 智也 
奈良先端科学技術大学院
大学・バイオサイエンス
研究科・准教授 

 

A01 

公 

26102533 
多価カチオンによって媒介さ
れる酸性蛋白質間引力の制御
と動的秩序構造 

秋山 良 
九州大学・大学院理学研
究院・准教授 

 

A01 

公 

26102534 
超分子複合系ソフトマターの
秩序構造とダイナミクス 

安中 雅彦 
九州大学・大学院理学研
究院・教授 

 

A01 

公 

26102538 
生細胞内の秩序構造が誘起す
る蛋白質立体構造の安定性 

池谷 鉄兵 
首都大学東京・理工学研
究科・助教 

伊藤隆 
(80261147) 

Peter Güntert 
(首都大学東京・理工
学研究科・客員教授) 
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A01 

公 

26102539 
量子シミュレーション手法の
深化による超分子および生体
分子の自己集合機構の解明 

立川 仁典 
横浜市立大学・大学院生
命ナノシステム科学研究
科・教授 

 

A01 

公 

26102541 
人工脂質二重膜におけるドメ
イン構造の実験的探究 

岩田 耕一 学習院大学・理学部・教授  

A02 

公 

26102542（廃止） 
動的秩序を示すバイオインス
パイアード π 電子系－イオン
複合体の創製 

前田 大光 立命館大学・薬学部・教授  

A01 

公 

26102544 
Ｘ線小角散乱と液中高速ＡＦ
Ｍの相補利用による分子時計
の離合集散計測 

秋山 修志 
分子科学研究所・協奏分
子システム研究センタ
ー・教授 

内橋貴之 
(30326300) 
向山厚 

(80647446) 

A02 

公 

26102502 
動的秩序形成を利用した化学
反応応答システムの開発 

佐田 和己 
北海道大学・大学院理学
研究院・教授 

 

A02 

公 

26102504 
コート小胞形成における動的
秩序形成メカニズムの解明 

二井 勇人 
東北大学・大学院農学研
究科・准教授 

 

A02 

公 

26102507 
ＡＴＰ駆動サイボーグ回転分
子モーターの創生 

飯野 亮太 
自然科学研究機構・岡崎
統合バイオサイエンスセ
ンター・教授 

 

A02 

公 

26102508 
ペプチドフォールディングと
超分子錯体によるハイブリッ
ド動的秩序形成 

澤田 知久 
東京大学・大学院工学系
研究科・助教 

 

A02 

公 

26102513 
人工分子針の細胞膜貫通制御 
 

上野 隆史 
東京工業大学・大学院生
命理工学研究科・教授 

 

A02 

公 

26102517 
高分子コロイド分散系におけ
る動的秩序の構築 

鈴木 大介 
信州大学・繊維学部・准教
授 

 

A02 

公 

26102518 
ＤＮＡを相互作用素子として
細胞様運動する人工システム
の構築 

神谷 由紀子 
名古屋大学・エコトピア
科学研究所・講師 

 

A02 

公 

26102522 
生体膜における曲率形成と膜
の形態変化を誘導・制御する
ペプチドツール 

二木 史朗 
京都大学・化学研究所・教
授 

河野健一 
(70732874) 

A02 

公 

26102528 
リポソーム内膜タンパク質合
成系を用いた細胞膜動態の再
構成 

松浦 友亮 
大阪大学・大学院工学研
究科・准教授 

 

A02 

公 

26102540 
メタロペプチドの分子認識化
学を活用した動的秩序の多段
階創生とタイムプログラミン
グ 

三宅 弘之   
大阪市立大学・大学院理
学研究科・准教授 

 

A02 

公 

26102546 
感染性の超分子集合体：メカ
ニズムの解明および時間発展
の分子論的制御 

杉安 和憲 

国立研究開発法人物質・
材料研究機構・分子機能
化学グループ・主任研究
員 

 

A03 

公 

26102505 
アクチン骨格超分子集合体の
動的秩序形成機構と細胞遊
走、力覚応答における機能 

水野 健作 
東北大学・大学院生命科
学研究科・教授 

 

A03 

公 

26102509 
細胞内輸送小胞の形成を支え
る動的秩序の解明 

佐藤 健 
東京大学・大学院総合文
化研究科・准教授 
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平成 28 年度～平成 29 年度 

A03 

公 

26102510 
鞭毛の振動運動発現に至る動
的秩序形成 
 

真行寺 千佳子 
東京大学・大学院理学系
研究科・准教授 

 

A03 

公 

26102516 
チャネル蛋白質の構造変化に
連携した自己組織化動態：チ
ャネル新規機能発現機構の解
明 

老木 成稔 福井大学・医学部・教授  

A03 

公 

26102520 
タンパク質物性から振動の理
論生物学へ 
 

笹井 理生 
名古屋大学・大学院工学
研究科・教授 

 

A03 

公 

26102524 
生体分子集合体が形成する動
的平衡の中性子小角散乱によ
る研究 

杉山 正明 
京都大学・原子炉実験所・
教授 

 

A03 

公 

26102529 
生命分子機能を、時空間を制
御して解明する設計分子プロ
ーブ 

菊地 和也 
大阪大学・大学院工学研
究科・教授 

堀雄一郎 
(00444563) 
蓑島維文 

(20600844) 

A03 

公 

26102530 
質量分析による蛋白質複合体
形成動的メカニズムの解明 

内山 進 
大阪大学・大学院工学研
究科・准教授 

石井健太郎 
(30748380) 
野田勝紀 

(大阪大学・大学院工
学研究科・特任研究

員) 

A03 

公 

26102531 
アミロイド伝播核生成相にお
けるタンパク質分子の集合・
秩序化メカニズムの解明 

茶谷 絵理 
神戸大学・大学院理学研
究科・准教授 

山本直樹 
(90580671) 

A03 

公 

26102543 
時計タンパク質の解離集合に
よる時間自動補正メカニズム 

寺内 一姫 
立命館大学・生命科学部・
准教授 

 

A03 

公 

26102545 
ロタウイルスの感染と増殖に
おける構造秩序形成の解析 

村田 和義 
生理学研究所・脳機能計
測・支援センター・准教授 

片山和彦 
(60342903) 

A03 

公 

26102547 
細胞膜受容体の動的会合体形
成と分子認識反応 

佐甲 靖志 
国立研究開発法人理化学
研究所・佐甲細胞情報研
究室・主任研究員 

 

A03 

公 

26102550 
親水性／疎水性溶液界面での
アミロイドベータペプチド凝
集機構の理論的研究 

奥村 久士 
自然科学研究機構・計算
科学研究センター・准教
授 

伊藤暁 
(90595381) 
森義治 

(90646928) 

研究 

項目 

課題番号 
研究課題名 

代表者氏名 
所属機関 
部局 
職 

研究分担者・研究連
携者（研究者番号） 

A01 

公 

16H00753 
プレフォルディン－２型シャ
ペロニンシステムのダイナミ
クスとフォールディング機構 

養王田 正文 
東京農工大学・大学院工
学研究院・教授 

篠原恭介 
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16H00754 
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高田 十志和 
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青木大輔 
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16H00756 
脂質膜環境でのカルシトニン
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内藤 晶 
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学研究院・名誉教授 

川村 出 
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16H00758 
高速ＡＦＭ計測によるＫａｉ
タンパク質のロバストな概日
周期発生機構の解明    

内橋 貴之 
名古屋大学・理学研究科・
教授 
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公 

16H00773 
蛍光標識脂質を用いた脂質膜
の動的秩序解析 
 

松森 信明 
九州大学・大学院理学研
究院・教授 

木下祥尚 
(40529517) 
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16H00774 
多価カチオン媒介型実効引力
に注目した蛋白質溶液の相挙
動と動的秩序構造制御機構   

秋山 良 
九州大学・大学院理学研
究院・准教授 
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16H00778 
光捕集複合体における自己組
織化過程と機能発現の理論的
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斉藤真司 
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16H00779 
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科・教授 
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16H00782 
人工脂質二重膜におけるドメ
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岩田 耕一 学習院大学・理学部・教授 
髙屋智久 

(70466796) 
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公 

16H00783 
細胞分裂の階層構造ダイナミ
クスの解明 
 

松村 浩由 
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教授 

内橋貴之 
(30326300) 
重田育照 
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Ｘ線溶液散乱と高速ＡＦＭを
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秋山 修志 
分子科学研究所・協奏分
子システム研究センタ
ー・教授 

内橋貴之 
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命理工学研究科・教授 

内橋貴之 
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古田忠臣 
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川野竜司 

(90401702) 
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16H00757 
人工的なＤＮＡ類似体を基質
とする核酸関連酵素反応の解
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井上 将彦   
富山大学・大学院医学薬
学教育部（薬学系）・薬学
部・教授   

阿部肇 
(10324055) 
千葉順哉 

(50436789) 
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高分子コロイド分散系におけ
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人工蛋白質ナノブロック自己
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新井 亮一 
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16H00763 
生体膜における曲率形成と膜
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授 

河野健一 
(70732874) 
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リポソーム内膜タンパク質発
現系の発現ダイナミクス制御
技術の確立と応用 
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大阪大学・大学院工学研
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加生和寿 
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川上広宣 
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配位結合を利用した脂質膜上
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科・助教  

速水真也 
(30321912) 
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16H00781 
動的ペプチド金属錯体からな
る超分子集合体の秩序創生と
動的変換プログラミング 

三宅 弘之   
大阪市立大学・大学院理
学研究科・准教授 
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16H00787 
分化する超分子集合体：エネ
ルギーランドスケープに基づ
く高次構造と機能の制御  
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国立研究開発法人物質・
材料研究機構・分子機能
化学グループ・主任研究
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16H00789 
糖質加水分解サイボーグリニ
ア分子モーターの創生   

飯野 亮太 
自然科学研究機構・岡崎
統合バイオサイエンスセ
ンター・教授 

 

A03 

公 

16H00748 
構造情報に基づいた機能変換
による膜孔形成毒素の会合機
構の解明   

田中 良和  
東北大学・生命科学研究
科・教授   

姚閔 
(40311518) 
加藤公児 

(30452428) 

A03 

公 

16H00749 
アクチン骨格超分子集合体の
動的秩序形成機構と細胞機能
発現機構    

水野 健作 
東北大学・大学院生命科
学研究科・教授 

 

A03 

公 

16H00752 
鞭毛の振動運動発現に至るダ
イニンの自律的複雑性の時空
間的展開      

真行寺 千佳子 
東京大学・大学院理学系
研究科・准教授 

 

A03 

公 

16H00759 

チャネル蛋白質のゲーティン
グに連動した離合集散動態の
分子機構の解明      

老木 成稔 福井大学・医学部・教授  

A03 

公 

16H00764 
Ｐ４－ＡＴＰａｓｅによる生
体膜のリン脂質動的秩序の形
成機構 

申 惠媛  
京都大学・薬学研究科・准
教授   

 

A03 

公 

16H00765 
微生物集団が示す特異な動的
秩序形成機構の解明とその制
御    

山本 量一  
京都大学・工学系研究科・
教授    

John Jairo Molina 
(京都大学・工学研究

科・助教) 

A03 

公 

16H00766 
巨大タンパク質会合体におけ
る動的ネットワークとその機
能解明  

杉山 正明 
京都大学・原子炉実験所・
教授 

内山進 
(90335381) 
長田裕也 

(60512762) 

A03 

公 

16H00768 
生命分子機能を、時空間を制
御して解明する設計分子プロ
ーブ   

菊地 和也 
大阪大学・大学院工学研
究科・教授 

堀雄一郎 
(00444563) 
蓑島維文 

(20600844) 

A03 

公 

16H00770 
超分子質量分析による蛋白質
複合体の離合集散過程の解明      

内山 進 
大阪大学・大学院工学研
究科・准教授 

石井健太郎 
(30748380) 
野田勝紀 

(大阪大学・大学院工
学研究科・特任研究

員) 

A03 

公 

16H00772 
アミロイド核の出現に先立つ
タンパク質初期集合および秩
序化プロセスの解明      

茶谷 絵理 
神戸大学・大学院理学研
究科・准教授 

山本直樹 
(90580671) 

A03 

公 

16H00784 
生物時計再構成系の動的秩序
探究  

寺内 一姫 
立命館大学・生命科学部・
教授 
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交付決定額（配分額） 

 

 直接経費 間接経費 合計 

平成 25 年度 243,400,000  73,020,000  316,420,000  

平成 26 年度 259,100,000  77,730,000  336,830,000  

平成 27 年度 237,000,000  71,100,000  308,100,000  

平成 28 年度 224,600,000  67,380,000  291,980,000  

平成 29 年度 220,700,000  66,210,000  286,910,000  

平成 30 年度 3,000,000  900,000  3,900,000  

総計 1,187,800,000  356,340,000  1,544,140,000  
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16H00786 
無エンベロープウイルスの動
的構造秩序形成の解析     
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生理学研究所・脳機能計
測・支援センター・准教授 

片山和彦 
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細胞膜受容体の動的会合体形
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佐甲 靖志 
国立研究開発法人理化学
研究所・佐甲細胞情報研
究室・主任研究員 

 

A03 

公 

16H00790 
アミロイド線維の動的秩序形
成過程の全貌の理論的解明   

奥村 久士 
自然科学研究機構・計算
科学研究センター・准教
授 

伊藤暁 
(90595381) 
森義治 

(90646928) 
西澤宏晃 

(日本学術振興会特別
研究員) 
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33. *H. Maeda, T. Nishimura, A. Tsujii, K. Takaishi, M. Uchiyama, A. Muranaka, “Helical π-Systems of 

Bidipyrrin-Metal Complexes”, Chem. Lett., 43, 1078-1080, (2014), 10.1246/cl.140260  

34. R. Sekiya, Y. Tsutsui, W. Choi, T. Sakurai, *S. Seki, Y. Bando, *H. Maeda, “Ion-based assemblies of 

planar anion complexes and cationic PtII complexes”, Chem. Commun., 50, 10615-10618, (2014), 

10.1039/c4cc04565c 

 

 

(2) 学会発表 

A01：動的秩序の探査 

【秋山修志】 

1. Shuji Akiyama, Slow and Temperature-compensated ATP Hydrolysis Reaction Catalyzedby Circadian 

Clock Protein KaiC, The 3rd Solar FuelMaterial Workshop, 2018.3.18, Osaka, Japan 

2. 秋山修志*, 地球の自転周期がエンコードされたタンパク質,KaiC 講演会，京都大学, 2018.2.6, 京都 

3. Shuji Akiyama, Cyanobacterial circadian clock system: How and why can it be so slow and stable? 

Sokendai Asian Winter School，分子科学研究所, 2017.12.15, Okazaki 

4. Shuji Akiyama, Frequency characteristics as a basis for meta-tuning of the Cyanobacterial Circadian 

Clock, ConBio2017，神戸ポートアイランド, 2017.12.9, Kobe 

5. 秋山修志*, Frequency Characteristics and Temperature Compensation in the Cyanobacterial Circadian 

Clock, 第 24 回日本時間生物学会学術大会，京都大学, 2017.10.29, Kyoto 

6. 秋山修志*, Lessons from Cyanobacterial Circadian Clock System, 第 55 回日本生物物理学会年会，熊本大

学, 2017.9.20, 熊本 

7. 秋山修志*, 生命の時間, 第 4 回 大型実験施設とスーパーコンピュータとの連携利用シンポジウム，東京・

秋葉原 UDX, 2017.9.8, 東京 

8. Shuji Akiyama, The frontier in cyanobacterial circadian clock system, OIIB Summer School 2017, 

2017.8.17, Okazaki, Japan 

9. 秋山修志*, 藍藻生物時計システムにおける概日周期の根源と貫階層性, 第 69 回日本細胞生物学会大会，仙

台国際センター, 2017.6.13, 仙台市 

10. Shuji Akiyama, Atomic-scale origins of slowness and temperature compensation in KaiC 

Circadian Clock of Cyanobacteria during 1991-2017, 2017.3.12, Nagoya, Japan 

11. Shuji Akiyama, Biological X-ray Solution Scattering Activities at the Institute for Molecular Science 

Okazaki Conference 2017 on Grand Challenges in Small-angle Scattering, 2017.3.19, Okazaki, Japan  

12. 秋山 修志*, 生物の不思議 ～ 体内時計 ～, 日本放射光学会市民公開講座，神戸芸術センター2017.1.8, 神

戸市 

13. Shuji Akiyama, Cyanobacterial circadian clock system. How and why can it be so slow and stable? 

Sapporo Symposium on Biological Rhythm, 2016.11.10, Sapporo, Japan 

14. 秋山修志*, 生体分子システム研究に必要なツールとは？中性子生命科学研究会 「生命科学における中性子

利用の現状と未来」，IQBRC１階大会議室, 2016.5.17 

15. Mukaiyama A*, Abe J, and Akiyama S, Circadian periodicity encoded in KaiC ATPase 

Winter School of ASIA CORE Program, 2016.2.26, Beijing, China (Invited talk) 

16. Shuji Akiyama, *X-ray Solution Scattering as Research Tools for Bio-molecular Systems, Winter School 

of ASIA CORE Program, 2016.2.26, Beijing, China  (Invited talk) 

17. Shuji Akiyama , Atomic-scale origins of slowness in the cyanobacterial circadian clock, 8th Japan-Korea 

Seminars on Biomolecular Science: Experiments and Simulation, 2016.2.16, Okazaki, Japan (Invited 

talk) 

18. 秋山修志, タンパク質の奏でる生体リズム, 城北科学の日，岡崎市立城北中学校, 2016.2.12, 

岡崎市（基調講演） 

19. 秋山修志*, 階層横断的に機能する分子システムの構造アンサンブルとダイナミクス研究 

第 29 回日本放射光学会年会，東京大学柏の葉キャンパス駅前サテライト 2016.1.11, 東京 （招待講演） 
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20. 秋山修志*, 藍藻生物時計システムに見られる貫階層性, 第 6 回神経科学と構造生物学の融合研究会，岡崎コ

ンファレンスセンター2015.11.26. 岡崎市 （招待講演） 

21. 秋山修志*, 藍藻の時計タンパク質に内包された概日周期と遅さの根源 

藍藻の分子生物学 2015， かずさアカデミアホール 2015.11.17 （招待講演） 

22. Shuji Akiyama, KaiC as Circadian Pacemaker of Cyanobacterial Circadian Clock, Grand Design of 

Molecular Systems, 分子科学研究所 2015.10.8 （招待講演） 

23. 秋山修志, 生物時計システムに見られる階層性 ～ 原子から細胞スケールまでを貫くロジック ～, 2015 年

度第１回バイオ単分子研究会, 新世代研究所, 2015.8.26 （招待講演） 

24. Shuji Akiyama, KaiC as Circadian Pacemaker of Cyanobacterial Circadian Clock, European Biological 

Rhythms Society (EBRS)/World Congress of Chronobiology (WCC) meeting, 2015.8.6, Manchester, UK 

(Invited talk) 

25. 秋山修志, 概日時計システム研究における bioSANS への期待と展望, 第 3 回 Neutrons in Biology 研究会, 

日本原子力研究開発機構・原子力科学研究所, 2015.3.31 （招待講演） 

26. 秋山修志, 会議報告,ガイドラインに関する査読者とのやり取り, 分子システム研究における溶液散乱,分子

科学研究所, 2014.12.20（招待講演） 

27. Shuji Akiyama, Watching slow but ordered dynamics of clock proteins, 第 21 回日本時間生物学会学術大

会,九州大学, 2014.11.8, 福岡（招待講演） 

28. 秋山修志, 概日時計システム研究における bioSANSへの期待と展望, 平成 26年度第 1回生物構造学研究会, 

エッサム神田ホール 401 会議室, 2014.10.3, 東京（招待講演） 

29. Shuji Akiyama, KaiC as Circadian Pacemaker of Cyanobacterial Circadian Clock, Society for Research 

on Biological Rhythms, 2014.6.17, Montana, USA (Invited talk) 

30. Shuji Akiyama, Small-angle x-ray Scattering Study on Cyanobacterial Clock Protein KaiC, 

The 6th Taiwan-Japan Joint Meeting on X-ray and Neutron Scattering, 2014.3.11, Taipei, Taiwan  

(Invited talk) 

31. Shuji Akiyama, KaiC as A Circadian Pacemaker of Cyanobacterial Circadian Clock, Asian CORE Winter 

School on Frontiers of Molecular, Photo-, and Material Sciences, 2014.2.25, Taipei, Taiwan  (Invited 

talk) 

32. Shuji Akiyama, KaiC as A Circadian Pacemaker of Cyanobacterial Circadian Clock 

6th Japan-Korea Seminars on Biomolecular Science, 2013.11.27, Okazaki, Japan (Invited talk) 

33. Shuji Akiyama, KaiC as a Circadian Pacemaker of Cyanobacterial Circadian Clock, 15th Japan-Korea 

Symposium on Molecular Science, Hierarchical Structure from Quantum to Functions of Biological 

Systems, 2013.7.5, Sannomiya, Japan (Invited talk) 

34. Shuji Akiyama, Circadian Pacemaker of Cyanobacteria by Intra-molecular Feedback Regulation of KaiC 

ATPase, IMS Workshop on "Hierarchical Molecular Dynamics: From Ultrafast Spectroscopy to Single 

Molecule Measurements", 2013.6.25, Okazaki, Japan (Invited talk) 

【秋山良】 

1. Ryo Akiyama, Statistical Mechanics Study of Reentrant Phase Behavior of Proteins in an Electrolyte 

Solution, The 17th KIAS Conference on Protein Structure and Function, 2017.9.21-23, Seoul, Korea 

(Invited talk) 

2. 秋山良, 積分方程式理論で計算した電解質溶液中の同符号荷電粒子間実効 相互作用, 

第 6 回ソフトマター研究会, 北海道大学,2016.10.25, 札幌 (招待講演) 

3. 秋山良, 電解質溶液中で働く強い同符号荷電間実効引力の理論的研究とタンパク質の凝集挙動, 福岡大学化

学科談話会, 福岡大学, 2016.8.9, 福岡（講演会） 

4. 秋山良, 巨大分子を使った寄木細工の為の方針の 2 つ『分子を使った寄せ木細工』：自己組織化したソフト

マテリアルが織り成す『かたち』と機能,島根大学教育学部, 2016.5.28, 松江 

5. 秋山良, 電解質溶液中の同符号荷電コロイド粒子間実効引力と蛋白質溶液の相図, 慶応義塾大学理工学部物

理学科談話会, 2015.11.24, 横浜（講演） 

6. Ryo Akiyama, Effective attraction between negatively charged sites on proteins and ordering of proteins 

in an electrolyte solution The 4th International Symposium “Dynamical Ordering of Biomolecular 

Systems for creation of integrated functions”(新学術領域研究『動的秩序と機能』第 4 回国際シンポジウム), 

2015.11.22-23, （招待講演） 

7. Ryo Akiyama, Spatiotemporal dynamic ordering regulated by ATP hydrolysis and effective attraction 

between negatively charged sites in a biofluid, International, The 53rd Annual Meeting of the 

Biophysical Society of Japan, Formation of spatiotemporal dynamic ordering mediated by ATP 
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hydrolysis (新学術 領域研究『動的秩序と機能』共催シンポジウム), 2015.9.14, Kanazawa,  (招待講演） 

8. 秋山良, 静電相互作用による巨大分子構造形成とイオン交換による制御, 日本化学会第 95回春季年会, 日本

大学理工学部／薬学部 船橋キャンパス,  2015.3.26, 船橋（特別企画『水溶液における静電的相互作用の

本質を探る』における講演） 

9. 秋山良 , 同符号電荷間の引力とアクチンの会合挙動 , 茨城大学理学部物理学科セミナー ,茨城大学 , 

2014.11.18, 水戸（学科講演） 

10. Ryo Akiyama, Association of Actin Monomers and Effective Attraction between Like-Charged Colloidal 

Particles Mediated by Multivalent Cations, 第 52 回日本生物物理学会シンポジウム『生体分子機械の動作

機構を水から眺めてみる』,札幌コンベンションセンター, 2014.9.26,  

札幌（シンポジウム講演） 

11. Shingo Fujihara, Akira Yoshimori, Takuto Sawayama, and Ryo Akiyama, Interaction between like-

charged particles and attractive patches on like-charged proteins International of Statistical Mechanics 

of Molecular Liquid on Soft Matter, Kasetsart University, 2014.9.15, Bangkok, Tailand（Invited talk） 

12. 秋山良, 多価カチオンによって媒介される同符号アニオン間実効引力と秩序構造（招待講演） 

アニオンの科学研究会,東京工業大学大岡山キャンパス, 2014.9.6, 東京（招待講演） 

【池谷鉄兵】 

1. 池谷鉄兵, NMR データの自動解析および蛋白質立体構造計算の現状と創薬研究への応用の可能性, 横浜

NMR 研究会 第 58 回ワークショップ,2017.9.26, 横浜（招待講演） 

2. 池谷鉄兵, 池田 思朗,  木川 隆則,  伊藤 隆, Güntert Peter，スパース NMR データを用いた細胞内蛋白質

立体構造決定，第 54 回日本生物物理学会年会，つくば国際会議場，2016.11.25-27, つくば（招待講演） 

3. Teppei Ikeya, "Improved in-cell structure determination of proteins at near-physiological concentration", 

UK-Japan Symposium “From single molecules to cells and tissues”, University of Leicester, 2016.7.5, 

Leicester, UK（Invited talk） 

4. Teppei Ikeya, “Protein NMR Structure Refinement based on Bayesian Inference”, High-Dimensional 

Data Driven Science,  2015.12.14-17, Kyoto（Invited talk） 

5. 池谷鉄兵, ベイズ推定を用いた立体構造計算と in-cell NMR データへのアプローチ In-cell NMR シンポジ

ウム “Computational aspects in biomolecular & in-cell NMR”，2015.4.24, 東京，（招待講演） 

6. Teppei Ikeya, Jin Inoue, Peter Güntert, Yutaka Ito, three-Dimensional Protein Structure and Dynamics 

in Living Cells, 7th Korea-Japan Seminars on Biomolecular Sciences, 2014.11.27 韓国ソウル, 熊本，（招

待講演） 

7. 池谷鉄兵，伊藤隆, 生きた細胞内での蛋白質の立体構造とダイナミクス , 構造活性相関シンポジウム，

2014.11.13, 熊本（招待講演） 

8. 池谷鉄兵，井上仁, 伊藤隆, 生きた細胞中の天然変性蛋白質の動態, 第 52 回日本生物物理学会年会，

2014.9.25, 札幌（招待講演）, 

9. 池谷鉄兵，伊藤隆, タンパク質の立体構造計算における NMR データの可視化, 日本分光学会 NMR 分科会 

2014，2014.9.11, 東京（招待講演） 

10. 池谷鉄兵，伊藤隆, A NMR structure calculation algorithm based on Bayesian inference,  

大阪大学蛋白質研究所セミナー IPR Seminar，2014.6.19, 大阪（招待講演） 

【岩田耕一】 

1. 岩田耕一, 化学反応を追跡するための分光実験, 神奈川大学理学部化学科シンポジウム「化学のための最先

端光科学」，2018.3.10, 平塚市（招待講演） 

2. Koichi Iwata, Spectroscopy of Molecules Favoured by Raman Followers, 90 Years of Raman Effect: 

Current Status and Future Directions, 2018.3.1, Bangalore, India (Keynote lecture) 

3. Koichi Iwata, Characterization of Lipid Bilayer Membranes with Time-Resolved Spectroscopy 

The 10th Asian Conference on Ultrafast Phenomena (ACUP2018), 2018.1.10, Hong Kong, China（Invited 

talk） 

4. Koichi Iwata, Characterizing Lipid Bilayer Membranes with time-resolved Spectroscopies – Viscosity 

and Polarity, The 14th Biennial DAE-BRNS Trombay Symposium on Radiation and Photochemistry 

(TSRP-2018), 2018.1.3, Mumbai, India（Invited talk） 

5. 岩田耕一, 時間分解分光法でみる化学反応，公開講演会 最新化学談話シリーズ，九州大学理学部化学教室

談話会，2017.11.20, 福岡（招待講演） 

6. Koichi Iwata, Loose electrons traced with time-resolved near-infrared spectroscopy - absorption and non-

linear Raman, International Conference on Spectroscopy of Biomolecules and Advanced Materials 

(ICSBAM 2017), 2017.10.4, Alappuzha (India), Kerala, India （Invited talk） 
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7. 岩田耕一, 特異な化学反応場としての脂質二重膜-時間分解分光法による特性評価, 第 11回分子科学討論会，

2017.9.15, 仙台（招待講演） 

8. Koichi Iwata, Examining Lipid Bilayer Membranes with Time-resolved Spectroscopies 

6th Asian Spectroscopy Conference (ASC6), 2017.9.5, Hsinchu, Taiwan (Keynote lecture) 

9. Koichi Iwata, Basic Theory for Non-linear Raman Processes, Taiwan Association of Raman Spectroscopy 

Summer Camp (TARS Summer Camp 2017), 2017.6.30, Chiayi City, Taiwan, (Invited talk） 

10. Koichi Iwata, Electronic and Vibrational Relaxation Examined with Femtosecond Time-resolved 

Absorption and Stimulated Raman Spectroscopy in Near-infrared, 5th Taiwan International Symposium 

on Raman Spectroscoy (TISRS2017), 2017.6.28, Chiayi City, Taiwan (Keynote lecture) 

11. Koichi Iwata, Resonance Raman Spectroscopy of “Loose Electrons” with Stimulated Raman Scattering 

in Near-infrared, 9th International Conference on Advanced Vibrational Spectroscopy (ICAVS2017), 

2017.6.12, Victoria, Canada（Invited talk） 

12. Koichi Iwata, Properties of liposome lipid bilayer membranes examined by time-resolved Raman and 

fluorescence spectroscopies, 3rd Symposium on Weak Molecular Interactions, 2017.3.29, Opole-

Groszowice, Poland（Invited talk） 

13. Koichi Iwata, How we examine lipid bilayer membranes as field of chemical reaction with time-resolved 

spectroscopy, International Workshop Present and Future of Ultrafast Spectroscopy, 2017.3.14, Wako, 

Japan（Invited talk） 

14. Koichi Iwata, Local environment in ionic liquids and lipid bilayer membranes examined with Raman 

spectroscopy, 6th International Conference on Perspectives in Vibrational Spectroscopy (ICOPVS-2016), 

2016.11.5, Lucknow, India (Keynote lecture) 

15. Koichi Iwata, What we see by time-resolving in near-IR, SciX2016, 2016.9.22, Minneapolis, USA 

16. Koichi Iwata, Femtosecond Time-resolved Near-infrared Absorption Spectroscopy of “Loose Electrons” 

as Photochemical Intermediates, Recent Advances in Molecular Spectroscopy: Funamentals and 

Applications in Materials and Biology (RAMS2016), 2016.3.3, Hyderabad, India （Invited talk） 

17. Yuki Nojima, Sho Kitamura, Tomohisa Takaya, Koichi Iwata, Characterizing lipid bilayer membranes 

with time-resolved spectroscopies, 2015 International Chemical Congress of the Pacific Basin Societies 

(Pacifichem 2015), 2015.12.16, Honolulu, Hawaii, USA（Invited talk） 

18. Koichi Iwata, Lipid Bilayer Membranes as Field of Chemical Reactions – Characterization by Picosecond 

and Femtosecond Time‐resolved Spectroscopy, First International Symposium of Institute for Catalysis 

− Global Collaboration in Catalysis Science toward Sustainable Society, 2015.10.15, Sapporo, Japan

（Invited talk） 

19. Koichi Iwata, Weak Molecular Interaction in Condensed Phases Examined with Time-resolved 

spectroscopies - Raman and Near-Infrared Absorption, 5th Asian Spectroscopy Conference (ASC5), 

2015.10.2, Sydney, Australia（Invited talk） 

20. Koichi Iwata, Ashok Zachariah Samuel, Sohshi Yabumoto, Kenichi Kawamura（招待講演） 

Structure of porous PMMA thin film examined with multifocus Raman microspectroscopy 

SciX2015, Providence, 2015.9.28, Rhode Island, USA（Invited talk） 

21. Y. Nojima, T. Takaya, K. Iwata, Thermal Diffusivity of Lipid Bilayer Membranes Estimated with 

Picosecond Time-resolved Raman Spectroscopy, 3rd Taiwan International Symposium on Raman 

Spectroscopy (TISRS 2015), 2015.7.1, Sun-Moon Lake (Taiwan)（Invited talk） 

22. Goh Mohri, Tomohisa Takaya, and Koichi Iwata, Photoinduced Electron-Transfer Reaction of 9,9’-

Bianthryl in Liposome Lipid Bilayers Observed with Femtosecond Time-Resolved Near-Infrared 

Spectroscopy, 2015 Korea-Japan Symposium on Frontier Photoscience (KJFP-2015), 2015.6.27, Jeju 

(Korea)（Invited talk） 

23. Koichi Iwata, Characteristics of Amphiphile Liquids Examined with Spectroscopic Methods 

International Workshop on Ionic Liquids and Related Materials, 2014.11.12, 東京（Invited talk） 

24. Manping Ye, Setsuka Arii, Takanori Uwabo, Tomohisa Takaya, Koichi Iwata, Structure of ionic liquids 

examined with smaller probes, 248th National ACS Meeting, 2014.8.10, San Francisco (USA), （Invited 

talk） 

25. Koichi Iwata, Characterizing molecular assemblies with time-resolved Raman spectroscopy - lipid 

bilayer membranes, ionic liquids and loose electrons, Friedrich Schiller University Jena, 2014.8, Jena, 

Germany (Keynote lecture) 

26. Setsuka Arii, Tomohisa Takaya, Koichi Iwata, Formation of Solvated Electrons in Alcohols Observed 
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with Femtosecond Time-resolved Near-infrared Spectroscopy, – Japan Symposium on Frontier 

Photoscience (KJFP-2014), 2014.6.21, Seoul , Korea（Invited talk） 

27. 岩田耕一, 分光で探るイオン液体の相互作用と構造 , 平成 26 年度イオン液体研究会，2014.6.17, 東京

（Invited talk） 

【内橋貴之】 

1. 内橋貴之, 高速原子間力顕微鏡で可視化する生体膜反応ダイナミクス, 2017 年度 生命科学系合同年次大会 

ワークショップ「最先端の表面科学手法による生体膜反応の実動作下計測」2017.12.8, 神戸（招待講演） 

2. Takayuki Uchihashi, High-speed atomic force microscopy: A tool for visualizing dynamic behavior from 

proteins to cells, The 28th 2017 International Symposium on Micro-NanoMechanical and Human Science, 

2017.12.6, Japan (Keynote lecture) 

3. Takayuki Uchihashi, Visualization of Single-Molecule Dynamics Using High-Speed Atomic Force 

Microscopy, The 2nd Korea-Japan Joint Symposium on Single-Molecule Biophysics 2017, 2017.11.9, 

Korea（Invited talk） 

4. 内橋貴之, 高速原子間力顕微鏡で可視化する Kai タンパク質間相互作用のダイナミクス 

第 24 回日本時間生物学会学術大会 シンポジウム「２４時間の創出原理」,2017.10.29, 京都（招待講演） 

5. Takayuki Uchihashi, Direct observation of single molecule dynamics at work with high-speed atomic 

force microscopy, Frontier in Single Molecule Biophysics 2017, 2017.10.16, Israel（Invited talk） 

6. Takayuki Uchihashi, High speed atomic force microscopy for a tool to visualise dynamic events on 

biological systems from single molecules to living cells, Workshop on “Nanofluidics in Biological Systems”, 

2017.9.13, UK（Invited talk） 

7. 内橋貴之, 高速原子間力顕微鏡による生体分子のダイナミクス計測, 新世代研究所 バイオ単分子研究会「タ

ンパク質の作動原理の理解へ向けて - 機能する姿を活写する -」,2017 

9.11, 富山（招待講演） 

8. 内橋貴之, 高速原子間力顕微鏡で可視化する生体・人工高分子の動態, 2017 年真空・表面科学合同講演会,表

面：プローブ顕微鏡研究部会「走査プローブ顕微鏡によるナノ表面科学の最前線」, 2017.8.19, 横浜（招待

講演） 

9. 内橋貴之, 高速 AFM を用いた生体分子のその場観察, 2017 年真空・表面科学合同講演会,合同シンポジウム

「バイオ表面・界面，細胞，生体組織のオペランド計測」,2017.8.17, 横浜（招待講演） 

10. Takayuki Uchihashi, Direct visualization of single molecule dynamics by high-speed atomic force 

microscopy" Telluride Science Research Center Workshop on Protein Dynamics, 2017.7.5, USA（Invited 

talk） 

11. 内橋貴之, 高速原子間力顕微鏡で可視化するタンパク質の動的秩序, 第 17回 日本蛋白質科学会年会,ワーク

ショップ「蛋白質動的秩序のマルチプローブを用いた統合的解析」,2017.6.22, 仙台（招待講演） 

12. 内橋貴之, 高速 AFM で明らかにする Kai タンパク質間の動的相互作用, 第 69 回 日本細胞生物学会大会,シ

ンポジウム「分子の集合・離脱がつかさどる動的な細胞機能」,2017.6.13, 仙台（招待講演） 

13. Takayuki Uchihashi, Yo-hei Watanabe, Ryota Iino and Toshio Ando, Structural Flexibility and 

Chaperone Activity of TClpB revealed by High-Speed AFM, XIX. Annual Linz Winter Workshop, 

Sommerhotel Julius-Raab-Heim, 2017.2.3-6, Linz, Austria（Invited talk） 

14. Takayuki Uchihashi, Direct Visualization of Single Molecule Dynamics at Work with High-Speed Atomic 

Force Microscopy, BioNANO 2016, 22-23 November 2016, Malopolska Centre of Biotechnology, 

Jagiellonian University, 2016.11.22, Krakow, Poland（Invited talk） 

15. 内橋貴之, タンパク質のダイナミクスを可視化する高速原子間力顕微鏡 

生体ボリュームイメージング研究部会＆生理研研究会合同ワークショップ「電子顕微鏡ビッグデータが拓く

バイオメディカルサイエンス」～限界を超えるための顕微鏡技術～,2016.11.17, 岡崎（招待講演） 

16. 内橋貴之, 高速原子間力顕微鏡で可視化する生体分子のダイナミクス, 理研シンポジウム: 第 4 回「光量子

工学研究 -若手・中堅研究者から見た光量子工学の展開-」,2016.11.1, 和光,埼玉県（招待講演） 

17. 内橋貴之, 高速 AFM による生体分子ダイナミクスのその場観察, 日本物理学会 2016 年秋季大会 領域 9 シ

ンポジウム「表面界面ナノ構造のその場観察」,2016.9.15, 金沢（招待講演） 

18. 内橋貴之, 高速 AFM による生体試料の動態イメージング, 第 25 回日本バイオイメージング学会学術集会 

シンポジウム 3「ナノバイオイメージング：１分子から細胞までの先端手法」,2016.9.6, 名古屋（招待講演） 

19. Takayuki Uchihashi, Noriyuki Kodera and Toshio Ando, Direct Visualization of Single Molecule 

Dynamics by High-Speed Atomic Force Microscopy, Gordon Research Conference, Single Molecule 

Approach to Biology, Chinese University of Hong Kong , 2016.7.3-8, China（Invited talk） 

20. 内橋貴之, 高速原子間力顕微鏡で調べる回転分子モーターの構造ダイナミクス 



- 84 - 

第 16 回 日本蛋白質科学会年会 ワークショップ”回転分子モーターを調べてつくって理解する”, 2016.6.9, 

福岡（招待講演） 

21. 内橋貴之, Visualization of Functional Dynamics of Biological Molecules by High-Speed AFM 

分子研研究会 “超機能分子の創成 合成,計測,数理が織りなす社会実装分子の戦略的設計と開発”,2016.6.27, 

岡崎（招待講演） 

22. 内橋貴之, 高速 AFM による膜タンパク質のダイナミクス観察, 蛋白研セミナー ”膜タンパク質の構造ダイ

ナミクス”,2016.5.12-13, 大阪（招待講演） 

23. Takayuki Uchihashi, Direct Observation of Single Molecule Dynamics at Work with High-Speed Atomic 

Force Microscopy, Les Houches-TSRC Workshop on Protein Dynamics, Ecole de Physique des Houches, 

2016.4.3-8, France（Invited talk） 

24. 内橋貴之, 高速原子間力顕微鏡で探る生体分子の機能ダイナミクス, 表面科学技術研究会 2016 生きている

固体と界面 〜走査型プローブ顕微鏡で探る〜, 神戸大学, 2016.1.21, 神戸市（招待講演） 

25. 内橋貴之, 高速原子間力顕微鏡の開発とバイオ応用, 日本顕微鏡学会 様々な極微イメージング技術若手研

究部会 第３回研究会, 2015.11.23, 龍野, 兵庫県（招待講演） 

26. Takayuki Uchihashi, Direct Visualization of Single Molecule Dynamics at Work with High-Speed Atomic 

Force Microscopy The 15th KIAS Conference on Protein Structure and Function, September 2015.9.17-

19, Seoul, Korea （Invited talk） 

27. Takayuki Uchihashi, High-Speed Atomic Force Microscopy for Observation of Single-Molecule 

DynamicsThe 6th RSC-CSJ Symposium (held in conjunction with the 95th CSJ Annual Meeting), 日本

大学船橋, 2015.3.27, 2, 千葉（招待講演） 

28. Takayuki Uchihashi, High-speed atomic force microscope for imaging of biomolecular dynamics at solid 

surface 10th Annual International Electromaterials Science Symposium, 2015.2.11-13, 

Wollongong, Australia (Invited talk) 

29. Takayuki Uchihashi, Visualization of single molecule dynamics at work with high-speed atomic force 

microscopy, The 7th Biennial Australian Colloid & Interface Symposium, 2015.2.1-5, Hobart, Tasmania, 

Ausutralia (Keynote lecture) 

30. 内橋貴之, 高速原子間力顕微鏡によるタンパク質のダイナミクスと物性計測第９回NIBBバイオイメージン

グフォーラム「物理特性のイメージング」,基礎生物学研究所, 2015.1.27, 愛知, 2015 年 1 月 27 日（招待講

演） 

31. 内橋貴之, 高速原子間力顕微鏡の開発とバイオ応用, 新世代研究所水和ナノ構造・界面ナノ科学合同研究会

「固液界面の水和ナノ構造と生体高分子ダイナミクス」,伊豆長岡温泉 天坊 2015.1.25, 静岡（招待講演） 

32. Takayuki Uchihashi, High-speed atomic force microscope for studying dynamic interactions in 

biomolecular systemThe 3rd International Symposium on Dynamical Ordering of Biomolecular Systems 

for Creation of Integrated Functions, 合歓の郷, 2015.1.10-11, 三重(Invited talk) 

33. Takayuki Uchihashi, Single-molecule imaging of proteins at work with high-speed atomic force 

microscopy, 16th International Conference on Retinal Proteins, 琵琶湖ロイヤルホテル, 2014.10.5-10, 滋

賀 (Invited talk) 

34. Takayuki Uchihashi, Cooperative Conformational Change in Ring-Shaped ATPase Observed by High-

Speed AFM, 第 52 回日本生物物理学会年会 Japan-China-Taiwan Joint Symposium on Cooperativity in 

Supramolecular Machine, 札幌国際会議場,2014.9.26, 北海道(Invited talk) 

35. Takayuki Uchihashi, High-speed atomic force microscopy for imaging of protein dynamics" 

Agilent Nanomeasure 2014, 2014.9.16-17, Beijing, China (Invited talk)  

36. 内橋貴之, 高速 AFM による生体試料のダイナミクス観察」, 日本膜学会第 36 回年会 境界領域シンポジウ

ム「膜解析の最前線~生体膜・膜タンパク質から模擬膜,ソフトマターまで~,早稲田大学 2014.5.13, 東京（招

待講演） 

37. Takayuki Uchihashi, Visualization of single molecule dynamics at work with high-speed atomic force 

microscopy, Single Protein Dynamics in Cellulo 2014: Spatio-Temporal, Structural and Quantitative 

Analyses, OIST シーサイドハウス, 2014.4.21-25, 沖縄(Invited talk) 

【上久保裕生】 

1. 上久保裕生, 光による蛋白質分子複合系の自由エネルギーランドスケープの変調，日本化学会 第 98 回春

季年会（2018），2018.3.20, 千葉県船橋市（特別企画講演） 

2. 上久保裕生, 連続滴定溶液散乱による多成分系解析の標準化，第 4 回タンパク質 X 線溶液散乱講習会，

2017.12.13, 茨城県つくば市（招待講演） 

3. 上久保裕生, 混合溶液中の蛋白質分子複合系の構造・相互作用評価～デバイス開発とその応用～，日本学術
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振興会 構造生物第 169 委員会 第 54 回研究会，2017.11.29, 東京都文京区日（招待講演） 

4. 上久保裕生, 連続滴定溶液散乱測定による蛋白質分子複合系の多成分平衡状態の解析， 

第 40 回溶液化学シンポジウム，2017.10.9, 兵庫県姫路市（招待講演） 

5. 上久保裕生, 複数混合溶液中に存在する生体高分子の構造・相互作用評価 

分子・物質合成プラットフォーム,大学連携研究設備ネットワーク主催「ソフトでウェットな素材のやさしい

観察」，2017.10.6, 東京都江東区 

6. Hironari Kamikubo, Structural Exploring Multi-component Equilibrium in Biological Systems  

The 24th Congress & General Assembly of the International Union of Crystallography, 2017.8.24, 

Hyderabad, India (Invited talk) 

7. Hironari Kamikubo, Multi-component equilibrium in biological systems explored by using continuous 

titration SAXS, Frontier Bioorganization Forum 2017 Dynamical ordering and integrated functions of 

biomolecular systems, 2017.4.25, Taipei, Taiwan (Invited talk) 

8. Mikio Kataoka, Hironari Kamikubo, Mechanism of amyloid formation of human calcitonin 

The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015, 2015.12.15-20, Honolulu, Hawaii, 

USA (Invited talk) 

9. 上久保裕生, 水-蛋白質界面の電荷状態と蛋白質内部で生じる化学反応, 第 64 回高分子討論会, 2015.9.16, 

宮城県仙台市（招待講演） 

10. Hironari. Kamikubo, Designing an Artificial Protein by Using a Kind of Building Blocks Responsible for 

Structure and Function, IMS Asian International Symposium, 2015.6.12, Okazaki, Aichi (Invited talk) 

11. Hironari Kamikubo, Molecular actions in the light sensor protein, Photoactive Yellow Protein 

The 7th Korea-Japan Seminars on Biomolecular Sciences: Experiments and Simulations, 2014.11.28, 

Seoul Korea (Invited talk) 

12. Hironari Kamikubo, The potential uses of structure and function elements, The 14th KIAS Conference 

on Protein Structure and Function, 2014.9.18, Seoul, Korea (Invited talk) 

13. Hironari Kamikubo, Functional modification of a protein by using element implantation, Sixth Korea-

Japan Seminars on Biomdecular Sciences; Experiments and Simulations, 2013.11.27, Okazaki, Japan 

(Invited talk) 

【佐藤啓文】 

1. 山本武志, Predicting the structure of self-assembled supramolecular nanosystems via all-atom molecular 

simulation, 第 98 回 日本化学会春季年会,アジア国際シンポジウム,2018.3.23, 千葉 （招待講演） 

2. 佐藤啓文, 分子レベルで見る自己集合過程の実時間追跡, 日本化学会第 98春季年会, 日本大学理工学部 船

橋キャンパス, 2018.3.20, 千葉（招待講演） 

3. Hirofumi Sato, Understanding of Self-Assembly Process at Molecular Level, Frontier Bioorganization 

Forum 2017: Dynamical ordering and integrated functions of biomolecular systems, Academia Sinica 

2017.4.26, Taipei(Invited talk) 

4. Hirofumi Sato, Chemical processes in condensed phase: Quantum chemistry and statistical mechanics 

複雑・複合系の理論計算科学に関する 日・仏・スペイン合同シンポジウム, JFS-Joint Symposium on 

Theoretical and Computational Science of Complex System, 京都大学福井謙一記念研究センター, FIFC, 

Kyoto University, 2016.10.26-28, Kyoto（招待講演） 

5. Hirofumi Sato, Molecular theory of chemical processes in condensed phase, International Symposium on 

Multi-scale Simulation of Condensed-phase Reacting Systems (MSCRS2016), Noyori Conference Hall, 

Nagoya University, 2016.10.10-13, Nagoya (Invited talk) 

6. 佐藤啓文, 分子集団・分子集合の理論化学, 第 11 回新大先端化学セミナー, 新潟大学情報理工棟 2 階 第一

ゼミ室, 2016.9.26, 新潟（招待講演）  

7. Hirofumi Sato, Multi-scale couplings for chemical processes at molecular level: quantum chemistry and 

statistical mechanics, Pacifichem, 2015.12.16, Honolulu, Hawaii, USA (Invited talk) 

8. 佐藤啓文, 凝縮系の理論化学, 化学反応経路探索のニューフロンティア 2015, 2015.9.15, 品川（招待講演） 

9. 佐藤啓文, 動的秩序形成の分子理論, 日本化学会第 95 春季年会 特別企画「生命および人工分子システムに

おける動的秩序形成:分子論的理解」,日本大学理工学部 船橋キャンパス 2015.3.26, 千葉,日本 (招待講演) 

10. Takeshi Yamamoto, Molecular calculation of free energetics for nanocube self-assembly in solution, The 

3rd International Symposium on Dynamical Ordering of Biomolecular Systems for Creation of 

Integrated Functions, 2015.1.10-12, Ise, Japan (Invited talk)  

【高田十志和】 
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1. 高田十志和, Selective Cyclic Polymer Synthesis via Topology Transformation”, 255th ACS National 

Meeting (Cyclic and Topological Polymer Symposium), 2018.3.18-22, New Orleans, LA, USA (Invited 

talk) 

2. 高田十志和, 架橋高分子を強靱化するロタキサン架橋剤, 第 243 回ゴム技術シンポジウム,日本ゴム協会, 東

部ビル, 2018.2.27, 東京（招待講演） 

3. 高田十志和, 固相でも動く分子スイッチと触媒不要のクリック反応剤, 第 63 回山口大学常盤台コロキウム, 

山口大学工学部, 2018.2.2, 山口県宇部市（招待講演） 

4. 高田十志和, Stimuli-Responsive Polymers Driven by Rotaxane Molecular Switch 

Special Lecture of East China Normal Univ., 2017.12.15, Shanghai, China (Invited talk) 

5. 高田十志和, Rotaxane Cross-Linkers Endowing Polymers with Toughness 

The 15th Pacific Polymer Conference (PPC-15), 2017.12.10-14, Xiamen, China (Invited talk) 

6. 高田十志和, 「可動な架橋によるソフトマテリアルの強靱化」, 関西における日本ゴム協会設立 90 周年記念

講演会,メルパルク大阪, 2017.12.8, 大阪（招待講演） 

7. 高田十志和, Mechanically Chiral Molecules: Synthesis, Optical Resolution, and Application 

International Workshop on Chirality in Soft Matter, Toyota Physical and Chemical Research Institute, 

2017.11.24-26, Nagoya, Japan (Invited talk)  

8. 高田十志和 , 「インターロック分子科学」 , 光ナノサイエンス特別講演 ,奈良先端科学技術大学院大

学,2017.11.2, 奈良県生駒市高山町（招待講演） 

9. 高田十志和,「ロタキサン構造の可動性を活用する新材料開発」, 岡山大学合成有機化学研究室講演会,岡山大

学,2017.11.4, 岡山市北区津島中（招待講演） 

10. 高田十志和, 「高分子材料とは –高分子の架橋と架橋高分子材料−」, 2017 年度若手社員のための高分子基

礎講座（高分子学会関東支部）,湘南セミナーハウス,2017.10.19-21, 神奈川県平塚市（招待講演） 

11. 高田十志和, 「ゴム材料強靱化のためのロタキサン架橋」日本ゴム協会衛生問題研究分科会,日本電業会

館,2017.10.10, 東京都港区 （招待講演） 

12. 高田十志和 , Dynamical Ordering of Supramolecular Architecture Comprising Rotaxane-Linked 

Polymers, The 55th Annual Meeting of The Biophysical Society of Japan, Kumamoto University, 

2017.9.19-21, Kumamoto, Japan (Invited talk) 

13. Toshikazu Takata, Processive Macrocycle Catalyst for Efficient Polymer Reaction via Pseudorotaxane 

Intermediate, MMC-17 (IUPAC 17th International Symposium on Macromolecular Complexes), 

Waseda University, 2017.8.28-31, Shinjuku, Tokyo, Japan (Invited talk) 

14. 高田十志和,「分子の形と動きを制御し新機能物質を創成する」 

有機合成化学協会東北支部岩手地区講演会,岩手大学理工学部,2017.7.13, 岩手県盛岡市（招待講演） 

15. 高田十志和, トポロジカル結合分子を合成する －分子スイッチ，分子モーター,生理活性,そして 分子トポ

ロジー変換–, 第 28 回万有仙台シンポジウム,仙台国際センター,2017.6.24, 仙台市青葉区（招待講演） 

16. 高田十志和, Switchable Polyrotaxanes, Gordon Research Conference (Molecular Machines), Holderness 

School, 2017.6.11-16, New Hampshire, USA (Invited talk) 

17. 高田十志和, ロタキサン分子スイッチと分子トポロジー変換, ホストゲスト超分子化学研究会,立命館大学, 

2017.6.4, 滋賀県草津市（招待講演） 

18. 高田十志和, Development of Dynamic Molecular and Macromolecular Systems based on Interlocked 

Structure（インターロック構造を基盤とする動的機能分子·高分子の開発） 

第 97 回春季年会,慶応大学日吉キャンパス, 2017.3.21, 横浜市港北区（日本化学会賞受賞講演） 

19. 高田十志和, Development of Dynamic Molecular and Macromolecular Systems based on Interlocked 

Structures, 日本化学会第 97 春季年会(2017) 慶応大学, 2017.3.16-19, 横浜市（受賞講演） 

20. 高田十志和, ロタキサンスイッチの高分子への応用 −トポロジー変換可能な高分子と強靱化−, 信州大学繊

維学部講演会 信州大学, 2016.9.6-8, 長野（招待講演） 

21. 高田十志和, Novel Cross-Linker Capable of Endowing Polymer with Toughness  

9th International Symposium on High-Tech Polymer Materials (HTPM-9) , 2016.7.11-15, Zhengzhou 

China（Invited Talk） 

22. 高田十志和, Cross-linking That Endows Rubber with Toughness Using Rotaxane Cross-Linkers 

International Polymer Conference of Thailand (PCT-6), 2016.6.30-7.1, Bangkok Thailand （Invited Talk） 

23. 高田十志和, 高分子鎖の新しい連結手法, 接着学会粘着研究会 5 月度例会 東京大学, 2016.5.27, 東京（招待

講演） 

24. 高田十志和, 架橋点における高分子鎖の可動性が生み出す機能と物性, 日本薬学会北陸支部特別講演会, 富

山大学大学院医学薬学研究部・講演会，2016.3.11, 富山 (招待講演) 
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25. Toshikazu Takata, “International Symposium on Center of Excellence for Innovative Material Sciences 

Based on Supramolecules”（超分子による革新的マテリアル開発の拠点形成国際シンポジウム）, 金沢大学

ミニ国際シンポジウム, 2016.3.10, 金沢 (Plenary Lecture) 

26. 高田十志和, 動的結合を活用する高分子開発 −ポリウレタン修飾,環状ポリマー形成,ポリマー強靱化−, 第

17 回ポリウレタン研究会，2016.2.12, 名古屋 (招待講演) 

27. Toshikazu Takata, “Reversible Topology Transformation of Linear −Cyclic Polymer Using Rotaxane 

Protocol−”, Pachifichem2015, Invited Lecture, 2015.12.15-20, Honolulu（Invited Talk） 

28. 高田十志和 , インターロック型超分子の特異空間を活かした合成反応,構造体構築, 静岡大学理学部講演会，

招待講演, 2015.11.20, 静岡 (招待講演) 

29. 高田十志和 , 擬ロタキサン構造を鍵とする 0 次反応経由高分子反応, 第 16 回リング・チューブ超分子研究

会，招待講演, 2015.10.26-27, 筑波 (招待講演) 

30. Toshikazu Takata, Kazuko Nakazono, Daisuke Aoki, and Hiromitsu Sogawa, “Dynamic Polymer 

Networks Engineered by Rotaxane Cross-Linkers”, 11th International Conference on Advanced 

Polymers via Macromolecular Engineering Registration (APME2015), 2015.10.18-22, 横浜(Invited talk) 

31. 高田十志和, 可変な連結様式をもつブロックコポリマーの合成と構造・物性制御,第 64 回高分子討論会，招

待講演, 2015.9.15-17, 仙台 (招待講演) 

32. Toshikazu Takata, “Role of Mechanical Linkage in Polymer Systems: Tough Polymer and Topology-

Transformable Polymer”, Japan-Taiwan Bilateral Symposium on Functional Polymer 2015 JTBS2015, 

Invited Lecture, 2015.9.2-5, 札幌 (Invited talk) 

33. 高田十志和, ロタキサン型非共有結合連結がもたらす機能と物性, 名古屋大学応用化学系講演会，招待講演, 

2015.7.24, 名古屋 (招待講演) 

34. Toshikazu Takata, “Dynamic Molecular Systems Utilizing Chirality and Switch Functions of Rotaxanes”

（ロタキサンのキラリティーとスイッチ機能を活用する動的分子システム）, モレキュラーキラリティー

2015 (MC2015), 2015.6.12-13, 東京 (招待講演) 

35. 高田十志和, 超分子ポリマーの組織化とトポロジー変換, 特別企画「生命および人工分子システムにおける

動的秩序形成：分子論的理解」,第 95 日本化学会春季年会,日本大学理工学部船橋キャンパス, 2015.3.26-29, 

千葉県船橋市（依頼講義） 

36. 高田十志和, 形を変えるブロックコポリマー：可変な連結様式の構築と特性制御,高田十志和,東北ポリマー

懇話会,岩手大学,2015.3.16-17, 盛岡市上田（招待講演） 

37. Toshikazu Takata, Intelligent Polymer Materials Characterized by Rotaxane Linkages, Yamaga 

University International Commemorative Symposium of GMAP Center, Yamagata University, 

2015.1.23-24, Yonezawa(Invited talk) 

38. Toshikazu Takata, “Intelligent Polymer Materials Characterized by Rotaxane Linkages”, International 

Commemorative Symposium of GMAP Center (Completion for Research Center) −Joint Symposium of 

Research Center of NGAP(YUCOE(E)) ,2015.1.22-24, 米沢(Invited talk) 

39. 高田十志和, 超分子連結の新手法と動的性質の活用による新材料創製,高田十志和,特別講義,日本大学生産工

学部,2014年12月19日, 千葉県習志野市（特別講演） 

40. 高田十志和, 超分子ポリマーの組織化とトポロジー変換,高田十志和,国際高等研究所講演会「分子基盤に基

づく生体機能への揺らぎとダイナミックネットワークの解明」2014年度第1回研究会,国際高等研究所,2014

年12月14−15日, 京都府木津川市（招待講演） 

41. 高田十志和, ロタキサン構造を架橋点とする新しい架橋高分子の構築法,高田十志和,エラストマー討論会,愛

知工業大学,2014.12.04-05, 豊田市（依頼講演） 

42. 高田十志和, 高機能化を目指す高分子の合成と修飾,高田十志和,大阪工研協会ニューフロンティア材料部会

第94回例会,KKRホテル大阪,2014年11月13日, 大阪市（招待講演） 

43. Toshikazu Takata, Thermo-responsive Hydro Gels Networked by Rotaxane Cross-links, Toshikazu 

Takata, Takayuki Arai, Keumhee Jang, and Yasuhito Koyama, Polymer Network and Gel 2014 

(PN&G2014), University of Tokyo, 2014.11.10–14, Tokyo(Invited talk)  

44. 高田十志和, 架橋と表面修飾による機能高分子材料の創製,第５回 次世代機能化学素材・接合技術研究会,岩

手大学ものづくり基盤技術開発コンソーシアム,ホテルルイズ,2014.11.5, 盛岡市（招待講演） 

45. Toshikazu Takata, Chiral Rotaxane Catalysts for Asymmetric Reactions, Toshikazu Takata, MC Asia 

2014, Peking University, 2014.10.29-31, Beijing(Invited talk)  

46. Toshikazu Takata , Macrocycle Catalyst for Highly Efficient Hydroamination via Cavity-Threading of 

Substrate as The Key Process, CRC International Symposium on Synthesis and Applications of 

Functional Molecules and Materials Utilizing Biomolecules as a Motif., Hokkaido University 2014.9.30–
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10.1, Sapporo (Keynote lecture) 

47. 高田十志和, 高分子の効率的修飾 ― グラフト化,表面修飾,架橋 ―,ゴム技術フォーラム調査委員会, 東京工

業大学, 2014.9.18, 東京（基調講演） 

48. Toshikazu Takata, Click Polymer Synthesis: Polymerization and Polymer Modification Using Nitrile N-

Oxides, Toshikazu Takata and Yasuhito Koyama, Polycondensation 2014, Tokyo Institute of Technology, 

2014.09.8-11, Tokyo (Invited talk)  

49. Toshikazu Takata, Daisuke Aoki, and Satoshi Uchida, Transformable Polymer Architectures Functioned 

by Movable Linkages- Role of Rotaxane Linkage for Polymer Topology Change -,  High Tech Polymer 

Materials (HTPM) 2014, Chinese Academy of Sciences, 2014.7.1-4, Beijing  (Keynote lecture)  

50. 高田十志和, 高分子の高次構造精密解析を支える分光分析技術 - らせんポリマーの合成と構造 -,高田十志

和,高分子学会関東支部第80回武蔵野地区高分子懇話会, 日本分光, 2014.6.13, 八王子（招待講演） 

51. 高田十志和, ロタキサン化学 - 空間連結と動的特性が醸す特異機能の創出 -,高田十志和,東北大学理学部・

理学研究科一般雑誌会講演会,2014.6.5, 仙台（招待講演） 

52. 高田十志和, ロタキサン触媒の特異機能 - 協同効果と０次反応 -,高田十志和,大阪大学基礎工学研究科講演

会,2014.5.2, 大阪（招待講演） 

【立川仁典】 

1. 立川仁典, 歯車状両親媒性分子からなるナノキューブの安定性に関する理論的研究, 第 98 回 日本化学会春

季年会,2018.3.20, 船橋（招待講演） 

2. Masanori Tachikawa, “Ab initio study of the effect of molecular vibrations on the positron-binding to 

polyatomic molecules”, 8th Asia-Pacific Conference of Theoretical and Computational Chemistry 

(APCTCC8), 2017.12-15-17, Mumbai, India (Invited talk) 

3. Masanori Tachikawa, “Path Integral Simulation for Hydrogen bonded systems: Protonic quantum nature 

and its isotope effects”, 3rd Japan-Korea Joint Symposium on Hydrogen in Materials, Kyushu University, 

2017.11.23-24, Fukuoka  (Invited talk) 

4. Masanori Tachikawa, “Ab initio theoretical study of the effect of molecular vibrations on the positron-

binding to polyatomic molecules”, 12th International Workshop on Positron and Positronium Chemistry 

(PPC12), 2017.8.28-9.1, Lublin, Poland  (Invited talk) 

5. Takako Mashiko, Shuichi Hiraoka, Umpei Nagashima, and Masanori Tachikawa, “Theoretical study on 

substituent and solvent effects for nanocube formed with gear-shaped amphiphile molecules”, The 9th 

Conference of the Asian Consortium on Computational Materials Science (ACCMS2017), 2017.8.9-11, 

Kuala Lumpur, Malaysia, (Invited talk) 

6. Takako Mashiko, Shuichi Hiraoka, Umpei Nagashima, and Masanori Tachikawa, “Theoretical study on 

substituent and solvent effects for nanocube formed with gear-shaped amphiphile molecules”, Frontier 

Bioorganization Forum 2017, Academia Sinica, 2017.4.24-25, Taipei, Taiwan (Invited talk) 

7. Takako Mashiko, Shuichi Hiraoka, Umpei Nagashima, and Masanori Tachikawa, Theoretical study on 

substituent and solvent effects for nanocube formed with gear-shaped amphiphile molecules, The 5th 

International Symposium on Dynamical Ordering of Biomolecular Systems for Creation of Integrated 

Functions The University of Tokyo, Komaba, 2017.1.21-22, Tokyo (Invited talk) 

8. Masanori Tachikawa, Path integral simulation on muoniated acetone radical, The 11th General Meeting 

of ACCMS-VO, Tohoku University, 2016.12.21, Miyagi (Invited talk) 

9. Masanori Tachikawa, Path integral simulation on muoniated acetone radical, The International 

Symposium of Quantum Beam Science, Ibaraki University, 2016.11.19, Ibaraki (Invited talk) 

10. Masanori Tachikawa, Path Integral Simulation for Hydrogen bonded systems: Protonic quantum nature 

and its isotope effects, Thai-Japan Symposium in Chemistry, Chiang Mai University, 2016.11.15, 

Thailand (Invited talk) 

11. Masanori Tachikawa, Quantum Monte Carlo calculation of Positron-attached Polyatomic Molecules, 

14th International Workshop on Slow Positron Beam Techniques & Applications (SLOPOS14), 

2016.5.22-27, Matsue, Japan (Invited talk) 

12. Masanori Tachikawa, The International Conference of Computational Methods in Sciences and 

Engineering 2016 (ICCMSE 2016), 2016.3.17-21, Athens, Greece, Metropolitan (Invited talk) 

13. Masanori Tachikawa, The Seventh Asia-Pacific Conference of Theoretical and Computational Chemistry 

(APCTCC7) , 2016.1.25-28, Kaohsiung, Taiwan (Invited talk) 

14. Yuki Oba, Tsutomu Kawatsu, and Masanori Tachikawa, International USMM &CMSI Workshop , Hongo 

Campus, 2016.1.5-9, TOKYO, (Japan)  (Invited talk) 
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15. Masanori Tachikawa, “TBA”, Seventh Asia-Pacific Conference of Theoretical and Computational 

Chemistry (APCTCC7), 2016.1.25-28, Kaohsiung, Taiwan (Invited talk) 

16. Masanori Tachikawa, PACIFICHEM 2015, The International Chemical Congress of Pacific Basin 

Societies 2015, 2015.12.15-20, Honolulu, Hawaii, (USA) (Invited talk) 

17. Masanori Tachikawa, 6th JCS, International Symposium on Theoretical Chemistry, 2015.10.11-15, 

Smolenice Castle, Slovakia (Invited talk) 

18. Masanori Tachikawa, “TBA”, The 8th Conference of Asian Consortium on Computational Materials 

Science (ACCMS-8), 2015.6.16-18, Taipei, Taiwan (Invited talk) 

19. Masanori Tachikawa, “First-principles calculation for positron binding to molecules”, International 

Symposium of Computational Chemistry (ICCMSE 2015), 2015.3.20-23, Athens, Greece. (Invited talk) 

20. Masanori Tachikawa, “First-principles calculation for positron binding to molecules”, XIXth 

International Workshop on Quantum Systems in Chemistry and Physics (QSCP-XIX), 2014.11.11-17, 

Tamsui, Taipei, Taiwan (Invited talk) 

21. Masanori Tachikawa, “Multi-component molecular theory for hydrogen-bonded systems and positronic 

compounds”, 5th French-Japanese Workshop on Computational Methods in Chemistry, 2014.6.30-7.1, 

Strasbourg, France (Invited talk) 

【田中良和】 

1. 田中良和, スルメイカヘモシアニンの結晶構造解析と結晶中へのタンパク質包摂の取り組み, 日本たばこ産

業セミナー，2018.1.22, 横浜（招待講演） 

2. 田中良和, 膜孔形成毒素の分子機構とヘモシアニンの構造解析, 山形大学蛋白質科学セミナー，2018.1.15, 

米沢（招待講演） 

3. Yoshikazu Tanaka, Minghao Chen, Shun Narai, Naoki Omura, Naoki Shigi, Min Yao, Investigating a 

novel tRNA thiolational modification mechanism involving an [4Fe-4S] cluster, 2nd Joint International 

Symposium of NSRRC and IPR, 2017.12.6-7, Taipei, Taiwan (Invited talk) 

4. 田中良和, 分子量 4MDa の巨大蛋白質会合体ヘモシアニンの結晶への蛋白質の包摂, JST-ACCEL プロジェ

クト「革新的分子構造解析」公開シンポジウム，2017.10.31, 東京（招待講演） 

5. 田中良和, 分子量 4MDa の巨大蛋白質会合体ヘモシアニンの結晶への蛋白質の包摂 

第 17 回 リング・チューブ超分子研究会シンポジウム，2017.6.9-10, 札幌（招待講演） 

6. Yoshikazu Tanaka, Pore formation mechanism of staphylococcal pore forming toxin, Max Planck 

Institute of Molecular Physiology Department 3 Lab Retreat Seminar, 2016.10.9-12, Germany (Invited 

talk) 

7. Yoshikazu Tanaka，Molecular mechanism of staphylococcal pore forming toxin,  Hokkaido University 

/ Pusan National University Joint Symposium 2016, 2016.3.8-9, Busan, Busan, Korea (Invited talk) 

8. 田中良和, X 線結晶構造解析により明らかになった黄色ブドウ球菌の膜孔形成毒素蛋白質の膜孔形成機構，

生理学研究所 研究会「膜システムの機能的・構造的統合」，2015.9-1-2, 岡崎（招待講演） 

9. 田中良和，山下大智，菅原宇希，金子淳，神尾好是，姚閔，Molecular mechanism of pore forming toxin from 

Staphylococcus aureus，第 15 回日本蛋白質科学会年会，2015.6.24-26, 徳島市（招待講演） 

10. 田中良和，山下大智，菅原宇希，金子淳，神尾好是，田中勲，姚閔，結晶構造解析により明らかになった黄

色ブドウ球菌由来膜孔形成毒素の分子機構，毒素シンポジウム，2014.9.3－5, 鳴門市（招待講演） 

【寺嶋正秀】 

1. Masahide Terazima, Reaction Dynamics of Photo-induced Protein-DNA Interaction 

Trombay Symposium on Radiation & Photochemistry, 2018.1.3-7, Mumbai, India (Invited talk) 

2. Masahide Terazima, Time-resolved diffusion technique can detect conformation dynamics of photosensor 

proteins, Asia Oceania Conference on Photobiology, 2017.11.12-15, Seoul, Korea (Invited talk) 

3. Masahide Terazima, Light induced heating and volume changes to reveal protein reactions  

9th International Conference on Photoacoustic and Photothermal Phenomena, 2017.7.16-20, Bilbao, 

Spain (Invited talk) 

4. Masahide Terazima, Transient fluctuations during protein reactions detected by time-resolved 

thermodynamics, 9th Korea-Japan Seminars on Biomolecular Science, 2016.11.14-16, Gyeongju, Korea 

5. Masahide Terazima Advanced light sensing natural proteins that can detect light intensity, Asia Pacific 

Society for Materials Research, Sun Moon Lake, 2016.8.11-14, Taiwan 

6. Masahide Terazima A biosensor to detect inter-protein interaction and domain-domain interaction, 

International Conference on Small Science, 2016.6.25-29, Prague, Czech Republic 

7. Masahide Terazima , Spectrally Silent Dynamics of Photo-induced Protein-Protein Interaction Change  
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Trombay Symposium on Radiation & Photochemistry & 6th Asia Pacific Symposium on Radiation 

Chemistry, 2016.1.5-9, Mumbai, India 

8. Masahide Terazima, How to detect photoreactions of proteins: Blue light sensors, International 

Workshop on Radiation and Photochemistry, 2016.1.10-12, Pune, Inida 

9. Masahide Terazima , Conformation changes and water-protein interaction change for function of 

proteins, PACIFICHEM 2015, 2015.12.15-20, Hawaii. 

10. Masahide Terazima, Time-resolved detection of inter-protein interaction during protein reaction,  

PACIFICHEM 2015, 2015.12.15-20, Hawaii 

11. Masahide Terazima , Time-resolved detection of light induced heat during protein reactions, 18th 

International Conference on Photoacoustic and Photothermal Phenomena, 2015.9.6-10, Novi Sad, Serbia 

（全体講演）  

12. Masahide Terazima, Compressibility and reactivity of a protein reaction, 19th Symposium on 

Thermophysical Properties, Boulder, 2015.6.21-26, Colorado U.S.A. 

13. Masahide Terazima, Sensing of Protein Reactions using pulsed laser based transient grating, 

Frontiers in Optics 2014/Laser Science XXX (FiO/LS) meeting, 2014.10.19-23, Tucson, USA 

14. Masahide Terazima, Photosensing reaction dynamics of flavin proteins: Phototropin, 16th International 

Conference on Retinal protein, Nagahama Royal Hotel, Japan, 2014.10.5-10 

15. Masahide Terazima, Conformation change of a flavoprotein for signal transfer: phototropins, 18th 

International Flavin Symposium, 2014.7.27-8.1, Thailand   

16. Masahide Terazima, Time resolved measurements of thermodynamic properties during chemical 

reactions of bio-molecules, Thermophysical and mechanical properties of advanced materials, 2014.6.12-

15, Cesme-Izmir,Turkey (Keynote lecture) 

17. Masahide Terazima, Time-resolved studies on protein reactions toward biological function, The Second 

KYOTO–BRISTOL Symposium, 2014.1.9-10, Kyoto, Japan     

18. Masahide Terazima, Spectrally Silent Dynamics of Photo-induced Protein-Protein Interaction, Korean-

Japan Bilateral Symposium on Frontier Photoscience, 2013.11.24-27 (Invited talk)  

【内藤晶】 

1. Akira Naito, Photoirradiation and microwave irradiation NMR spectroscopy. Application to 

photoreceptor retinal proteins and liquid crystals, Taiwan-Japan Biomedical Symposium on Magnetic 

Resonance, 2017.10.15-17, Tainan, Taiwan (Invited talk) 

2. Akira Naito, Microwave heating mechanism of liquid crystals as revealed by microwave irradiation NMR 

spectroscopy, Magnetism and Magnetic Materials, 2017.10.9-10, London, UK (Invited talk) 

3. Akira Naito, Pressure and photo induced structural changes of photoreceptor proteins as revealed by 

solid-state NMR, IMBP2017, 2017.8.20-24, Kyoto, Japan (Invited talk) 

4. 内藤晶, マイクロ波および光照射固体ＮＭＲの開発と液晶および光受容膜タンパク質への応用 , 第 61 回 

固体 NMR・材料フォーラム,理化学研究所,2017.5.12, 横浜（招待講演） 

5. Akira Naito, Microwave irradiation solid-state NMR spectroscopy to reveal microwave heating and 

energyflow mechanism of liquid crystals, The 7th Asia Pacific NMR Symposium, 2017.2.16-19, Bangalore, 

India (Invited talk) 

6. Akira Naito, High resolution solid-state NMR spectroscopy. Development and application to structural 

biochemistry, 第 55 回 NMR 討論会, 2016.11.16-18, 広島（特別講演） 

7. Akira Naito, Y. Makino, K. Oshima, Y. Otani, A. Shigeta, I. Kawamura, T. Okitsu, A. Wada, S. Tuzi,, T. 

Iwasa, Photoreaction pathways of bacteriorhodopsin and its mutants as revealed by in-situ photo-

irradiation solid-state NMR, ICRP2016, 2016.10.2-7, Potsdam, Germany（口頭発表） 

8. T. Nagao, D. Mishima, N. Javkhalantugs, J. Wang, D. Ishioka, K. Yokota, K. Norisada, I. Kawamura, K. 

Ueda, A. Naito, Structure and orientation of antibiotic peptide alamethicin in membrane environment 

as revealed by chemical shift oscillation analysis of solid state NMR and MD simulation, ICBRBS2016, 

2016.8.21-26, Kyoto (Invited talk) 

9. Akira Naito, Photoreaction pathways of photoreceptor membrane proteins revealed by in-situ photo-

irradiation solid-state NMR, 2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Society (Pacifichem 

2015), 2015.12.15, Honolulu, Hawaii, (USA) (Invited talk) 

10. Akira Naito, Yoshiteru Makino, Hiroki Yomoda, Yuya Tomonaga, Tetsuro Hidaka, Izuru Kawamura, 

Yuki Sudo, Akimori, Wada, Takashi Okitsu, Naoki Kamo, Determination of photo-intermediates and 

photo-reaction pathways of photoreceptor membrane roteins by in-situ photo-irradiation solid-state 
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NMR, The 6th Asia-Pacific NMR Symposium, 2015.8.14, Hong Kong, China (Invited talk) 

11. 内藤晶, 固体 NMR による抗菌ペプチドの生体膜結合構造と膜相互作用解析 

第 15 回 日本蛋白質科学会年会, 2015.6.26, 徳島（招待講演） 

12. 内藤晶, 伊藤-渡邉ひかり, 上平-石島美弥, N. Lavkhlantugs, 近藤正志,中越雅道, 川村出, 辻暁, 斉藤肇, 上

田一義, “固体 NMR と TEM によるヒトカルシトニンにおけるアミロイド線維形成と阻害機構の解明”,第 53

回 NMR 討論会, 大阪大学コンベンションセンター, 2014.11.4-6, 大阪（招待講演） 

13. 内藤晶,槙野義輝, 重田安里寿, 四方田博紀, 川村出, 沖津貴志, 和田昭盛, 須藤雄気, 加茂直樹, “光照射固体

ＮＭＲによる光受容膜タンパク質の光反応経路の解明” 第 87 回日本生化学会大会, 2014.10.15-18, 国立京

都国際会館,京都（招待講演） 

14. A.Naito, Y. Makino, H. Yomoda, Y. Tomonaga, T. Hidaka, I. Kawamura, Y. Sudo, A.Wada, T. Okitsu, 

N. Kamo,“detection of photo-intermediates of microbial sensory rhodopsins by in situ photo-irradiation 

solid-state NMR”, 16th International Conference on Retinal Proteins, 2014.10.5-10, Nagahama, 

Japan(Invited talk) 

【東雅大】 

1. 東雅大, 凝縮系の励起状態反応ダイナミクスの定量的理解を目指して, 第 32 回量子系分子科学研究セミナ

ー，2018.2.20, 神戸（招待講演） 

2. 東雅大, 凝縮系の反応ダイナミクスを記述可能な計算手法の開発と応用, 北大理論化学研究会：実践理論化

学の最前線，2017.11.16, 札幌（招待講演） 

3. 東雅大, 高効率ポテンシャル関数生成手法による光捕集アンテナ中の色素の励起エネルギーの大きさと揺ら

ぎの定量的評価, レア・イベントの計算科学，2017.8.30, 熱海（招待講演） 

4. Masahiro Higashi, Toward quantitative understanding of excitation energy transfer in light-harvesting 

complexes, The 9th Conference of the Asian Consortium on Computational Materials Science, 

2017.8.11, Kuala Lumpur, Malaysia. (Invited talk) 

5. Masahiro Higashi, Theoretical investigation of excited-state reactions and properties in condensed 

phases, 前瞻跨領域基礎科學中心 尖端生物分子探測 専題演講, 2017.8.7, 新竹市, 台湾(Invited talk) 

6. Masahiro Higashi, Theoretical analysis of regio- and stereoselectivity of new organic reactions, 

International Symposium on Pure & Applied Chemistry 2017, 2017.6.9, Ho Chi Minh City, Vietnam 

(Invited talk) 

7. Masahiro Higashi, Theoretical investigation of excited states of pigments in the light-harvesting 

antenna, Kickoff To Explore The New Field Of Molecular Soft Matter, 2017.3.14, Bangkok Thailand 

(Invited talk) 

8. 東雅大, 新規有機反応における立体・位置選択性の理論的解明, IQCE 講演会「量子化学で探る化学の最先端

2016」,2016.11.19, 東京（招待講演） 

9. Masahiro Higashi, Theoretical analysis of site energies and their fluctuations of pigments in the light-

harvesting antenna, The 9th Korea-Japan Seminars on Biomolecular Science, 2016.11.14, Gyeongju, 

Korea (Invited talk) 

【松村浩由】 

1. 松村浩由, 細胞分裂タンパク質の構造研究, 大阪大学蛋白質研究所セミナー SPring-8 先端利用技術ワー

クショップ「SPring-8 における蛋白質構造生物学研究の現状と将来」, 2017.8.3, Osaka（招待講演） 

2. 松村浩由, 創薬に貢献するタンパク質結晶化技術, メディカルジャパン, インテックス大阪, 2017.2.15, 大

阪市住之江区  

3. 松村浩由, 離合集散する柔らかいタンパク質の構造機能解析, 大阪大学蛋白質研究所セミナー「構造を基盤

とする蛋白質科学における未解決問題」, 2016.3.1, 東京 

4. 松村浩由, 細菌の細胞分裂ダイナミクスの構造機能相関解析, 分子基盤に基づく生体機能ネットワークとダ

イナミクスの解明, 第 1 回研究会,国際高等研究所, 2014.12.14, 京都府木津川（招待講演） 

5. 松村浩由, 代謝経路における動的秩序, 第 1 回「動的秩序と機能」若手研究会, 2014.9.29, 蔵王, 宮城（招待

講演） 

【松森信明】 

1. Nobuaki Matsumori, Integrated analysis of membrane systems, International seminar on biophysics and 

chemical biology of biomembrane and lipid bilayers, 2017.10.9, Osaka (Invited talk) 

2. Nobuaki Matsumori, NMR and Fluorescent Studies of Lipid Rafts, 9th Korea-Japan Seminars on 

Biomolecular Sciences: Experimental and Simulations. 2016.11.14, Korea (Invited talk) 

3. 松森信明,木下祥尚, 脂質ラフト形成基盤の解明を目指したスフィンゴミエリンの動的および NMR 構造解

析, 日本化学会第 96 春季年会,2016.3.24, 京田辺（招待講演） 
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4. 松森信明 , 脂質膜における動的挙動 , 構造および相互作用解析 , 蛋白研セミナー生体膜上の生物化学 , 

2016.3.3, 吹田（招待講演） 

5. Nobuaki Matsumori, NMR studies of lipid rafts, Pacifichem2015, 2015.12.16, Honolulu, (Invited talk) 

6. Nobuaki Matsumori, Small molecule interactions with membrane sterol, Pacifichem 2015, 2015.12.17, 

Honolulu (Invited talk) 

7. 松森信明, 脂質ラフトにおける脂質分子の動的挙動および構造解析, 第 88 回日本生化学会大会フォーラム, 

2015.12.3, 神戸（招待講演） 

8. 松森信明, 脂質膜の統合分析, 第 33 回九州コロイドコロキウム, 2015.11.21, 福岡（招待講演） 

9. 松森信明, 村田道雄, 脂質ラフトのNMR解析, 第 53回日本生物物理学会年会, 2015.9.14, 金沢（招待講演） 

10. 松森信明, NMR による生体膜ならびに膜作用生理活性物質の解析, 日本生化学会大会,2014.10.15, 京都（招

待講演） 

【養王田正文】 

1. Masafumi Yohda, Assembly of encapsulin nanocompartment from Rhodococcus erythropolis N771 and 

encapsulation of a guest protein, THE 15TH INTERNATIONAL CONFERENCE on QiR (Quality in 

Research), 2017.7.26, Bali, Indonesia(Invited talk) 

2. 養王田正文, Protein folding mechanism of group II chaperonin, 第 44 回 生体分子科学討論会,2017.6.23, 

秋田（招待講演） 

3. Masafumi Yohda, Functional expression of olfactory receptors in yeast for the development of odorant 

sensor, International Symposium on Biomeiomedical Engineering 2016, 2016.5.31, Indonesia   

(Invited talk) 

4. Masafumi Yohda, Hiroshi Sekiguchi,Ayumi Nakagawa,Yohei Yamamoto,Toshihiko Oka,Kunihiro 

Kuwajima,Yuji C. Sasaki, Dissection of the ATP-dependent conformational change cycle of group II 

chaperonin, Japan-Italy Joint Symposium, New Trends in Science and Engineering of Enzyme and 

Microbiology for Sustainable Society, 2014.11.6, Nara (Invited talk) 

5. 養王田正文, シークエンス技術の過去・現在・未来,  2014 年度生物工学フォーラム「先端技術による新た

なバイオテクノロジー」, 2014.7.25, 埼玉 （招待講演） 

A02：動的秩序の創生 

【新井亮一】 

1. 新井亮一, タンパク質ナノブロック戦略によるネオ・レクチン超分子複合体の創出を目指して, 生命科学系

合同年次大会 (ConBio2017), 2017.12.6, 神戸（招待講演） 

2. 新井亮一, 人工タンパク質ナノブロックによる超分子複合体ナノ構造の創出, 第 6 回 CHUBU 懇話会, 

2017.9.29, 長野（招待講演） 

3. 新井亮一, 人工タンパク質ナノブロックによる超分子複合体ナノ構造の創製 , バイオ工学シンポジウム, 

2017.7.3, 松山（招待講演） 

4. 木村尚弥, 小林直也, 新井亮一, タンパク質ナノブロックによる動的秩序構造形成 

第 17 回日本蛋白質科学会年会, 2017.6.20, 仙台（招待講演） 

5. 新井亮一, 人工タンパク質ナノブロック(PN-Block)による自己組織化超分子ナノ構造複合体の創出, 第 17

回リング・チューブ超分子研究会シンポジウム, 2017.6.10, 札幌（招待講演） 

6. 木村尚弥,小林直也,新井亮一, タンパク質ナノブロックによる動的秩序構造形成, 日本化学会第 97 春季年

会,2017.3.16, 横浜（招待講演） 

7. Ryoichi Arai, Self-assembling supramolecular nanostructures created from de novo protein nanobuilding 

blocks, 11th Annual Symposium on Nanobiotechnology 2017, 2017.2.28, Kawasaki, Japan (Invited talk) 

8. 新井亮一, 人工タンパク質ナノブロック（PN-Block）による自己組織化超分子ナノ構造複合体の創製：“ネ

オバイオ分子”創出へ向けて,平成 28 年度第 3 回富山大学テニュアトラックセミナー,2017.2.3, 富山（招待

講演） 

9. 小林直也, 木村尚弥,新井亮一, 人工蛋白質ナノブロックによる多様な自己組織化超分子ナノ構造複合体：ネ

オバイ超分子の創生を目指して,第 39 回日本分子生物学会年会,2016.12.2, （招待講演） 

10. 小林直也,木村尚弥, 新井亮一, 人工タンパク質をブロックに見立てた超分子ナノ構造複合体の設計構築, 第

54 回日本生物物理学会年会,2016.11.25, つくば（招待講演） 

11. Naoya Kimura, Naoya Kobayashi, Ryoichi Arai, Self-assembling supramolecular nano-architectures 

created from de novo protein nano-building blocks, 第 68回日本生物工学会大会, 2016.9.29, 富山 (Invited 

talk) 

12. 新井亮一, タンパク質ナノブロックによる自己組織化超分子複合体の創製, 第 48 回若手ペプチド夏の勉強

会, 2016.8.1, 八王子, 東京都（招待講演） 
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13. 小林直也,木村尚弥, 新井亮一, Self-assembling supramolecular nanostructures created from de novo 

protein nanobuilding blocks, 分子研研究会 超機能分子の創成, 2016.6.28, 岡崎, 愛知県（招待講演） 

14. 小林直也,木村尚弥,新井亮一, 人工蛋白質ナノブロック(PN-Block)による自己組織化ナノ構造創製：“ネオバ

イオ分子” 創出へ向けて 第 16 回日本蛋白質科学会年会,2016.6.9, 福岡（招待講演） 

【飯野亮太】 

1. Ryota Iino, Single-molecule dynamics of natural and engineered molecular motors 

The 5th International Symposium on "Dynamical Ordering & Integrated Functions, 2017.1.21-22, 

Japan(Invited talk) 

2. Ryota Iino, Watching dynamic motions of biological molecular machines, 7th RIES-Hokudai 

International Symposium, 2016.12.12-13, Japan(Invited talk) 

3. 飯野亮太, マイクロ・ナノデバイスを用いた１分子・１細胞ナノバイオ計測,  MNC2016 技術セミナー「マ

イクロ・ナノバイオ技術の最前線」, 2016.11.8, 京都（招待講演） 

4. Ryota Iino, Intermediate states during the stepping motion of kinesin-1 revealed by high-speed single-

molecule imaging with gold nanoprobes, 4th Kanazawa Bio-AFM Workshop, 2016.10.16, Japan (Invited 

talk) 

5. 飯野亮太, 金ナノプローブで生体分子の速いダイナミクスを観る, 第 25 回バイオイメージング学会学術集

会シンポジウム, 2016.9.6, 名古屋（招待講演） 

6. Ryota Iino, Direct observation of intermediate states during the stepping motion of kinesin-1 

Biophysical Society Thematic Meeting: Engineering Approaches to Biomolecular Motors: From in vitro 

to in vivo, 2016.6.15, Canada (Invited talk) 

7. Ryota Iino, Direct observation of intermediate states during the stepping motion of kinesin-1 

8th Japan-Korea Seminars on Biomolecular Science: Experiments and Simulation, 2016.2.15, Aichi 

(Japan) (Invited talk) 

8. Ryota Iino, Single-molecule analysis of new molecular motors hydrolyzing crystalline polysaccharides, 

Pure and Applied Chemistry International Conference 2015 (PACCON2015), 2016.2.10, Bangkok 

(Thailand) (Invited talk) 

9. Ryota Iino, Dynamics of linear and rotary molecular motors revealed by gold nanoprobes 

Pacifichem 2015, Technical Symposia. Physical, Theoretical & Computational: Interplay between 

Chemistry and Dynamics in Biomolecular Machines, 2015.12.16, Hawaii (USA) (Invited talk) 

10. Ryota Iino, Single-molecule high-speed imaging analysis of ATP-driven molecular motors, 

第 53 回生物物理学会年会シンポジウム「Formation of spatiotemporal dynamic ordering mediated by ATP 

hydrolysis」, 2015.9.14, Kanazawa (Ishikawa) (Invited talk) 

11. Ryota Iino, High speed single-molecule measurement of conformational dynamics of molecular motors 

probed by gold nanorod, International Symposium on "Studying the Function of Soft Molecular Systems", 

2015.7.10, Tokyo (Japan) (Invited talk) 

12. Ryota Iino, Dynamic motions of individual molecular motors, IMS Asian Internatiional Symposium 

"Supramolecular Dynamics at the interface of Chemistry and Biology", 2015.6.12, Aichi, Japan (Invited 

talk) 

13. 飯野亮太, 回転型 ATPase によるイオンの輸送を考える, 分子研研究会「膜タンパク質内部のプロトン透過

を考える」, 岡崎コンファレンスセンター, 2015.4.21, 岡崎（招待講演） 

14. 飯野亮太, 生体回転超分子モーターの作動メカニズ,2015.3.26, （招待講演） 

15. 飯野亮太, 金ナノプローブで探る生体分子モーターのダイナミクス, 日本化学会 第 95 春季年会 中長期企

画 シンポジウム. 船橋（日本大学）2015.3.26-29 （招待講演） 

16. Ryota Iino, Watching dynamic motions of individual molecular motors with gold nanoprobes 

Pure and Applied Chemistry International Conference 2015 (PACCON2015), 2015.1.22, Bangkok, 

Thailand (Invited talk) 

17. 飯野亮太, 生体分子モーターを測る,壊す,創る, シンポジウム「細胞のメゾスケール構造機能」, 京都大学, 

2014.12.13, 京都（招待講演） 

18. 飯野亮太, 金ナノ粒子,金ナノロッドを用いた生体分子モーターのマイクロ秒１分子計測 

新学術領域「柔らかな分子系」第 7 回ワークショップ, 岡崎コンファレンスセンター, 2014.12.12, 岡崎市

（招待講演） 

19. Ryota Iino, Single-molecule imaging analysis of molecular motors, The 7th Korea-Japan Seminars on 

Biomolecular Sciences,2014.11.27, Seoul, Korea（Invited talk） 

20. 飯野亮太, 生体分子モーターダイナミクスの１分子計測：構造解析と理論予測との協奏を目指して, TCCI 第
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5 回研究会, 岡崎コンファレンスセンター, 2014.10.17-18, 岡崎市（招待講演） 

21. 飯野亮太, Importance of membrane pumps and channels: an introduction, 第 52 回生物物理学会年会シン

ポジウム  "Which is important for biophysicists, pump or channel?”,札幌コンベンションセンター , 

2014.9.25-27, 札幌 （招待講演） 

22. 飯野亮太, １分子計測技術で生体分子マシン,人工分子マシンの“動き”を調べる・考える 

第 63 回高分子討論会 S14. "動き"のある自己組織化材料：動的応答・変化を示す材料の設計・機能・応用の

最前線, 長崎大学, 2014.9.24, 長崎（招待講演） 

23. Ryota Iino, “Motions of individual biomolecular motors probed by gold nanoparticle and nanorod 

International Symposium on Small Particles and Inorganic Clusters (ISSPIC XVII). 2014.9.10, Fukuoka, 

Japan (Invited talk) 

24. 飯野亮太,  細菌多剤排出ポンプ計測マイクロデバイス, 第 9 回トランスポーター研究会年会シンポジウム

「チャネル・トランスポーター研究の最前線 2（機能評価系・創薬）」,名古屋市立大学 2014.6.14, 名古屋（招

待講演） 

25. 飯野亮太, DNA を巻き取る分子リール, 第 66 回日本細胞生物学会大会シンポジウム「遺伝情報を司る DNA

のふるまい」, 奈良県新公会堂, 2014.6.12, 奈良（招待講演） 

【井上雅彦】 

1. Yuki Ohishi, Tetsuhiro Yoneda, Kentaro Masuda, Hajime Abe, Masahiko Inouye, Development of Cage-

Shaped and Three-Armed Molecules with Pyridine–Acetylene–Phenol Units as Artificial Saccharide 

Receptors, The Second International Symposium on Toyama–Asia–Africa Pharmaceutical Network 

2017.9.25-26, Jinan, Chaina (Invited talk) 

2. 井上将彦 , タンパク代用物としての短鎖ヘリカルペプチドの創出 , 第 34 回  有機合成化学セミナー , 

2017.9.17-20, 金沢（招待公演） 

3. 井上将彦, 千葉順哉, アルキニルヌクレオチドからなる人工 DNA の創出と核酸関連酵素反応への展開, 日

本化学会第 97 春季年会, 2017.3.16, 横浜（特別企画講演） 

 

 

【上野隆史】 

1. Takafumi Ueno, “Design of Bioinorganic Materials Constructed by Coordination Chemistry” 

6th Asian Conference on Coordination Chemistry, 2017.7.25, Melbourne, Australia (Invited talk) 

2. Takafumi Ueno, “CO Releasing Bioinorganic Nanomaterials for CO Gas Biology”, The International 

Advanced Drug Delivery Symposium 2017, 2017.4.6, Taipei (Invited talk) 

3. 上野隆史, T4 ファージ由来蛋白質針による生体膜透過の動的秩序機構第 97 回日本化学会春季年会 特別企

画「ハイブリッド自己組織化：秩序形成における生命系と人工系の接点」 

慶應大学,2017.3.16, 横浜（特別企画講演） 

4. 上野隆史, 高分子的設計で挑むタンパク質集合体機能の化学第 51 回高分子学会北海道支部研究発表会, 北

海道大学, 2017.1.19, 北海道,札幌（Keynote 講演） 

5. Takafumi Ueno, “In vivo functions of organometalloproteins”, 5th Symposium on Advanced Biological 

Inorganic Chemistry, 2017.1.8, Kolkata (Invited talk) 

6. Takafumi Ueno, “In Vivo and In Vitro Bioinorganic Functions Designed within Ferritin Cage”, 

8th Asian Biological Inorganic Chemistry Conference, 2016.12.6, Auckland  

(Invited talk) 

7. Takafumi Ueno, “Multi-bioinorganic Functions Designed within Protein Cage”, Japan-Korea-Taiwan 

Bioinorganic Chemistry Symposium 2016, 2016.9.30, Okazaki (Invited talk) 

8. Takafumi Ueno, “Biosupramolecular materials designed by protein assemblies”, 2016 International 

Symposium on Polymer and Related Materials, Harbin Engineering University, 2016.7.10, Harbin, 

China (Invited talk) 

9. Takafumi Ueno, “Protein Crystals for Designing Biohybrid Solid Materials”, 8th Japan-Korea Seminars 

on Biomolecular Science: Experiments and Simulation, IMS, 2016.2.17, Okazaki,  (Invited talk) 

10. Takafumi Ueno, “Design of Protein Assemblies toward Biohybrid Solid Materials”, The 8th WPI-AIMR 

Joint Seminar, AIMR, Tohoku Univ. 2016.1.29, Miyagi (Invited talk) 

11. Takafumi Ueno, “CO Releasing Proteins as Bioinorganic Tools for CO Gas Biology” 

Frontiers of Iron Chemistry in Biology (#268) /Pacifichem 2015, Regency I (Royal Hawaiian), 2015.12.16, 

Hawaii (Invited talk) 
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12. 上野隆史, 生体固体材料としてのタンパク質結晶, 第25回日本MRS_自己組織化材料とその機能XIII, 波止

場会館, 2015.12.8, 横浜（基調講演） 

13. 上野隆史, バイオミネラル反応を基軸とする金属蛋白質の機能設計, 第 10 回バイオミネラリゼーションワ

ークショップ, 2015.12.6, 東京大学 （基調講演） 

14. Takafumi Ueno, “Metal Carbonyl-Protein Materials for Carbon Monoxide Delivery in Living Cells” 

10th China-Japan Joint Symposium on Metal Cluster Compounds, 2015.10.25, Fuzhou, China, (Invited 

talk) 

15. Takafumi Ueno, “CO-releasing Organometallics in Supramolecular Proteins”, 17th International 

Conference on Biological  Inorganic Chemistry, 2015.7.23, Beijing (Invited talk) 

16. Takafumi Ueno, “Protein-based Supramolecular Coordination Materials”, Supramolecular Dynamics at 

the Interface of Chemistry and Biology, IMS, 2015.6.13, Okazaki (Invited talk) 

17. Takafumi Ueno, “Bioactive Organometallics in Supramolecular Proteins”, The 2nd CMS International 

Symposium– Cutting-edge Technologies of Biomaterials and Bio-relatedMaterials Based on Well-defined 

Molecular Systems –, Tsinghua Univ., 2015.6.6, Beijing  (Invited talk) 

18. Takafumi Ueno, “Protein-based Supramolecular Coordination Materials”, The 2nd CMS International 

Symposium– Cutting-edge Technologies of Biomaterials and Bio-relatedMaterials Based on Well-

defined Molecular Systems –, Kyushu Univ., 2015.1.20, Kyushu Univ. Fukuoka, Japan  (Keynote 

lecture) 

19. Takafumi Ueno, “Designing Dynamic Function of Protein Assembly”, The 3rd International 

Symposium on Dynamical Ordering of Biomolecular Systems for Creation of Integrated Functions, 

Nemunosato, 2015.1.11, Mie, Japan 

20. Takafumi Ueno, “Bioinspired Inorganic Materials of Protein Assemblies”, 7th Asian Biological Inorganic 

Chemistry Conference, Gold Coast, 2014.12.2, Australia, 

21. Takafumi Ueno, “Bioactive Organometallics in Supramolecular Proteins”, The 2nd Japan-UK Joint 

Symposium on Coordination Chemistry, Chuo Univ., 2014.9.18, Tokyo 

22. Takafumi Ueno, “Design of Confined Space of Protein Assembly”, The 3rd International 

Supramolecular System Symposium, 2014.8.26, Changchun, China (Keynote Lecture) 

【片山勉】 

1. 片山勉, 大腸菌をモデルとした染色体複製開始の分子機構と制御システムに関する研究,日本遺伝学会第 89

回大会, 2017.9.14, 岡山 （木原賞受賞講演） 

2. 片山勉, 大腸菌の複製開始複合体の分子構築と機能メカニズム, 2016 年度 国立遺伝学研究所研究会「単細

胞システム細胞装置のダイナミズム」, 2017.3.27, 三島市 

3. 片山勉, 大腸菌染色体の複製開始と分配の制御における不連続複製の役割, 岡崎フラグメント 50 周年シン

ポジウム 「DNA 複製の過去・現在・未来--ゲノム複製からエピゲノム複製へ」,2016.12.21, 名古屋市（招

待講演） 

4. 﨑山友香里, 野口泰徳, 川上広宣, 片山勉, 大腸菌染色体の複製起点 oriC 上で形成される DnaA 多量体の機

能動態の解明, 日本遺伝学会第 88 回大会 プレナリーワークショップ  --昨年の BP 賞受賞講演から, 

2016.9.8, 三島市（招待講演） 

5. 片山勉, 大腸菌の染色体複製起点 oriC における DnaA 複合体のダイナミクス, 日本進化学会 第 18 回東京

大会 ワークショップ「生物進化に伴う DNA 複製装置の Dynamics」, 2016.8.27, 東京都目黒区（招待講演） 

 

【神谷由紀子】 

1. 神谷由紀子, 人工核酸による RNA 干渉機構の理解と制御, 分子研シンポジウム 2016,2016.5.27, 岡崎(招待

講演) 

2. 神谷由紀子, 人工核酸を用いた RNA 干渉機構の理解と制御法の開発, 第 160 回名古屋市立大学薬学談話

会,2016.5.11, 名古屋(招待講演) 

3. Yukiko Kamiya, Fluorescent monitoring of intracellular trafficking of siRNA, 9th International 

Symposium on Nanomedicine (ISNM2015), 2015.12.12, Mie, Japan(Invited talk) 

4. 神谷由紀子, 糖骨格を持たない人工核酸を用いた RNAi 機構の理解と高性能 siRNA の開発 

第 13 回 糖鎖科学コンソーシアムシンポジウム －糖鎖研究と多領域との統合－, 2015.10.19, 名古屋（招

待講演） 

5. 神谷由紀子, 光応答性 DNA デバイスを用いた遺伝子発現を制御する人工システムの開発 

国際高等研究所 研究プロジェクト「分子基盤に基づく生体機能への揺らぎとダイナミックネットワークの
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解明」2014 年度第 1 回研究会, 2014.12.14, 京都 (招待講演) 

6. Yukiko Kamiya, Photoregulation of gene expression with functional oligonucleotide involving 

azobenzene derivatives, 7th Korea-Japan Seminars on Biomolecular Sciences:Experiments and 

Simulations, KIAS, 2014.11.26, Korea 

7. 神谷 由紀子,伊藤 杏奈,高井 順矢,伊藤 浩,村山 恵司,樫田 啓,浅沼 浩之, 非環状骨格を持つ人工核酸の導

入による siRNA の高機能化, アンチセンス・遺伝子・デリバリーシンポジウム 2014.9.9（招待講演） 

 

 

 

【佐藤宗太】 

1. 佐藤宗太, リチウムイオン電池の高容量負極材料：ナノチャンネルをもつ大環状芳香族分子の結晶, 第 103

回 新電池構想部会, 2018.4.24, 大阪（招待講演） 

2. Sota Sato, "Chemistry of Cyborg Supramolecules: Approaches to Biomolecular Science Taking Advantage 

of Artificial Biomolecular Interfaces", The Chemical Society of Japan, The 98th Annual Meeting, Nihon 

University, 2018.3.22, Funabashi City (Invited talk) 

3. Sota Sato, "Development of Dynamical Ordering of Artificial Molecules by Mimicking Biomolecular 

Systems", Dynamical Ordering of Biomolecular Systems for Creation of Integrated Functions The 6th 

International Symposium, Hamamatsu Act Tower, 2018.1.21, Shizuoka (Invited talk) 

4. 佐藤宗太, "タンパク質を丸ごと閉じ込める巨大カプセル分子の化学", SEST2017 ミニシンポジウム「超分子

化学の先端物質科学」,東京工業大学, 2017.11.4, 東京都（招待講演） 

5. 佐藤宗太, "動的秩序化により合成したサイボーグ超分子", 日本化学会 第 97 春季年会,  

慶應義塾大学, 2017.3.16, 横浜市（招待講演）  

6. Sota Sato, "Biomimetic Spherical Complexes Constructed by Dynamical Ordering", （招待講演） 

Symposium on Chemistry and Materials 2017, Institute of Multidisciplinary Research for Advanced 

Materials, Tohoku University, 2017.3.7, Sendai (Invited talk) 

7. 佐藤宗太, "これならわかる「NMR を用いた反応追跡 2 実際の応用例」", 日本化学会第 6 回 CSJ 化学フェ

スタ 2016, タワーホール船堀, 2016.11.14-16, 東京都（招待講演） 

8. 佐藤宗太, "球状錯体の『中』の化学：世界最小のフルオラス溶媒からの展開", フルオラス科学研究会第 9 回

シンポジウム, 名古屋大学, 2016.10.7, 名古屋市 （招待講演） 

9. Sota Sato, "Carbon-rich active materials with macrocyclic nanochannels for high-capacity negative 

electrodes in all-solid-state lithium rechargeable battery", 平成 28 年度化学系学協会東北大会,  

いわき明星大学, 2016.9.10-11, いわき市  

10. Sota Sato, “Biological Functions Implanted in Artificial Supramolecules”, 分子研研究会 日韓生体分子科

学セミナー, 岡崎統合バイオサイエンスセンター2016.2.15-17, 岡崎市 

11. 佐藤宗太, “巨大分子の精密合成 ~きちんと分子構造を押さえる~”, ブルカー・ダルトニクス MS サミット, 

TKP ガーデンシティ横浜, 2015.11.26, 横浜市（招待講演） 

12. 佐藤宗太 , “Hierarchically Self-Assembled Metal-Organic Complexes as Fusion Materials”, Fusion 

Materials Symposium 2015, 東京大学, 2015.9.19, 東京都 （招待講演） 

13. 佐藤宗太, “大環状芳香族分子の合成とデバイスへの応用”, 日本薬学会東北支部主催 第 14 回化学系若手研

究者セミナー, 東北大学薬学部, 2015.9.5, 仙台市 

14. 佐藤宗太, "磁場配向性錯体の自己組織化合成と NMR 解析への展開"分子研研究会「金属イオンをもちいた

超構造体の構築と機能発現 –配位化学における境界領域研究の現状と展望–」, 自然科学研究機構岡崎コン

ファレンスセンター, 2015.3.15, 岡崎市 （招待講演） 

15. 佐藤宗太, "高速回転する分子ベアリング", 国際高等研研究プロジェクト「分子基盤に基づく生体機能への揺

らぎとダイナミックネットワークの解明」, 2014 年度第 1 回(通算第 3 回)研究会（京都）, 国際高等研究

所, 2014.12.15, 木津川市（招待講演） 

16. 佐藤宗太, "巨大な中空球状錯体の自己組織化合成", 錯体化学若手の会北海道・東北支部第 6 回勉強会, 東

北大学, 2014.11.15, 仙台市 （招待講演） 

17. 佐藤宗太, 「巨大な中空球状錯体を骨格として構築した生体分子インターフェースの開発」 

"錯体化学会第 64 回討論会, 中央大学, 2014.9.20, 東京都 （招待・受賞講演） 

18. Sota Sato, "Synthesis and Biological Applications of Self-Assembled Huge Molecules", Asian 

International Symposium (Inorganic Chemistry) – Emerging Science in Inorganic Porous 

Materials ,2014.3.29, Nagoya University (Nagoya City) (Invited talk) 
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19. 佐藤宗太 , "Development of dynamical ordering of artificial molecules by mimicking biomolecular 

systems", Dynamical Ordering of Biomolecular Systems for Creation of Integrated Functions The 2nd 

International Symposium, Campus Plaza Kyoto (Kyoto Prefecture), 2014.1.11, Kyoto(Invited talk) 

20. 佐藤宗太, "生体分子系を模倣した動的秩序をもつ人工分子の開発", 生命分子システムにおける動的秩序形

成と高次機能発現 第 1 回公開シンポジウム, 岡崎コンファレンスセンター, 2013.10.2, 岡崎市 （招待講演） 

  【杉安和憲】 

1. 杉安和憲, 時間発展する超分子集合体, 高分子学会 湘北地区懇話会, 神奈川大学, 2017.6.16, 神奈川（招待

講演） 

2. Kazunori Sugiyasu,Introduction to Supramolecular Polymerization, Gordon Research Conference, Self-

Assembly & Supramolecular Chemistry, 2017.5.22, Les Diablerets, Switzerland (Invited talk) 

3. 杉安和憲, 時間発展する超分子集合体, 錯体化学若手の会 関東支部勉強会, 錯体化学若手の会 ,2016.11.26

（招待講演） 

4. Kazunori Sugiyasu, Living supramolecualr polymerization, ECNIS Symposium at Ewha Womans Univ., 

2016.10.9, Korea (Invited talk) 

5. Kazunori Sugiyasu, “Dynamic Ordering of Supramolecular Assemblies Developed on a Complex Energy 

Landscape”, 4th International Symposium on Dynamical Ordering of Biomolecular Systems for Creation 

of Integrated Functions, 2015.11.22-23, Fukuoka 

6. Kazunori Sugiyasu, “Living Supramolecular Polymerization”, International Conference on Advanced 

Polymers via Macromolecular Engineering, 2015.10.18-22, Yokoyama. 

7. Kazunori Sugiyasu, “Living Supramolecular Polymerization”, International Symposium for Photo- and 

Electro-Molecular Machine, 2015.10.5-9, Toulouse 

8. 杉安和憲, 自己増殖する超分子集合体 Living Supramolecular Polymerization, 日本化学会第 95 春季年

会, 2015.3.26, 千葉 

9. Kazunori Sugiyasu, Living Supramolecular Polymerization, China-Japan Joint Symposium on 

Functional Supramolecular Architectures, 2014.12.12, China (Invited talk) 

10. K. Sugiyasu, “Conjugated Polymers Sheathed within Their Own Cyclic Sidechains ”, 

The 10th SPSJ International Polymer Conference (IPC 2014), 2014.12.3, Tsukuba, Japan  

(Invited talk) 

11. Kazunori Sugiyasu, Living Supramolecular Polymerization, The 5th International Symposium of 

Advanced Energy Science, 2014.10.1, Kyoto(Invited talk) 

12. 杉安和憲. 自己組織化をコントロールした超分子ポリマー, 高分子学会精密ネットワークポリマー研究会,

東工大, 2014.7.10, 東京 

13. 杉安和憲, 超分子化学的に精密設計された高分子 and vice versa, 高分子若手研究会・夏の講演会,2014.6.27, 

北九州（招待講演） 

【鈴木大介】 

1. Daisuke Suzuki, Masaya Takizawa, Haruka Minato, Yuka Sazuka, “Functional Hydrogel Microspheres 

at the Air/Water Interface”, 255th ACS National Meeting, 2018.3.21, New Orleans, America (Invited 

talk) 

2. Daisuke Suzuki, Masaya Takizawa, Yuka Sazuka, Haruka Minato, “Self-Organization of Soft Hydrogel 

Microspheres at the Air/Water Interfaces”, The 6 th Asian Symposium on Emulsion Polymerization and 

Functional Polymeric Microspheres, 2018.3.9, Fukui, Japan (Invited talk) 

3. 鈴木大介, 「高分子ゲル微粒子の表面・内部構造制御と機能創出」, 日本接着学会粘着研究会 1 月度例会, 大

阪市立工業研究所, 2017.1.27, 大阪 （招待講演） 

4. Daisuke Suzuki, “Artificial Polymeric Microhydrogels toward Autonomous Soft Materials” 

The 5th International Symposium on Dynamical Ordering of Biomolecular Systems for Creation of 

Integrated Functions, 2017.1.21, Tokyo, Japan(Invited talk) 

5. 鈴木大介,「刺激応答性ヒドロゲル微粒子の開発に必要な評価技術」,第 28 回散乱研究会, HULIC HALL, 

2016.11.25, 東京（招待講演） 

6. 鈴木大介, 「顕微鏡法と散乱法を駆使したゲル微粒子の微細構造評価」,-日本化学会秋季事業- 第 6 回 CSJ

化学フェスタ 2016,タワーホール船堀, 2016.11.14, 東京（招待講演） 

7. 鈴木大介, 「ソフトゲル微粒子の次元構造とミクロ空間場における機能制御」,第 16 回ナノテク高機能テキ

スタイル基盤技術研究会,信州大学繊維学部, 2016.10.21, 長野（招待講演） 

8. 鈴木大介, 高分子ヒドロゲル微粒子を用いた空間・時間構造制御」,第 157 回東海高分子研究会講演会(岐阜),

長良川観光ホテル石金, 2016.9.2, 岐阜 （招待講演） 
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9. Daisuke Suzuki, “Control of Spatio-temporal Structures for Polymeric Hydrogel Microspheres” 

The 5th Asian Symposium on Emulsion Polymerization and Functional Polymeric Microspheres 

(ASEPFPM), 2015.10.25, Suzhou, China (Invited talk) 

10. 鈴木大介, 「環境応答型高分子ゲル微粒子の構造と機能設計」, 計測自動制御学会中部支部シンポジウム,信

州大学繊維学部,2015.9.24, 長野(招待講演) 

11. 鈴木大介, ｢高分子ヒドロゲル微粒子の微細構造と機能｣, 第 84 回高分子若手研究会[関西]－次世代機能性材

料の創出を担うポリマーサイエンス－,六甲山 YMCA, 2015.7.25, 兵庫,  (招待講演) 

12. Daisuke Suzuki, “Control of Spatio-Temporal Structures for Polymer Microspheres toward Advanced 

Soft Materials”, Supramolecular Dynamics at the Interface of Chemistry and Biology, Institute for 

Molecular Science and Okazaki Institute for Integrative Bioscience, 2015.6.12, Aichi, Japan,  (Invited 

talk) 

13. 鈴木大介, ｢機能性高分子ゲル微粒子の創製と構造評価｣, 東京工業大学セミナー,東京工業大学大岡山キャ

ンパス,2015.3.10, 東京 (招待講演) 

【平岡秀一】 

1. 平岡秀一, 自己集合過程の解明と平衡に支配されない自己集合 ,日本化学会 第 98 春季年会,日本大学 

2018.3.20, 船橋 (招待講演) 

2. Shuichi Hiraoka, Coordination Self-Assembly Process by QASAP, 新学術第 6 回国際シンポジウム , 

2018.1.21, 浜松 (Invited talk) 

3. Shuichi Hiraoka, How does coordination self-assembly take place?, New Frontiers of Supramolecular 

Chemistry in Non-equilibrium Systems, 東京工業大学 大岡山, 2018.1.11, Tokyo (Invited talk) 

4. Shuichi Hiraoka, Coordination Self-Assembly Process and a Novel Method for the Formation of 

Coordination Self-Assemblies under Kinetic Control, 錯体化学会 第 67 回討論会, 2017.9.16, 北海道 

(Invited talk) 

5. Shuichi Hiraoka, Nanocube: Ultra-thermostable Self-assemblies In Water, International Symposium on 

Pure & Applied Chemistry 2017, 2017.6.9, Vietnam (Invited talk) 

6. Shuichi Hiraoka, Nanocube: Ultra-Thermostable Self-Assemblies in Water, Frontier Bioorganization 

Forum 2017: Dynamical ordering and integrated functions of biomolecular systems, 2017.4.25, Taipei, 

(Invited talk) 

7. Shuichi Hiraoka, Nanocube: Ultra-Thermostable Self-Assemblies in Water, Frontier Bioorganization 

Forum 2017: Dynamical ordering and integrated functions of biomolecular systems, 2017.4.22, 台湾 

(Invited talk) 

8. 平岡秀一, 超耐熱性自己集合体の秩序形成, 日本化学会第 97 春季年会,2017.3.16, 神奈川 (招待講演) 

9. Shuichi Hiraoka, Self-Assembly Process of Coordination Rings, Cages, and Capsules, International 

Symposium on Polymer and Related Materials, 2016.7.11, China (Invited talk) 

10. 平岡秀一, 超分子錯体の自己組織化機構, 日本化学会第 96春季年会特別企画,同志社大学,2016.3.24, 京田辺

市 (招待講演) 

11. Shuichi Hiraoka, Self-assembly Process of Coordination Capsules and Cages, The 9 th Japan-China Joint 

Symposium on Functional Supramolecular Architectures, 2016.2.24, Okazaki, (Invited talk) 

12. Shuichi Hiraoka, Self-Assembly Process of Coordination Cages and Capsules, 3rd Workshop of Center 

for Instrumental Analysis, Frontier of Instrumental Analysis using Magnetic Resonance Spectroscopy, 

2015.10.30, Niigata (Invited talk) 

13. 平岡秀一, メカニズム指向の自己組織化に挑戦！ 〜自己集合性金属錯体の形成機構の解明〜, 第 5 回 CSJ

化学フェスタ 2015, タワーホール船堀,  2015.10.13, 東京 (招待講演) 

14. 平岡秀一, 特別企画生命および人工分子システムにおける動的秩序形成:分子論的理解「金属錯体型自己組織

化のメカニズム」, 日本化学会第 95 春季年会, 2015.3, 千葉 (招待講演) 

15. 平岡秀一,「金属錯体型自己組織化体の形成過程を実験的に追跡する」, 第 35 回生物物理学セミナー, 2013.12, 

奈良（招待講演） 

【二木史郎】 

1. 二木史朗, ペプチドを用いた生理活性分子の細胞内送達, 日本ケミカルバイオロジー学会第 13 回年会・日

本農芸化学会合同シンポジウム,  2018.6.11-13, 東京（招待講演） 

2. 二木史朗, ペプチドを用いた細胞内デリバリー, 第 393 回 CBI 学会講演会「中分子創薬の実現にむけて」, 

2018.3.16, 東京（招待講演） 

3. Shiroh Futaki,  Cytosolic Antibody Delivery by Lipid-sensitive Endosomolytic Peptide , IRCCS-JST 

CREST Joint Symposium “Chemical sciences facing difficult challenges”, 2018.1.24-26, 福岡 (Invited 
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talk) 

4. Shiroh Futaki, Cytosolic delivery of biomacromolecules, 2018 International Symposium on Chemical 

Biology, 2018. 1. 10-12, Geneva, Switzerland (Keynote lecture) 

5. Shiroh Futaki, Cytosolic antibody delivery by lipid-sensitive endosomelytic peptide, The Second A3 

Roundtable Meeting on Chemical Probe Research Hub, 2017.11.23-26, Hangzhou, China (Invited talk) 

6. Shiroh Futaki, Peptide-mediated Delivery of Biomacromolecules into Cells, 12th Australian Peptide 

Conference 2017, 2017.10.15-20, Queensland, Australia (Invited talk) 

7. 二木史朗, 細胞内デリバリーペプチドの膜との相互作用, 17-1 バイオ・高分子研究会 

「生命を操るバイオ高分子設計」, 2017.9.22, 松山（招待講演） 

8. 二木史朗, ペプチドの膜との相互作用・膜透過, 平成 28 年度特別経費事業 

（創薬人育成のための創薬実践道場教育構築事業）,（多機能性人工エキソソーム(iTEX)医薬品化実践を通じ

た操薬人育成事業）,合同シンポジウム, 2017.2.13, 徳島（招待講演） 

9. 二木史朗, ペプチドの膜との相互作用・膜透過 , 遺伝子・デリバリー研究会 第 16 回夏期セミナー, 

2016.9.13, 長崎（招待講演） 

10. Shiroh Futaki, Yoshimasa Kawaguchi, Toshihide Takeuchi, Keiko Kuwata, Photocrosslinking 

approaches to identify cellular-uptake receptors of arginine-rich cell-penetrating peptides, 34th 

European Peptide Symposium and 8th International Peptide Symposium, 2016.9.4-9, Leipzig, 

(Keynote Lecture) 

11. Shiroh Futaki, 14th Chinese International Peptide Symposium & 5th Asia-pacific International Peptide 

Symposium (CPS-14 & APIPS-5) APIPS, Facilitated membrane translocation of arginine-rich peptides 

in the presence of curvature inducing peptides, 2016.7.7, 南京 (Invited talk) 

12. 二木史朗, ペプチドを用いた細胞内デリバリー, 創薬懇話会 2016 in 蓼科：次世代を担う若手のためのメデ

ィシナルケミストリーフォーラム, 蓼科,2016.7.1（招待講演） 

13. Shiroh Futaki, Tomo Murayama, Membrane-remodeling Amphypathic Helical Peptides Accelerate 

Direct Penetration of Octaarginine, 20th Korea Peptide Protein Society (KPPS) Symposium, 2016.6.24-

25, Yangyang, Korea (Invited talk) 

14. 二木史朗, 見る・知る・作る：ペプチドと細胞膜との相互作用, 第９回東京大学化学生命工学専攻 ChemBio

ハイブリッドレクチャー, 2016.6.10-8. 東京（招待講演） 

15. Shiroh Futaki, Peptide Mediated Delivery of Bioactive Proteins into Cells, 8th AsiaTIDES, 2016.2.24, 京

都(Invited talk) 

16. Shiroh Futaki, Membrane translocation of arginine-rich peptides and the effect of membrane curvature, 

The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem 2015), 2015.12.19, 

Honolulu, Hawaii, USA(Invited talk) 

17. Shiroh Futaki, Exploiting hemolytic amphiphilic peptides as a design template for cytosolic antibody 

delivery, The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem 2015), 

2015.12.17, Honolulu, Hawaii, USA (Invited talk) 

18. Shiroh Futaki, Peptide mediated delivery of bioactive proteins into cells 

The 7th International Peptide Symposium, 2015.12.9, Singapore (Invited talk) 

19. Shiroh Futaki, A novel lysosomolytic peptide designed from spider venom 7th Peptide Engineering 

Meeting (PEM7-2015), 2015.12.6, Pune, India (Invited talk) 

20. Shiroh Futaki, Converting a cytotoxic, hemolytic peptide to an intracellular delivery tool of bioactive 

proteins, NEA & ASIAHORCs Joint Symposium on Chemical Biology, 2015.11.10, 沖縄 (Invited talk) 

21. 二木史朗, 「アミノ酸・ペプチドは体の調子を整える」,ひょうご講座 2015「健康をサイエンスする」,2015.10.6, 

神戸（特別講師） 

22. 二木史朗, 「細胞の営みを探る」,ひょうご講座 2015「健康をサイエンスする」, 2015.9.15, 神戸（特別講師） 

23. Shiroh Futaki, Peptide-based approaches for delivering exogenous molecules into cells 

International symposium: "From cell-penetrating peptides to nanoparticles for cellular delivery"  

2015.7.5, Paris (Invited talk) 

24. Shiroh Futaki, Peptide-based approaches for delivering exogenous molecules into cells Asian Chemical 

Biology Conference 3 (ACBC3 2014), University Town (U-Town), 2014.12.16, Singapore, (Invited talk)  

25. Shiroh Futaki, The Sino-Japan Workshop on Chemical Biology, Positive membrane curvature induced 

by epsin N-terminal peptide accelerates internalization of octaarginine, 2014.10.11, Beijing, China, 

(Invited talk)  

26. Shiroh Futaki, Extramembrane control of peptide/protein assembly, Workshop on Artificial 
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Photosynthesis: Engineering of Light-Harvesting Processes based on Peptide and Protein Science, 

2014.10.6, Nagoya (Invited talk)  

27. Shiroh Futaki, Positive membrane curvature induced by epsin N-terminal peptide accelerates 

internalization of octaarginine Swiss-Japanese Chemical Biology Symposium 2014, 2014.10.2, Bern, 

Switzerland (Invited talk)  

28. Shiroh Futaki, Engineering membrane curvatures by peptides, 15th Akabori Conference-Japanese-

German Symposium on Peptide Science, 2014.9.8, Boppard, Germany(Invited talk)  

【芳坂貴弘】 

1. 芳坂貴弘, 非天然アミノ酸の導入によるタンパク質機能の人工的カスタマイズ, 第 16 回日本蛋白質科学

会,2016.6.9, 福岡（招待講演） 

2. 芳坂貴弘, 非天然アミノ酸導入技術のバイオ医薬への応用展開, 第 22 回ペプチドフォーラム, 2016.3.5, 

金沢（招待講演） 

3. Takahiro Hohsaka, Incorporation of nonnatural amino acids through expansion of the genetic code and 

its application to fluorescence analysis of proteins, BMB2015（第 38 回分子生物学会年会・第 88 回生化

学会大会合同大会）, 2015.12.2, 神戸(Invited talk) 

4. Takahiro Hohsaka, Incorporation of nonnatural amino acids by expanding the genetic code and its 

application to fluorescence analysis of proteins, The 14th KIAS Conference on Protein Structure and 

Function, 2014.9.18, Seoul, Korea  

5. 芳坂貴弘, 非天然アミノ酸の導入技術を利用したタンパク質の人工機能拡張 

蛋白質科学会年会, 2014.6.26, 横浜（招待講演） 

6. 芳坂貴弘 , タンパク質への非天然アミノ酸導入技術の開発とその応用 , 酵素工学研究会第 70 回講演

会,2013.10.25, 東京（招待講演） 

【松浦友亮】  

1. 松浦友亮, 「再構成型セルフリータンパク質合成系を用いたタンパク質配列空間と成分濃度空間探索」2018

年度日本農芸化学会, 名城大学, 2018.3.15-18, 名古屋市  

2. 松浦友亮, 「リポソームディスプレイ法を用いた膜タンパク質の創生と解析」2017 年度生命科学系学会合同

年次大会（ConBio2017）, 神戸ポートアイランド, 2017.12.6-9, 神戸市 

3. Tomoaki Matsuura, “Decorating liposome surface with biological molecule and its application” IGER 

International Symposium on Cell Surface Structures and Functions 2017, Nagoya University, 

2017.11.30-12.1, Nagoya, Japan 

4. Tomoaki Matsuura, ”In vitro membrane protein engineering by liposome display”, The 17th KIAS 

Conference on Protein Structure and Function, Korea Institute for Advanced Study, 2017.9.21-22, Seoul, 

Korea  

5. Tomoaki Matsuura, “Evolutionary engineering and characterization of membrane proteins using 

liposome display” In 2017 KSBB Spring Meeting and International Symposium, Hyundai Hotel, 

2017.4.6-7, Gyeongju, Korea 

6. Tomoaki Matsuura, ”Evolutionary engineering and characterization of membrane proteins using 

liposome display” 2nd Korea-Japan Smart Biodesign Workshop: Technology exchange for green 

biotechnology, Sendai City Information & Industry Plaza, 2017.2.4, Sendai, Japan 

7. 松浦友亮, “Evolutionary engineering and characterization of membrane proteins using liposome display” 

第 39 回日本分子生物学会年会（パシフィコ横浜）, 2016.11.30-12-2, 神奈川 

8. 松浦友亮, 「リポソーム内で膜タンパク質を合成するシステムの構築と応用」第 29 回植物脂質シンポジウ

ム, 大阪大学会館, 2016.11.25-26, 豊中市 

9. 松浦友亮 , 「セルフリータンパク質合成系を用いた進化分子工学技術の開発」 , 富山国際会議場など, 

2016.9.28-30, 富山(第 52 回生物工学奨励賞(斎藤賞) 受賞講演) 

10. 松浦友亮, 「リポソームディスプレイ法を用いた進化分子工学技術の開発と応用」第 89 回日本生化学会大

会（仙台国際センター・東北大学川内北キャンパス 2016.9.25-27, 宮城 

11. 松浦友亮, 「In vitro 進化分子工学を用いたタンパク質デザイン」第 56 回生物物理若手の会 夏の学校, 

2016.9.2-5 

12. Tomoaki Matsuura, “The time development of the protein synthesis involves a collapse and regrowth of 

the reaction network” QBic Symposium 2015, High-dimensional data for the design principles of life 

(RIKEN Quantitative Biology Center, 2016.8.24-26, Osaka 

13. 松浦友亮,  「生体高分子を用いた構成的アプローチ」研究会「物理学的普遍性から生物学的普遍性へ」（東

京大学駒場キャンパス 21KOMCEE east 011 教室）2016.8.4-5, 東京 
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14. 松浦友亮, 「in vitro で組み上げた生命システムから学べること」細胞システムの動態と論理 VIII, 理化学

研究所, 2016.4.14-15, 和光 

15. 松浦友亮, 「無細胞タンパク質合成系を用いた膜タンパク質進化分子工学」第 4 回 ネオバイオ分子研究会, 

大阪府立大学 I-site, 2016.1.29,  なんば・大阪市 

16. 松浦友亮, 「全成分タンパク質合成反応モデルの構築とこれを用いた反応ダイナミクス解析」第 38 回日本

分子生物学会年会・第 88 回日本生化学会大会合同大会, 神戸ポートアイランド, 2015.12.1-4, 神戸市 

17. Tomoaki Matsuura, ”Dynamics of biological systems constructed in vitro” The 4th International 

Symposium on Dynamical Ordering of Biomolecular Systems for Creation of Integrated Functions, 

Kyushu University, 2015.11.22－23, Fukuoka 

18. 松浦友亮, 「バイオ界面を利用した in vitro 進化分子工学」日本生物工学会第 67 回大会, 城山観光ホテル, 

2015.10.26-28, 鹿児島市  

19. Tomoaki Matsuura, “The time development of the protein synthesis involves a collapse and regrowth of 

the reaction network” QBic Symposium 2015, High-dimensional data for the design principles of life, 

RIKEN Quantitative Biology Center, 2015.8.24-26, Osaka 

20. 松浦友亮, 「無細胞タンパク質合成系を用いた膜タンパク質進化分子工学」第 15 回日本蛋白質科学会年会, 

あわぎんホール, 2015.6.24-26, 徳島市  

21. Tomoaki Matsuura, “In Vitro Selection and Evolution of Membrane Proteins” Gordon Research 

Conferences in Proteins, 2015.6.15-20, Boston, U.S.A. 

22. 松浦友亮, in vitro で生体分子を使って組み上げる生命システム. In 国際高等研研究プロジェクト「分子基

盤に基づく生体機能ネットワークとダイナミクスの解明」第 1 回研究会プログラム 2014.12.14-15 

23. Tomoaki Matsuura, In vitro evolution of alpha-hemolysin using a liposome display. Young Investigators 

Talk session in Protein Society Meeting 2014, 2014.7.27-30, SanDiego, U. S. A. 

24. Tomoaki Matsuura, Engineering Membrane Proteins Entirely in vitro with Liposome Display Technology. 

In 2014 KSBB SPRING MEETING and INTERNATIONAL SYMPOSIUM, Hyundai Hotel, 2014.4.10, 

Gyeongju, Korea 

【三宅弘之】 

1. 三宅弘之, Stimuli-Responsive Helical Metal Complexes: Helicity Inversion, Expansion/Contraction, and 

Memorization, International Congress on Pure & Applied Chemistry (ICPAC) 2018, 2018.3.7-10, Siem 

Reap, (Cambodia)(Invited talk) 

2. 三宅弘之, Coordination Chemistry-Based Dynamic Structure Switching in Helical Metal Complexes 

The 1st International Symposium on Coordination Ionic Compounds, 2017.12.15-16, 大阪 (Invited talk) 

3. 三宅弘之, Coordination Chemistry Strategies for Dynamic Structural Switching, Invited Seminar of The 

institute of Chemistry and Biology of Membranes and Nano-objects (CBMN, UMR5248), CNRS, 

University of Bordeaux and Bordeaux Aquitaine National Polytechnic Institute, 2017.6.16, Bordeaux, 

France (Invited talk) 

4. Hiroyuki Miyake, Dynamic Structural Switching in Asymmetric Coordination Chemistry”, Invited 

Seminar at Department of Chemistry, Gyeongsang National University, 2016.12.1, Jinju, Korea (Invited 

talk) 

5. 三宅弘之, Dynamic Supramolecular Architecture via Asymmetric Coordination Chemistry, 錯体化学会第

66 回討論会シンポジウム,「Inorganic Molecular/Supramolecular Systems for Future Development of 

Photofunctional Materials」, 2016.9.10, 福岡 (Invited talk) 

6. Hiroyuki Miyake, Dynamic Chiral Metal Complexes in Response to Combination of Multiple External 

Stimuli, Symmetry Festival, 2016.7.18-22, Vienna, Austria (Invited talk) 

7. 三宅弘之, アミノ酸誘導体配位子からなる錯体ヘリシティーの創生と動的構造変換プログラミング, 分子研

研究会「金属錯体の非対称配位圏設計と異方集積化が拓く新物質創成科学」, 岡崎, 2016.3.5-6（招待講演） 

8. Hiroyuki Miyake, Dynamic Helicates based on Labile Metal Complexes, International Conference on 

Polymers and Advanced Materials POLYMAT-2015, Mexico, 2015.10.18-22 (Invited talk) 

9. Hiroyuki Miyake, Chirality regulation in labile metal complexes via dynamic structural conversion,  

The Molecular Chirality Asia 2014, 2014.10.29-31, China (Invited talk) 

A03：動的秩序の展開 

【稲垣直之】 

1. 稲垣直之, 分子の自己組織化による細胞の形態形成, 日本化学会第 98 春季年会,2018.3.20, 千葉（招待講演） 

2. 稲垣直之, Molecular Bases for Gradient Reading and Force Generation of the Axon Guidance, 新領域「動

的秩序と機能」第 6 回国際シンポジウム, 2018.1.20, 浜松（招待講演） 
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3. 稲垣直之, 細胞移動装置の前駆体としてのアクチン波について, 第２回秩序化分子システムワークショッ

プ,2017.12.26, 奈良（招待講演） 

4. 稲垣直之, Molecular Mechanics of Neuronal Axon Guidance, 2017 年度生命科学系学会合同年次大会, 

2017.12.9, 神戸（招待講演） 

5. 稲垣直之, 分子の集合・離脱が駆動する神経軸索ガイダンスの分子メカニクス, 第 55 回日本生物物理学会年

会, 2017.9.19, 熊本（招待講演） 

6. 稲垣 直之，勝野 弘子，鳥山 道則，細川 陽一郎，水野 健作，池田 和司，作村 諭一, 新たな細胞内分子輸

送機構 Actin Wave と細胞形態形成, 第 69 回細胞生物学会大会, 2017.6.13,仙台（招待講演） 

7. Naoyuki Inagaki, Molecular Mechanism for Axon Navigation in the Brain, Frontier Bioorganization 

Forum 2017 Dynamical ordering and integrated functions of biomolecular systems, 2017.4.24, 台湾

(Invited talk) 

8. Naoyuki Inagaki, Molecular Mechanism for Axon Outgrowth and Neuronal Network Formation, 

Colorado State University Seminar, 2016.12.8, Denver, USA (Invited talk) 

9. 稲垣直之, 蛍光ライブイメージングと牽引力顕微鏡による神経軸索ガイダンス機構の解析, 第 25 回日本バ

イオイメージング学会学術集会, 2016.9.5, 名古屋（招待講演） 

10. 勝野弘子，鳥山 道則，細川 陽一郎，水野 健作，池田 和司，作村 諭一，稲垣 直之, アクチンの重合・脱

重合によって引き起こされる軸索内タンパク質輸送,  シンポジウム「外的環境を感知する軸索内環境調節

の分子基盤」, 第 121 回日本解剖学会総会・全国学術集会,  2016.3.28, 福島県郡山市（招待講演） 

11. Naoyuki Inagaki, Molecular Mechanism for Axon Outgrowth and Neuronal Network Formation, 7th 

Annual National Convention of Philippine Society for Developmental Biology, 2015.10.24, Philippine 

(Invited talk) 

12. Naoyuki Inagaki, Molecular Mechanism for Axon Outgrowth and Neuronal Network Formation, The 4th 

International Conference on Pharmacy and Advanced Pharmaceutical Sciences, 2015.9.8, Indonesia 

(Invited talk) 

13. 稲垣直之, ラージゲルプロテオミクスを基盤とした神経細胞の軸索形成とガイダンスの解析, 第 65 回日本

電気泳動学会, 2014.10.24-25, 横浜市（招待講演） 

14. 稲垣直之,馬場健太郎,久保祐亮, 生体分子素子の自己組織化による神経軸索の伸長と調節 第 14回日本蛋白

質科学会,  2014.6.27, 横浜市 (招待講演) 

15. 稲垣直之, Signal-force Transduction in Axon Outgrowth and Guidance 第 66 回日本細胞生物学会大会, 

2014.6.11-13, 奈良市 (招待講演) 

16. Y.Sakumura, N.Inagaki, Spontaneous symmetry breaking in neural morphology Society for Industrial 

and Applied Mathematics Annual Meeting, 2014.6.7-11, Chicago, USA (Invited talk) 

17. 稲垣直之, 軸索伸長のためのシグナル-力変換機構, 第 51 回日本生物物理学会年会,2013.10.29, 京都市 (招

待講演) 

【内山進】 

1. 石井 健太郎, 杉山 正明, 加藤 晃一, 内山 進, 超分子質量分析による蛋白質複合体の形成過程の解明, 第

17 回 日本蛋白質科学会年会, 2017.6.22, 仙台（招待講演） 

2. Susumu Uchiyama, Biophysical analysis for therapeutic proteins, Malvern Bioscience Conference 2016, 

2016.7.13-15, Seoul and Tokyo (Invited talk) 

3. 内山進, バイオ医薬品の溶液物性のモニタリングと最適化, 化学工学会関東支部,最新のバイオ原薬製造プ

ロセスの現状と今後の展望, 2016.6.30, 宇都宮（招待講演） 

4. 内山進, 蛋白質医薬の物理化学的特性解析における蛋白質科学の役割, 第 16 回蛋白質科学会年会, 2016.6.8, 

福岡（招待講演） 

5. 内山進, バイオ医薬品の物理化学的特徴とその計測方法, 安定性試験研究会特別セミナー,2016.5.27, 東京

（招待講演） 

6. 内山進, 超高分解能 ESI-QTOF MS および MALDI-TOF/TOF MS による抗体医薬の分析 

質量分析総合討論会, 2016.5.19, 大阪（招待講演） 

7. Susumu Uchiyama, “Advantages of Polymer-based Pre-fillable Syringes for Therapeutic Proteins”,  

2015 PDA Europe Universe of Pre-filled Syringes and Injection Devices, 2015.11.3, Vienna, Austria. 

8. 内山進, “Solution behavior of TLR9 studied by analytical ultracentrifugation”, 第 52 回日本生物物理学

会年会 金沢大学,2015.9.14, 金沢  

9. 内山進「医薬品の熱測定」,2015 年 8 月 25～26 日,第 75 回熱測定講習会,京都府立大学,2015.8.25-26, 京都 

10. 内山進 「水素重水素交換質量分析法による蛋白質の高次構造解析」, 第 34 回日本糖質学会年会,東京大学, 

2015.7.31, 東京 
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11. 内山進,「抗体医薬などのバイオ医薬品の物理化学的評価」, 日本薬学会第 135 会年会, 2015.3.27, 神戸（招

待講演） 

12. Susumu Uchiyama , “Biophysical studies on antibody aggregation” JAACT international symposium, 

2014.11.12, Kitakyu-shu  (Keynote lecture) 

13. 内山進, 「抗体の物理化学的特性と抗体の凝集・機能性との関係」, 第 87 回 日本生化学会大会, 2014.10.18, 

京都（招待講演） 

14. 内山進, In solution characterizations of protein-protein interactions by analytical ultracentrifugation and 

mass spectrometry 第 52 回日本生物物理学会年会, 2014.9.26, 札幌（招待講演） 

15. Susumu Uchiyama, “Biophysical factors governing antibody aggregation”, Workshop on Protein 

Aggregation and Immunogenicity., 2014.7.24, Breckenridge, Colorado（招待講演） 

16. 内山進, 蛋白質相互作用・超分子複合体の質量分析 第 14 回蛋白質科学会年会 ランチョンセミナー, 

2014.6.26, 横浜（招待講演） 

17. 内山進, Analytical ultracentrifugation for quantitative intermolecular interaction studies,  第 14 回蛋

白質科学会年会 ワークショップ, 2014.6.26, 横浜（ワークショップ主催）  

【老木成稔】 

1. Shigetoshi Oiki, Ion Permeation and Gating of the KcsA Potassium Channel Reconstituted in the 

Manipulated Membrane, Ion Channel Modulation Symposium 2017, 2017.6.21, Cambridge, UK 

(Keynote lecture) 

2. Sumikama, T. and Oiki, S.: A 3-D movie of ion permeation through ion channel at the atomic levelfilmed 

by computer simulation. 94th Annual Meeting of the Physiological Society of Japan, 2017.3.28-30, 

Hamamatsu 

3. 老木成稔：“人工膜マニピュレーション”第 38 回生体膜と薬物の相互作用シンポジウム ミニシンポジウム

１「人工膜を用いた研究最前線」名古屋市立大学 田辺通りキャンパス 2016.11.17-18, Nagoya 

4. 老木成稔：カスタムメード膜でのチャネル研究法 カスタムメード膜でのチャネル研究法 第 63 回中部生

理学会 特別プログラム「研究実験方法論」 岡崎コンファレンスセンター 2016.11.4-5, Okazaki 

5. 老木成稔 チャネル研究のための人工膜法 自然科学研究機構プロジェクト・生理学研究所概算要求プロジ

ェクト終了シンポジウム「次ステージ機能生命科学の展望」,2016, 岡崎 

6. 老木成稔, チャネル研究のための人工膜法．3 プロジェクト合同 終了シンポジウム「次ステージ機能生命科

学の展望」, 岡崎コンファレンスセンター,2016.3.10, 岡崎 

7. Shigetoshi Oiki, “Channel Function Reconstitution and Reanimation”, The 45th NIPS International 

symposium, Co-sponsored by “The Journal of Physiology” “Cutting-edge approaches towards the 

functioning mechanisms”, 2014.11.26-28, Okazaki (Invited talk) 

8. 老木成稔, 「チャネル膜蛋白質 KcsA の一分子構造-機能ダイナミクスと膜」 膜学会「膜解析の最前線～生

体膜・膜タンパク質から模擬膜,ソフトマターまで～」,2014.5.13, 東京 （招待講演）  

9. Shigetoshi Oiki, “Spatio-Temporal Interplay of the Single KcsA Potassium Channel in the Membrane” 

OIST International Workshop:  Single Protein Dynamics in Cellulo: Spatio-Temporal, Structural and 

Quantitative Analyses, 2014.4.21-25, Okinawa.（招待講演） 

【岡本裕幸】 

1. Yuko Okamoto, Generalized-ensemble simulations of biological molecular assembly and artificial 

molecular assembly, The 6th International Symposium on Dynamical Ordering of Biological Systems 

for Creation of Integrated Functions, 2018.1.20-21, Hamamatsu, Japan (invited talk) 

2. Yuko Okamoto, Classical and quantum molecular simulations in generalized ensemble, International 

Workshop on Molecular Simulations, 2017.11.17-20, Nanjing, China(invited talk) 

3. Yuko Okamoto, Generalized-ensemble algorithms for materials and biomolecular simulations 

Molecular Simulation Studies in Material and Biological Sciences (MSSMBS2017), 2017.9.7-10,  

St. Petersburg, Russia (Keynote lecture) 

4. Yuko Okamoto, Generalized-ensemble algorithms for advanced materials simulations  

IUMRS-ICAM 2017, The 15th International Conference on Advanced Materials, 2017.8-27-9.1, Kyoto, 

Japan (invited talk) 

5. Yuko Okamoto, Energy landscape of biomolecular systems studied by generalized-ensemble 

simulations, Energy Landscapes 2017, 2017.8.13-17, Goa, India, August (invited talk) 

6. Yuko Okamoto, Efficient sampling methods for classical and quantum simulations, TSRC Workshop on 

the Chemistry and Dynamics in Complex Environments (CHEM-DiCE), 2017.6.26-30, Telluride, 

Colorado, U.S.A.(invited talk) 
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7. Yuko Okamoto, Biomolecular simulations in generalized ensemble, Frontier Bioorganization Forum 

2017: Dynamical Ordering and Integrated Functions of Biomolecular Systems, 2017.4.24-26, Taipei, 

Taiwan(invited talk) 

8. Yuko Okamoto, Generalized-ensemble simulations of complex systems, 2016 NCTS March Workshop on 

Critical Phenomena and Complex Systems, 2016.3.28-29, Hsinchu, Taiwan (invited talk) 

9. Yuko Okamoto, Protein dynamics studied by generalized-ensemble simulations, The 251st American 

Chemical Society National Meeting, Symposium under the Computers in Chemistry (COMP) Division 

“30 Years of Protein Dynamics in Silico”, 2016.3.13-17, San Diego, California, U.S.A. (invited talk) 

10. Yuko Okamoto, Enhanced sampling methods for exascale computational chemistry, The 2015 

International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM2015), Symposium under the 

Physical, Theoretical & Computational Session, “Challenges and Opportunities for Exascale 

Computational Chemistry”, 2015.12.15-20, Honolulu, Hawaii, U.S.A. (invited talk) 

11. Yuko Okamoto, Generalized-ensemble algorithms for enhanced configurational sampling, Algorithms in 

Structural Bioinformatics: Sampling in Biomacromolecular Systems (AlgoSB Winter School - 2015), 

2015.11.29-12.4, Cargèse, Corsica, France (invited talk) 

12. 岡本祐幸, 「拡張アンサンブル法による量子化学シミュレーション」,分子研研究会「理論計算分子科学ワー

クショップ」, 2015.10.22, 岡崎市,日本 (招待講演) 

13. Yuko Okamoto, Generalized-ensemble simulations of classical and quantum molecular systems, The 6th 

Japan-Czech-Slovak International Symposium for Theoretical Chemistry, 2015.10.11-15, Smolenice, 

Slovakia (invited talk) 

14. Yuko Okamoto, Generalized-ensemble simulations, Hands-on Workshop on Computational Biophysics 

at Okazaki, 2015.9.9-11, Okazaki, Japan (invited talk) 

15. 岡本祐幸,「古典系および量子系の拡張アンサンブルシミュレーション」,スーパーコンピュータワークショ

ップ, 2015.9.7-8, 岡崎市,日本(招待講演) 

16. Yuko Okamoto, Generalized-ensemble simulations of complex systems, 2015 NCTS International 

Workshop on Critical Phenomena and Complex Systems, 2015.8.15-17, Hsinchu, Taiwan (invited talk) 

17. Yuko Okamoto, Generalized-ensemble algorithms for calculations of ligand binding affinity, BIRS 

Workshop: Free-Energy Calculations. A Mathematical Perspective, 2015.7.19-24, Oaxaca, Mexico,  

(invited talk) 

18. Yuko Okamoto, Generalized-ensemble algorithms for enhanced sampling and free energy calculations  

Summer Snowmass Biophysics Workshop, Free Energy Calculations: Three Decades of Adventure in 

Chemistry and Biophysics, 2015.7.5-9, Snowmass, Colorado, U.S.A. (invited talk) 

19. Yuko Okamoto, Efficient sampling methods for identifying transition states 

TSRC Workshop on the Chemistry and Dynamics in Complex Environments (CHEM-DiCE),  

Telluride, 2015.6.23-26, Colorado, U.S.A. (invited talk) 

20. Yuko Okamoto, Efficient sampling methods for complex systems, The 19th International Annual 

Symposium on Computational Science and Engineering (ANSCSE19), 2015.6.17-19, Ubon 

Ratchathani, Thailand (Keynote lecture) 

21. 岡本祐幸, 「拡張アンサンブル法による生体分子シミュレーション」, バイオスーパーコンピューティング

名古屋 2015,2015.1.22, 名古屋（招待講演） 

22. Yuko Okamoto, Lecture 1: “An introduction to replica-exchange molecular dynamics simulation” 

Lecture 2: “Generalized-ensemble algorithms”, The 11th Thai Summer School of Computational 

Chemistry 2015 Workshop:Replica Exchange Molecular Dynamics Simulation, 2015.1.4-7,  

Nan, Thailand (invited talk) 

23. Yuko Okamoto, “Protein folding and ligand binding simulations by generaized-ensemble algorithms” 

The 7th Korea-Japan Seminars on Biomolecular Sciences – Experiments and Simulations, 2014.11.26-

28, Seoul, Korea (invited talk) 

24. 岡本祐幸, 「分子シミュレーションにおける拡張アンサンブル法」, 第８回分子シミュレーションスクール

－基礎から応用までー, 2014.10.14-17, 岡崎（招待講演） 

25. Yuko Okamoto, “Protein folding and unfolding simulations by generalized-ensemble algorithms” 

Dushanbe Symposium on Computational Materials and Biological Sciences (DSCMBS-2014),  

2014.9.23-28, Dushanbe, Tajikistan (Keynote lecture) 



- 105 - 

26. Yuko Okamoto, “Drug design by generalized-ensemble simulations”, The 6th Japan-Russia 

International Workshop on Molecular Simulation Studies in Material and Biological Sciences 

(MSSMBS-2014), 2014.9.21-22, Moscow, Russia (Keynote lecture) 

27. Yuko Okamoto “Computer simulations of protein folding, ligand binding, and proton transfer” 

2nd International Conference on Computational Science and Engineering (2nd ICCSE 2014),  

2014.8.21-23, Ho Chi Minh City, Vietnam (invited talk) 

28. Yuko Okamoto, “Enhanced configurational sampling methods for spin systems and biomolecular 

systems”XXVI IUPAP Conference on Computational Physics, CCP2014, 2014.8.11-14, Boston, 

Massachusetts, U.S.A.  (Keynote lecture) 

29. Yuko Okamoto, “Enhanced sampling techniques for spin and biological systems”, The 10th AIMS 

Conference on Dynamical Systems, Differential Equations and Applications Special Session “Enhanced 

Sampling Techniques in Simulation of Complex Systems”, 2014.7.7-11, Madrid, Spain (invited talk) 

30. 岡本祐幸, 「生体分子集団の相互作用と自由エネルギー計算」, 第 14 回日本蛋白質科学会年会, 2014.6.25-

27, 横浜（招待講演） 

31. 岡本祐幸, 「拡張アンサンブル法による分子シミュレーション」, 第 3 回産学連携シンポジウム「HPC の

利用と成果と人材」,2014.1.31, 名古屋（招待講演） 

32. Yuko Okamoto, “Reweighting techniques for Monte Carlo and molecular dynamics simulations” 

The 13th KIAS Protein Folding Winter School, High 1 Resort, 2014.1.19-24, Korea (Invited talk) 

33. Yuko Okamoto, “Generalized-ensemble simulations of biological molecular assembly and artificial 

molecular assembly” The 2nd International Symposium on Dynamical Ordering of Biological Systems 

for Creation of Integrated Functions, 2014.1.11-12, Kyoto, Japan (Invited talk) 

34. Yuko Okamoto, “Computer modeling of complex systems by generalized-ensemble simulations” 

The 2013 Hong Kong Workshop in Computer Modeling of Complex Processes, 2013.12.17-20, Hong Kong 

(Invited talk) 

35. 岡本祐幸, 「拡張アンサンブル法による生体分子の高次構造と機能の解明」, 物性研スパコン共同利用・CMSI

合同研究会（第 4 回 CMSI 研究会）,2013.12.11-13, 柏（招待講演） 

36. Yuko Okamoto, Generalized-ensemble algorithms for molecular simulations, The 3rd International 

Conference on Molecular Simulation (ICMS 2013), 2013.11.18-20, Kobe, Japan (Invited talk) 

37. Yuko Okamoto, “Enhanced-sampling simulations of spin and biological systems”, West-Lake 

International Workshop on Statistical Physics and Complex Systems, 2013.11.8-10, Hangzhou, China 

(Keynote lecture) 

38. Yuko Okamoto, “Generalized-ensemble algorithms for first-principles electronic structure calculations”, 

16th Asian Workshop on First-Principles Electronic Structure Calculations (ASIAN-16), 2013.10.27-30, 

Beijing, China (Invited talk) 

39. 岡本祐幸, 「生体分子集団および人工分子集団の相互作用と大規模構造転換」 

新学術領域研究「動的秩序と機能」第 1 回公開シンポジウム,岡崎,2013.10.2（招待講演） 

40. Yuko Okamoto, “Generalized-ensemble simulations of spin and biological systems”, The 1st 

International Symposium on Computational Materials and Biological Sciences,  

2013.9.10-12, Tokyo, Japan, (Invited talk) 

41. Yuko Okamoto, “Simulational physics in generalized ensemble”,VII Brazilian Meeting on Simulational 

Physics, 2013.8.6-10, Joao Pessoa, Brazil (Invited talk) 

42. Yuko Okamoto, “Generalized-ensemble algorithms for free energy calculations”, Free Energy 

Calculations: Three Decades of Adventure in Chemistry and Biophysics,  

2013.7.15-19, Snowmass, Colorado, U.S.A. (Invited talk) 

【奥村久士】 

1. 奥村久士, アミロイド線維の生体分子動力学シミュレーション, 企業研究会第 31 期 CAMM フォーラム 本

例会, 2018.1.12, 東京（招待講演） 

2. Hisashi Okumura, Molecular dynamics simulations for aggregation and disaggregation of amyloid-β 

peptides, EMN Meeting on Computation and Theory 2017, 2017.11.6-10, Dubai, United Arab Emirates 

(Invited talk) 

3. 奥村久士, 分子動力学シミュレーションによるアミロイド線維の形成過程と破壊過程, 近畿化学協会コンピ

ュータ化学部会例会, 2017.10.27, 大阪（招待講演） 

4. Hisashi Okumura, Simulational studies of Aβ amyloid fibrils by equilibrium and nonequilibrium 

molecular dynamics method, 21st International Annual Symposium on Computational Science and 
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Engineering, 2017.8.3-4, Pathum Thani, Thailand  (Invited talk) 

5. Hisashi Okumura, “All-atom molecular dynamics simulations of Aβ amyloid fibrils”, Institute for Protein 

Research (IPR) Seminar, Osaka University, Suita, 2017.1.26-27, Osaka, Japan  (Invited talk) 

6. Hisashi Okumura, “Equilibrium and nonequilibrium molecular dynamics simulations of Aβ amyloid 

fibrils”, 10th International Conference on Computational Physics, Holiday Inn, Sands Cotai Central, 

2017.1.16-20, Macau, China (Invited talk) 

7. Hisashi Okumura, “Dynamical ordering of amyloid fibril studied by molecular dynamics simulations”, 

Thai-Japan Symposium in Chemistry, Chiang Mai University, 2016.11.14-16, Chiang Mai, Thailand 

(Invited talk) 

8. Hisashi Okumura, “Molecular dynamics simulations to study dynamical ordering of amyloid fibril”, 

2016 NCTS October Workshop on Critical Phenomena and Complex Systems, National Tsing Hua 

University, 2016.10.5, Hsinchu, Taiwan (Invited talk) 

9. Hisashi Okumura, “Molecular dynamics simulations of amyloid fibrils”, 2016 NCTS March Workshop on 

Critical Phenomena and Complex Systems, National Tsing Hua University, 2016.3.28-29, Hsinchu, 

Taiwan, (Invited talk) 

10. 奥村久士, 「分子動力学シミュレーションによるアミロイド線維の離合集散」, 日本化学会特別企画「どこ

まで明らかになったか？自己組織化のメカニズム：アミロイド形成から人工系」, 同志社大学京田辺キャン

パス, 2016.3.24-27, 京都（招待講演） 

11. Hisashi Okumura, “Pressure induced structural change of proteins by molecular dynamics simulations”, 

Eighth Japan-Korea Seminars on Biomolecular Sciences, Institute for Molecular Science, 2016.2.15-17, 

Okazaki, Japan (Invited talk) 

12. 奥村久士, 「分子動力学シミュレーションで探るアミロイド β ペプチドの凝集,離散」国立長寿医療研究セン

ター, CAMD セミナー, 2016.2.18, 愛知 

13. Hisashi Okumura, “Molecular dynamics simulations of proteins under high pressure”, Pure and Applied 

Chemistry International Conference 2016, Bangkok International Trade & Exhibition Centre, 2016.1.9-

11, Bangkok, Thailand (Invited talk) 

14. Hisashi Okumura, “Molecular dynamics simulations for oligomerization and disruption of amyloid-β 

fibril”, The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem 2015), Hawaii 

Convention Center, 2015.12.15-20, Honolulu, Hawaii, USA (Invited talk) 

15. Hisashi Okumura, “Nonequilibrium molecular dynamics simulation of amyloid-fibril disassembly by 

supersonic cavitation”, International workshop on complex phenomena from molecule to society, 

University of Tokyo, 2015.11.24-25, Tokyo, Japan (Invited talk) 

16. 奥村久士, 「各種統計アンサンブルの生成法」, 第 9 回分子シミュレーションスクール―基礎から応用まで, 

分子科学研究所, 2015.10.13-16, 愛知 

17. 奥村久士,「アミロイド線維の分子動力学シミュレーション」第 2 回新学術領域研究「動的秩序と機能」若手

研究会, 西浦温泉ホテルたつき, 2015.10.5-7, 愛知,（招待講演） 

18. S. G. Itoh, New molecular dynamics simulation methods to enhance conformational sampling for 

biomolecules, 東京大学物性研究所 理論セミナー,2015.5.8, 柏 (Invited talk) 

19. Hisashi Okumura, Nonequilibrium and generalized-ensemble molecular dynamics simulations for 

amyloid fibril, 11th International Conference of Computational Methods in Sciences and Engineering, 

2015.3.20, Athens, Greece (Invited talk) 

20. 奥村久士, アミロイド線維の形成初期過程と破壊の分子動力学シミュレーション 

スーパーコンピュータワークショップ 2015, 2015.1.29, 岡崎（招待講演） 

21. Hisashi Okumura, All-atom molecular dynamics simulations for amyloid fibril assembly and 

disassembly, The 3rd International Symposium “Dynamical ordering of biomolecular systems for 

creation of integrated functions”, 2015.1.11, Shima (Invited talk) 

22. Hisashi Okumura, Thermodynamics and free energy calculation, 11th Thai Summer School of 

Computational Chemistry “Replica exchange molecular dynamics simulation”, 2015.1.7, Nan (Thailand) 

(Invited talk) 

23. Hisashi Okumura, Molecular dynamics simulation and temperature replica-exchange method 

11th Thai Summer School of Computational Chemistry “Replica exchange molecular dynamics 

simulation”, 2015.1.6, Nan (Thailand) (Invited talk) 

24. Hisashi Okumura, All-atom molecular dynamics simulations of amyloid-fibril disruption and peptide 

oligomerization Mini Symposium, 2014.12.17, Okazaki (Invited talk) 
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25. 奥村久士, 生体分子系,液体系における分子動力学シミュレーション手法の開発と応用 

  第 28 回分子シミュレーション討論会, 2014.11.13, 仙台（学術賞受賞講演） 

26. 奥村久士, Molecular dynamics simulations of Aβ amyloid fibrils, 岡崎統合バイオサイエンスセンターリト

リート, 2014.11.5, 岡崎（招待講演） 

27. 奥村久士, アミロイド線維の破壊と形成初期過程の分子動力学シミュレーション 

  第二回 CUTE シンポジウム, 2014.10.30, 津（招待講演） 

28. 奥村久士, 各種統計アンサンブルの生成法,  第 8 回分子シミュレーションスクール―基礎から応用まで―, 

2014.10.15, 岡崎（招待講演） 

29. Hisashi Okumura, Molecular dynamics simulations for amyloid fibril disruption and dimerization of 

amyloid-β peptides  2nd International Conference on Computational Science and Engineering,), 

2014.8.22 Ho Chi Minh City, Vietnam (Invited talk) 

30. Hisashi Okumura, Generalized-ensemble molecular dynamics simulations, 2014 UST-Sokendai Joint 

Seminar on Computational Sciences, 2014.7.31, Daejeon (Korea) (Invited talk) 

31. 奥村久士, キャビテーションによるアミロイド破壊の非平衡分子動力学シミュレーション 

  山手イブニングセミナー, 2014.6.6, 岡崎（招待講演） 

32. Hisashi Okumura, Generalized-ensemble algorithms to determine free-energy landscape of proteins10th 

International Conference of Computational Methods in Sciences and Engineering, 2014.4.4, Athens, 

Greece (Invited talk) 

33. S. G. Itoh and H. Okumura, Free-energy calculation by the replica-permutation method for 

biomolecules, 10th International Conference of Computational Methods in Sciences and Engineering, 

2014.4.4, Athens, Greece (Invited talk) 

【加藤晃一】 

1. Takumi Yamacguchi, Design and creation of neoglycoconjugates for the application of biofunctional 

oligosaccharides, JAIST Japan-India Symposium on Materials Science 2018 2018.3.5, 能美(Invited 

talk) 

2. 佐藤匡史，加藤晃一, 糖タンパク質品質管理メカニズムの構造基盤解明, 第 46 回結晶成長国内会議（JCCG-

46）2017.11.28, 浜松 (Invited talk) 

3. Koichi Kato, Structural aspects of glycosylation as potential drug target, The 19th Symposium on 

Advanced Concepts in New Drug Developmemt : 1st Ewha-NCU Joint Symposium, 2017.11.16, 

Seoul(Invited talk) 

4. Koichi Kato, Isotope Labeling Approaches for Carbohydrates and Glycoproteins, 第 56 回 NMR 討論会, 

2017.11.15, 八王子(Invited talk) 

5. Koichi Kato, Dynamic ordering of biomolecular systems coupled with creation of integrated functions 

CU-IMS collaborative seminar, 2017.10.31, Bangkok (Invited talk) 

6. Koichi Kato, Dynamic ordering of biomolecular systems coupled with creation of integrated functions 

The NANOTEC-IMS Joint Research Meeting, 2017.10.30, Pathum (Invited talk) 

7. Koichi Kato, Maho Yagi-Utsumi, Saeko Yanaka, Tatsuya Suzuki, Hirokazu Yagi, Tadashi Satoh, and 

Takumi Yamaguchi, Structural mechanisms of carbohydrate functions, Taiwan-Japan Biomedical 

Symposium on Magnetic Resonance, 2017.10.15, Tainan (Invited talk) 

8. Kensuke Kurihara, Constructive biology approach to artificial cells: Artificial cells based on vesicles 

from nonliving materials, 6th International Conference in Biology, Chemistry and Agronomy, 

2017.9.27, Guadalajara, Mexico  (Keynote lecture) 

9. 加藤晃一, 抗体を源流とする生命分子構造学の展開, 静岡県立大学薬学部 第 264 回 月例薬学セミナー, 

2017.9.22, 静岡 

10. 矢木宏和，谷中冴子，與語理那，鈴木達哉，山口拓実，杉山正明，加藤晃一, 統合的な構造物学アプローチ

によるに糖タンパク質および糖鎖の構造ダイナミクスの解析, Integrative structural biology approaches 

for understanding conformational dynamics of oligosaccharides and glycoproteinsm 第 55 回 日本生物物

理学会年会, 2017.9.20, 熊本 

11. 加藤晃一, 糖鎖の生命分子科学の探究, 第11回 分子科学討論会, 2017.9.17, 仙台 

12. Saeko Yanaka, Stable isotope labeling for NMR observation of antibody glycoproteins in serum 

environments, Seminar at Max Planck Institute for Biophysical Chemistry, 2017.9.14, Göttingen 

(Invited talk) 

13. Koichi Kato, Structural views of fate determination of glycoproteins in cells, Seminar at Max Planck 

Institute for Biophysical Chemistry, 2017.9.14, Göttingen (Invited talk) 
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14. Saeko Yanaka, Integrative approach for exploration and creation of dynamical ordering of biomolecular 

systems, 14th HORIZONs in Molecular Biology, 2017.9.11-14, Göttingen (Invited talk) 

15. 矢木宏和, 糖タンパク質糖鎖の構造解析法の開発と糖鎖機能解析への応用, 第 2 回 G-CHAIN セミナー, 

2017.9.8, 岐阜 

16. 佐藤匡史，鈴木達哉，Gengwei Yan，谷中冴子，矢木宏和，山口拓実，加藤晃一, レクチンによる動的な糖

鎖の認識機構, 第 4 回レクチン研究会, 2017.9.4, 東京（招待講演） 

17. Hirokazu Yagi, The characterization of the laminin-binding glycans on alpha-dystroglycan catalyzed by 

several causative gene products of dystroglycanopathy, The 1st International Conference on the 

Glycobiology of Nervous System, 2017.9.2, Seoul (Invited talk) 

18. 栗原顕輔, 松尾宗征, 化学的人工細胞モデルで探る生命起源, 日本進化学会第 19 回年次大会, 2017.8.24, 京

都（招待講演） 

19. 矢木宏和, 糖タンパク質糖鎖の機能解明のための構造解析技術の開発と応用, 第 1回触発型有機化学研究会, 

2017.8.5, 名古屋（招待講演） 

20. 加藤晃一, プロテアソーム分子集合の構造生物学, 大阪大学蛋白質研究所セミナー・SPring-8 先端利用技術

ワークショップ, SPring-8 における蛋白質構造生物学研究の現状と将来  

2017.8.4, 吹田（招待講演） 

21. 加藤晃一, 抗体と糖鎖の NMR, NMR 共用プラットフォームシンポジウム‐高磁場 NMR を核としたプラッ

トフォームの新たな展開‐ , 2017.8.2, 横浜（招待講演） 

22. 加藤晃一 , 生体分子の集合離散が織りなす細胞機能研究の最前線 , 第 69 回  日本細胞生物学会大会 , 

2017.6.13, 仙台 （招待講演） 

23. 加藤晃一, 生命分子システムの動的秩序形成の探査・創生・展開 ―領域内共同研究の成果を中心に―, 新学

術領域研究「動的秩序と機能」全体班会議, 2017.6.3, 恩納村, 沖縄（招待講演） 

24. Kensuke Kurihara, Strategy for origin of life research using chemical artificial cells 

ELSI International Workshop “Reconstructing the Phenomenon of Life –To Retrace the Emergence of 

Life –”, 2017.5.30, Tokyo (Invited talk) 

25. 矢木-内海真穂, タンパク質の動的構造と分子集合メカニズムの理解を目指して , 第 169 回 薬学談話会, 

2017.5.24, 名古屋（招待講演） 

26. 矢木宏和, 糖タンパク質における糖鎖の生物機能と高次構造への影響, 第 58 回 日本生化学会中国四国支部

例会, 2017.5.20, 香川（招待講演） 

27. 矢木宏和, タンパク質における糖鎖修飾の生物学的機能と高次構造への影響, 第 1 回名古屋市立大学若手イ

ブニングセミナー, 2017.4.26, 名古屋（招待講演） 

28. Maho Yagi-Utsumi, Arunima Sikdar, Tadashi Satoh and Koichi Kato, Versatile structural architectures 

of archaeal homolog of proteasome assembly chaperone, Frontier Bioorganization Forum 2017: 

Dynamical ordering and integrated functions of biomolecular systems, 2017.4.25, Taipei (Invited talk) 

29. Koichi Kato, Structural insights into dynamic orchestration of biomolecular systems 

Frontier Bioorganization Forum 2017: Dynamical ordering and integrated functions of biomolecular 

systems, 2017.4.24, Taipei (Invited talk) 

30. 加藤晃一，谷中冴子，矢木宏和, バイオ医薬品への構造生物学的アプローチ, 日本薬学会第 137 年会, 

2017.3.27, 仙台 （招待講演） 

31. 加藤晃一, タンパク質の運命決定と機能発現の分子構造ダイナミクス研究, 細胞・システム作動機構の理解

に向けた,生体タンパク質分子の構造と機能のダイナミクス研究の拠点形成 平成 28 年度末 シンポジウム, 

2017.3.13, 岡崎（招待講演） 

32. Koichi Kato, Structural glycobiology by stable isotope-assisted NMR spectroscopy, Advances Isotopic 

Labeling Meeting for Integrated Structural Biology 2017, 2017.3.7, Grenoble (Invited talk) 

33. Koichi Kato, Structural glycobiology by stable isotope-assisted NMR spectroscopy, Advances Isotopic 

Labeling Meeting for Integrated Structural Biology 2017..3.7, Grenoble (Invited talk) 

34. 栗原顕輔, “化学的人工細胞が提案する生命起源への戦略”, ABC プロジェクトミニ WS「低温度星周りの光

合成」, 2017.3, 東京（招待講演） 

35. Hirokazu Yagi, Development and application of glycosylation-profiling techniques for functional 

glycomics in the nervous system, 11th International Symposium on Cell Surface Macromolecules, 

2017.2.26, Punjab(Invited talk) 

36. Hirokazu Yagi, Development and application of glycosylation-profiling techniques for functional 

glycomics in the nervous system, 11th International Symposium on Cell Surface Macromolecules, 

2017.2.26, Punjab (Invited talk) 
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37. Koichi Kato, Maho Yagi-Utsumi, Saeko Yanaka, Tatsuya Suzuki, Hirokazu Yagi, Tadashi Satoh, and 

Takumi Yamaguchi, NMR views of functional roles of glycoconjugates of biological and pharmaceutical 

interest, 7th Asia Pacific NMR Symposium & 23rd Annual Meeting of NMRS-India, 2017.2.18 

Bangalore(Invited talk)  

38. Koichi Kato, Maho Yagi-Utsumi, Saeko Yanaka, Tatsuya Suzuki, Hirokazu Yagi, Tadashi Satoh, and 

Takumi Yamaguchi, NMR views of functional roles of glycoconjugates of biological and pharmaceutical 

interest, 7th Asia Pacific NMR Symposium & 23rd Annual Meeting of NMRS-India 

2017.2.18, Bangalore (Invited talk) 

39. 加藤晃一, 生命分子システムの秩序形成のダイナミクス, 次世代脳プロジェクト, 2016.12.19, 国立（招

待講演） 

40. 栗原顕輔,  “化学で創る人工細胞”,細胞を創る研究会 9.0, 2016.11, 東京 （招待講演） 

41. Saeko Yanaka, Rina Yogo, Hirokazu Yagi, and Koichi Kato, Characterization of antibody interactions in 

serum environments, The 9th Korea-Japan Seminars on Biomolecular Sciences: Experiments and 

Simulations, 2016.11.15, Gyeongju (Invited talk) 

42. Koichi Kato, Structural insights into proteasome orchestration mechanisms The 9th Korea-Japan 

Seminars on Biomolecular Sciences: Experiments and Simulations, 2016.11.14, Gyeongju  (Invited talk) 

43. Maho Yagi-Utsumi, Tadashi Satoh, and Koichi Kato, Structural basis for interactions of molecular 

chaperones with intrinsically disordered proteins The 9th Korea-Japan Seminars on Biomolecular 

Sciences: Experiments and Simulations, 2016.11.14, Gyeongju (Invited talk) 

44. Koichi Kato, Structural basis for dynamic orchestration of proteasomes, The 42nd Naito Conference, 

2016.10.6, 札幌 (Invited talk) 

45. Koichi Kato, Carbohydrate dynamics that determine protein fates and functions, IGER International 

Symposium on Science of Molecular Assembly and Biomolecular Systems 2016, 2016.9.30, 名古屋

(Invited talk) 

46. Koichi Kato, Takumi Yamaguchi, and Tadashi Satoh, Structural basis of glycoprotein-fate 

determination in cell, The 16th KIAS Conference on Protein Structure and Function, 2016.9.23, 

Seoul (Invited talk) 

47. Koichi Kato, Structural views of glycofunctions of biological and pharmaceutical interest, The 5th 

International Symposium on Drug Discovery and Design by NMR, 2016.8.29, Yokohama (Invited talk) 

48. K.Kurihara, “Constructive biology approach to artificial cell”, OIBB Summer School 2016, Okazaki, 

2016.8, Japan (Invited talk) 

49. Koichi Kato, Dynamic ordering of biomolecular and artificial systems, OIIB Summer School 2016, 

2016.8.19, 岡崎 (Invited talk) 

50. 加藤晃一, バイオ医薬品の構造解析：基礎と応用, 技術情報協会セミナー, 2016.8.5, 東京（招待講演） 

51. 佐藤匡史，加藤晃一, 糖鎖認識を介したタンパク質品質管理機構の構造基盤平成 28 年度日本応用糖質科学

会 東日本シンポジウム, 2016.7.22, 東京（招待講演） 

52. Koichi Kato, Structural views of glycan-dependent determination of glycoprotein fates in cells 

28th International Carbohydrate Symposium, 2016.7.19, New Orleans (Keynote Lecture) 

53. Koichi Kato, Platform for Integrative Biological Sciences 28th International Carbohydrate Symposium, 

2016.7.17, New Orleans (Invited talk) 

54. 加藤晃一, 糖鎖の生命分子構造学の探査・創生・展開, 生体機能関連化学部会若手の会 第 28 回サマースク

ール, 2016.7.15, 西浦温泉（招待講演） 

55. 栗原顕輔, “柔らかい分子集合体で創る人工細胞”, 第一回オルガネラ生理学研究会, 2016.7,   岡崎（招

待講演） 

56. 加藤晃一, 多彩な糖鎖の構造・ダイナミクス・相互作用の分子科学, 第 43 回生体分子科学討論会, 2016.6.24, 

名古屋 （招待講演） 

57. 佐藤匡史，Tong Zhu，年森隆泰， 山口拓実，加藤晃一, 糖鎖を目印としたタンパク質品質管理機構の構造基

盤, 第 16 回日本蛋白質科学会年会, 2016.6.9, 福岡（招待講演） 

58. Koichi Kato, Structural views of glycoprotein quality control in cells 2nd KU-IMS Symposium, 2016.6.3, 

Bangkok (Invited talk) 

59. 加藤晃一, 糖鎖の生命分子構造学 第 371 回 CBI 学会講演会, 2016.4.23, 大阪（招待講演） 

60. 加藤晃一,「糖鎖をみる」,第 4 回バイオイメージング研究会, 2015.5.8, 東京 

61. 加藤晃一,「生命分子の自己組織化のダイナミクス」, 日本化学会第 95 春季年会 特別企画「生命および人工

分子システムにおける動的秩序形成：分子論的理解」, 2015.3.26, 船橋 
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62. 加藤晃一,「複合糖質の構造生物学と創薬」, 第 4 回岐阜構造生物学・医学・論理的創薬研究会シンポジウム, 

2015.3.5, 岐阜 

63. K. Kato, “Conformational dynamics and interactions of oligosaccharides and glycoconjugate,” The 4th 

International Symposium on Drug Discovery and Design by NMR, 2015.2.4, 横浜 

64. K. Kato, “Structural views of glycans in physiological and pathological contexts,” CU-IMS workshop, 

2015.1.24, Bangkok, Thailand, 

65. K. Kato, “Biophysical exploration of biomolecular systems characterized by conformational dynamics 

and dynamical assembly,” National Chiao Tung University Seminar, 2014.12.12, Hsinchu, Taiwan 

66. T. Satoh, T. Toshimori, K. Suzuki, T. Yamaguchi, G. Yan, T. Zhu and K. Kato, “Structural basis for 

recognition of the terminal glucose tag of N-glycans as fate-determinant of glycoproteins in cells,” The 

7th Korea-Japan Seminars on Biomolecular Sciences: Experiments and Simulations,  2014.11.26-27, 

Seoul, Korea 

67. K. Kato, T. Yamaguchi, M. Yagi-Utsumi, H. Yagi and T. Satoh, “A multilateral approach for structural 

characterization of dynamic organization of flexible biomolecules,” Okazaki Institute for Integrative 

Bioscience Retreat, 2014.11.5, Okazaki 

68. 加藤晃一, 「X 線と NMR による抗体の構造解析」, 第 87 回日本生化学会大会, 2014.10.18, 京都 

69. 加藤晃一,「タンパク質機能の制御に関わる N 型糖鎖構造の多様性と多型性」, 第 87 回日本生化学会大会, 

2014.10.17, 京都 

70. 加藤晃一,「NMR と SANS による生命分子のダイナミクス研究」, 平成 26 年度第１回生物構造学研究会, 

2014.10.3, 東京 

71. K. Kato, “NMR exploration of dynamic conformations and interactions of oligosaccharides and 

glycoconjugates,” The 6th Iberoamerican NMR meeting // IV Iberian NMR meeting // VII Reunion 

Bienal del GERMN, 2014.9.24, Alcala de Henares,(Spain) (Keynote lecture) 

72. K. Kato, “Structural basis for fate determination and functional regulation of proteins mediated by sugar 

chains,” The Cordeliers Research Center Seminar,2014.9.19, Paris, France  

73. K. Kato, “Structural views of physiological and pathological roles of glycans,” Academia Sinica 

Institutional Lecture, 2014.9.11, Taipei, Taiwan 

74. 加藤晃一,「生命分子の動的秩序形成におけるミクロ-マクロ相関の探査と設計原理の探求」, 新学術領域「動

的秩序と機能」平成 26 年度全体班会議, 2014.8.4-7, 小松 

75. K. Kato and T. Satoh, “Dynamic ordering in proteasomal subunit assembly,” 第 14 回日本蛋白質科学会

年会, 2014.6.26, 横浜 

76. K. Kato, “Dynamic orchestration of proteasomes,” University of Cambridge Cambridge Seminar,  

2014.5.23, Cambridge (UK) 

77. K. Kato, “Structural views of glycosylation as potential drug target,” The 4th Asia Pacific Protein 

Association (APPA) Conference, 2014.5.18, Jeju (Korea) 

78. 加藤晃一,「NMR を応用した糖鎖の動的構造解析」, よこはま NMR 構造生物学研究会 第 49 回ワークショ

ップ, 2014.3.20, 横浜 

79. 加藤晃一, 「超高磁場 NMR 分光法を中心としたタンパク質の高次構造・相互作用解析」, 第 2 回 ISIT ナ

ノ・バイオフォーラム, 2014.3.5, 福岡 

80. 加藤晃一,「生命分子の揺らぎと秩序形成」, 独）日本学術振興会 分子系の複合電子機能第 181 委員会, 

2014.2.25, 木津川, 

81. K. Kato, “NMR approaches for elucidating the functional roles of carbohydrate chains,” 20th Symposium 

of National Magnetic Resonance Society (NMRS-2014), 2014.2.3, Assam, India 

82. K. Kato, “Conformational dynamics of oligosaccharides characterized by paramagnetism-assisted NMR 

spectroscopy in conjunction with molecular dynamics simulation,” The 10th International Symposium 

on Biochemical roles of Eukaryotic Cell Surface Macromolecules, 2014.1.21, Kolkata India 

83. K. Kato and T. Satoh, “Exploration of micro-macro relationships in dynamic ordering of biomolecular 

systems and their underlying design principles,” The 2nd International Symposium on Dynamical 

Ordering of Biomolecular Systems for Creation of Integrated Functions, 2014.1.11, Kyoto, Japan 

84. K. Kato, “Mechanistic insights into dynamic orchestration of proteasomes,” Pure and Applied Chemistry 

International Conference (PACCON) 2014, 2014.1.8, Khon Kaen, Thailand  

85. K. Kato, “Dynamic assembly of proteins involved in the ubiquitin-/proteasome-mediated protein 

degradation system,” Joint IMS-KU Workshop on Molecular Sciences towards Green Sustainability, 

2014.1.6, Bangkok, Thailand 
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86. K. Kato, “Structural biology of glycoconjugates: Sugar chains as therapeutic targets,” Yonsei-IMS 

Seminars on Biomolecular Sciences: Protein Structure and Diseases, 2013.12.16, Busan, Korea 

87. K. Kumoi, T. Satoh, K. Murata, T. Hiromoto, T. Mizushima, Y. Kamiya, M. Noda, S. Uchiyama, M. 

Sugiyama, H. Yagi and K. Kato, “An archaeal homolog of proteasome assembly chaperone forms a 

homotetramer and functions as proteasome activator,” Sixth Korea-Japan Seminars on Biomolecular 

Science: Experiments and Simulation, 2013.11.25, Okazaki, Japan 

88. 加藤晃一, 「タンパク質社会の秩序維持における糖鎖の役割」, お茶の水女子大学 糖鎖科学教育研究セン

ター第 6 回公開シンポジウム, 201311.23, 東京, 

89. 山口拓実, 加藤晃一, 「生命分子アッセンブリーにおける分子間相互作用のダイナミクスの精密解析」, 山田

研究会・統合バイオサイエンスシンポジウム, 201311.20, 田原 

90. 加藤晃一, 「糖鎖を見る：分子模型からムービーへ」, 生理学研究所研究会「構造の多様性に立脚した糖鎖

機能の解明に向けて」, 2013.11.15, 岡崎, 

91. 加藤晃一, 「糖鎖の機能解明を目指した NMR アプローチ」, 第 52 回 NMR 討論会, 201311.12, 金沢 

92. K. Kato, “NMR characterization of dynamic conformational ensembles of oligosaccharides and 

intermolecular interactions in glycolipid clusters,” 5th Asia-Pacific NMR Symposium 2013, 2013.10.28, 

Brisbane (Australia), 

93. 山口拓実, 「常磁性効果を活用した糖鎖の立体構造解析-NMR と分子動力学計算によるコンフォメーション

空間の探査-」, 日本分光学会 NMR 分光部会 平成 25 年度講習会, 2013.10.16, 名古屋, 

94. 加藤晃一, 「生命分子の動的秩序形成におけるミクロ-マクロ相関の探査と設計原理の探求」, 新学術領域研

究「生命分子システムにおける動的秩序形成と高次機能発現」第 1 回公開シンポジウム, 2013.10.2, 岡崎 

95. 加藤晃一, 「バイオ医薬品の構造をみる」, 日本バイオイメージング学会 第 22 回学術集会, 2013.9.16, 東

京 

96. K. Kato, “Atomic Anatomy of Antibody as Glycoprotein,” World Biopharma Week China Focus 2013,  

2013.9.5, Shanghai (China) 

97. 加藤晃一, 「NMR を用いた生命分子のダイナミクス解析」, 第 2 回立命館大学 BKC 生体分子ネットワーク

セミナー, 2013.8.20, 草津 

98. 加藤晃一, 「生命分子システムにおける動的秩序形成と高次機能発現」, 国際高等研研究プロジェクト「分

子基盤に基づく生体機能ネットワークとダイナミクスの解明」第 2 回研究会, 2013.8.9, 木津川 

99. 山口拓実, 加藤晃一, 「NMR を用いた糖鎖のコンフォメーション揺らぎとクラスター特性の解析」, 国際高

等研研究プロジェクト「分子基盤に基づく生体機能ネットワークとダイナミクスの解明」第 2 回研究会, 

2013.8.8, 木津川, 

100. 加藤晃一, 「立体構造からみた糖鎖の不均一性」, 第 32 回 日本糖質学会年会, 2013.8.7, 大阪, 

【菊地和也】 

1. 菊地和也, “GLUT4 の糖鎖機能を可視化する局在痕跡イメージングプローブ”, 日本農芸化学会 2018 年度大

会, 2018.3.16, 名古屋（招待講演） 

2. Kazuya Kikuchi, “Real-time Intravital Imaging of pH Variation Associated with Osteoclast Activity 

Using BODIPY Based Two Photon Excitation Probes”, 14th International Conference on Applied 

Bioinorganic Chemistry (ISABC14), 2017.6.8, Toulouse, France  (Invited talk) 

3. Kazuya Kikuchi, “Real-time Intravital Imaging of pH Variation Associated with Osteoclast Activity 

Using BODIPY Based Two Photon Excitation Probes”, The 8th Asian Biological Inorganic Chemistry 

Conference (AsBIC VIII), 2016.12.5-9, Auckland, New Zealand (Invited talk) 

4. Kazuya Kikuchi “Intracellular Protein Labeling by Functional Probes with Tunable Chemical Switches”, 

Molecular Sensors & Molecular Logic Gate 2016, 2016.7.24-28, Bath, U.K. 

5. Kazuya Kikuchi, “Real-time Intravital Imaging of pH Variation Associated with Osteoclast Activity 

Using BODIPY Based Two Photon Excitation Probes”, ICPP-9, 9th International Conference on 

Porphyrins and Phthalocyanines, 2016.7.3-8, Nanjing, China 

6. Kazuya Kikuchi, “Development of Multifunctional 19F MRI Contrast Agents with Fluorine-encapsulated 

Silica Nanoparticle”, Pacifichem2015, 2015.12.15-20, Honolulu HI, U.S.A., (Invited talk) 

7. Kazuya Kikuchi, “Highly Sensitive 19F MRI Probes with Tunable Chemical Switches Using Metal 

Complexes”, ICBIC-17, International Conference on Biological Inorganic Chemistry, 2015.7.20-24, 

Beijing, China (Invited talk) 

8. Kazuya Kikuchi, “Development of Multifunctional 19F MRI Contrast Agents with Fluorine-encapsulated 

Silica Nanoparticle”, 13th International Symposium on Applied Bioinorganic Chemistry (ISABC13), 

2015.6.12-15, Galway, Ireland (Invited talk) 
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9. Kazuya Kikuchi, Development of Highly Sensitive 19F MRI Probes with Tunable Chemical Switches, 

  The 7th Asian Biological Inorganic Chemistry Conference (AsBIC VII), 2014.12.4, Gold Coast, Australia 

(Invited talk) 

10. Kazuya Kikuchi, Intracellular Protein Labeling by Functional Probes with Tunable Chemical Switches 

Labeling and Nanoscopy, 2014.9.26, Heidelberg, Germany (Invited talk) 

11. 菊地和也, 生体内において, 分子や細胞の機能を追跡可能な分光情報に変換する化学プローブ, 有機合成夏

期セミナー －明日の有機合成化学－, 2014.8.28, 大阪（招待講演） 

12. Kazuya Kikuchi, Development of Highly Sensitive 19F MRI Probes with Tunable Chemical Switches 

  Gordon Research Conferences, Metals in Medicine, 2014.6.17, New Hampshire, USA (Invited talk) 

【佐甲靖志】 

1. Rho Maeda, Takeshi Sato, Kenji Okamoto, Yasushi Sako, Lipid-protein cooperativity in the regulation 

of juxtamembrane domain dimer formation in epidermal growth factor receptor 

第 55 回日本生物物理学会年会, 2017.9.20, 熊本(Invited talk) 

2. Kenji Okamoto, Ryo Maeda, Yasushi Sako, Single-molecule FRET measurement for EGFR-RAS-MAPK 

signal transduction pathway, Deciphering complex energy landscape and kinetic network from single 

molecules to cells: a new challenge to make theories meet experiments, 2017.9.3-8, Dijon (France) 

(Invited talk) 

3. 佐甲靖志, 細胞膜受容体の運動・会合体形成による情報伝達, 第 69 回日本細胞生物学会大会, 2017.6.13, 

仙台（招待講演） 

4. 佐甲靖志, 細胞膜受容体の１分子可視化,  第 25 回日本バイオイメージング学会学術集会, 2016.11.21, 名

古屋（招待講演） 

5. 佐甲靖志, 細胞膜受容体の動的会合体形成と機能, 13 回 JCGG シンポジウム, 2015.10.1, 名古屋 

6. 佐甲靖志, 細胞膜受容体の会合と機能の１分子イメージング, 日本薬学会第 135 年会 シンポジウム「タン

パク質の会合・凝集：計測,メカニズムから制御まで」, 2015.3.26, 神戸（招待講演） 

7. 佐甲靖志, 細胞内反応ネットワークの 1 分子計測, 日本学術会議フォーラム「生命情報ビッグデータ時代に

おける新しい生命科学」, 2014.8.29, 東京（招待講演） 

8. Yasushi Sako, Experimental aspects of intracellular dynamics of cell fate decision, The Joint Annual 

Meeting of The Japanese Society for Mathematical Biology and The Society for Mathematical Biology 

2014, Osaka, 2014.7.30, Osaka (Invited talk) 

9. Yasushi Sako, Single-molecule analysis of cell signaling reactions, Single Protein Dynamics in Cellulo 

SPDC 2014, 2014.4.25, Onna, (Invited talk) 

【笹井理生】 

1. Masaki Sasai, Fluctuating three-dimensional genome architecture and gene regulation,  

Gordon Research Conference on Protein Folding Dynamics, 2016.1.10-15, Galveston, Texas, USA 

(Invited talk) 

2. Masaki Sasai, Tomoki Terada, Qing-Miao Nie,Dynamical energy landscape perspective on protein 

functioning, Deciphering molecular complexity from protein functions to cellular network: Symposium 

at the PacifiChem 2015 Meeting, 2015.12.15-16, Honolulu, Hawaii, USA (Invited talk) 

3. Tokuda Naoko, Shin Fujishiro, Masaki Sasai, Chromatin Domains and Heterogeneous Transcription 

Activities, International Symposium on Chromatin Structure, Dynamics, and Function, 2015.8.23-26, 

兵庫 (Invited talk) 

4. Masaki Sasai, Eukaryotic gene regulation and chromosome architecture CSRC Workshop on Kinetics of 

Enzymes and Molecular Machines, The Beijing Computational Science Research Center, 2015.8.18-19, 

Beijing, China (Invited talk) 

5. Masaki Sasai, Eukaryotic chromatin folding and gene regulation, 3rd International Workshop on 

Theoretical and Computational Physics, 2015.7.27-30, Đà Lạ t, Vietnam, (Invited talk) 

6. 笹井理生, 分子モーターの時空間スケール, 第６回分子モーター討論会, 東大駒場, 2015.6.13-14, 東京（招

待講演） 

7. Masaki Sasai, Multi-funnel view of protein folding, The First Korean-Polish Conference on "Protein 

Folding: Theoretical and Experimental Approaches", Korea Institute for Advanced Study, 2015.5.24-28, 

Seoul, Korea (Invited talk) 

8. Masaki Sasai, Epigenetic dynamics of gene regulation, Architecture, dynamics, and functionality of 

molecular biosystems, 分子科学研究所, 2015.3.31, Okazaki, (Invited talk) 

9. 笹井理生, 蛋白質機能発現の動的エネルギーランドスケープ理論, 第 359 回 CBI 学会研究講演会, 東京大
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学, 2015.2.24, 東京（招待講演） 

10. 笹井理生, 遺伝子制御ダイナミクスの理解へ向けて, 第 20 回交通流のシミュレーションシンポジウム,  名

古屋大学, 2014.12.4, 名古屋（基調講演） 

11. Masaki Sasai, Qing-Miao Nie, and Tomoki P. Terada, Dynamical energy landscape view of actomyosin 

motors, The 7th Korea-Japan Seminars on Biomolecular Sciences, Korea Institute for Advanced Study, 

2014.11.27, ソウル (Invited talk) 

12. Masaki Sasai, Toward a theory of gene regulation dynamics, 京大生命動態システム科学推進拠点事業大

学院生セミナー, 京都大学, 2014.10.24, 京都（招待講演） 

13. Masaki Sasai, Allosteric dynamics of proteins Macromolecular dynamics: structure, function and 

diseases, Kavli Institute for Theoretical Physics, 2014.7.1, Beijing, (Invited talk) 

14. Masaki Sasai, Dynamical Landscapes of motors and enzymes Macromolecular dynamics: structure, 

function and diseases, Kavli Institute for Theoretical Physics, 2014.6.27, Beijing (Invited talk) 

15. 笹井理生，徳田直子，藤城新, ゲノム立体構造の動力学シミュレーション 

第 14 回日本蛋白質科学会年会, 2014.6.25, 横浜（招待講演） 

16. Masaki Sasai, Naoko Tokuda, Shin Fujishiro, Fluctuating genome structure and gene regulation 8th 

IUPAP International Conference on Biological Physics, 2014.6.20, Beijing (Invited talk) 

【佐藤健】 

1. 佐藤健, 小胞体における輸送小胞形成の時空間制御, 第 13 回 日本糖鎖科学コンソーシアム,2015.10.19, 名

古屋 

2. 佐藤健, 出芽酵母をモデルとした小胞体における輸送小胞形成の時空間制御, 第 186 回酵母細胞研究会,キ

リンビール(株) 横浜工場,2014.7.11（招待講演） 

【申惠媛】 

1. Shin, H.-W, Membrane dynamics and phospholipid flippase activity. Membrane Lipid Transporter 

Symposium 2018, 2018.9.27, Kyoto iCeMS (Invited talk) 

2. 申惠媛, リン脂質フリップ活性による細胞膜の形状変化と細胞機能, 第 91回日本生化学会大会. シンポジウ

ム, 2018.9.25, 京都（招待講演） 

3. 申惠媛, 細胞膜脂質フリッパーゼの基質特異性と活性調節メカニズム, 大阪大学蛋白質研究所セミナー生体

膜上の生物化学 2018, 2018.3.2, 大阪（招待講演） 

4. Shin, H.-W, Specific substrates for P4-ATPases and their regulation in mammalian cells.  

The 15th International Conference on Na, K-ATPase and Related Transport ATPases. 2017.9.27, Otsu, 

Japan (Invited talk) 

5. 申惠媛, メンブレントラフィックによる P4-ATPase の活性調節機構, 第 89回日本生化学会大会, 2016.9.27, 

仙台（招待講演） 

【真行寺千佳子】 

1. Chikako Shingyoji, Mechanical activity of dynein and its dynamical regulation underlying oscillatory 

movement of sperm flagella. International Workshop Dynein 2017, Awaji Yumebutai International 

Conference Center, 2017.10.29-11.1, Hyogo  

2. Chikako Shingyoji, Mechanical activity of dynein and its dynamical ordering underlying oscillatory 

movement of sperm flagella, The 3rd International Symposium on Dynamical Ordering of Biomolecular 

Systems for Creation of Integrated Functions, 2015.1.10, Shima, Mie (Invited talk) 

【杉山正明】 

1. Masaaki Sugiyama, Integrative approach to protein structure and dynamics Protein structure and 

dynamics under high density condition = crowding condition, The 8th The 8th Taiwan-Japan Joint 

Meeting on Neutron and X-ray Scattering, 2018.3.14-17, Taiwan (Invited talk) 

2. Masaaki Sugiyama, Study on intra- and inter-protein dynamics by neutron solution scattering  

The 17th KIAS Conference on Protein Structure and Function, 2017.9.21-23, Korea (Invited talk) 

3. Masaaki Sugiyama, Investigation on domain motion of protein by neutron scattering  

Frontier Bioorganization Forum :Dynamical ordering and integrated functions of biomolecular systems, 

2017.4.24-26, Taiwan(Invited talk) 

4. Masaaki Sugiyama, Neutron Scattering for Bio-molecular Systems, Grand Challenges in Small-angle 

Scattering, 2017.3.19-21, Okazaki, Japan (Invited talk) 

5. Masaaki Sugiyama, Subunit Kinetics in α-Crystallins, The 9th Korea-Japan Seminars on Biomolecular 

Sciences, 2016.11.14-16, Gyeongju, Korea. (Invited talk) 

6. Masaaki Sugiyama, “Subunit Kinetics in Dynamical Proteins”, Japan-Korea meeting on Neutron Science, 
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2016.1.8, Busan, Korea. (Invited talk) 

7. Masaaki Sugiyama, “Subunit Kinetics in α-Crystallins”, International Conference on the Lens 2015,   

2015.12.6-11, Kona, Hawaii. (Invited talk) 

8. 杉山正明,「中性子線が拓く化学の未来」,中性子小角散乱の基礎と応用, 日本化学会, 

第 95 回春季年会, 2015.3.29, 船橋市（招待講演） 

9. 杉山正明, 中性子の中性子による中性子のため生物溶液散乱, 第 6 回 MLF シンポジウム,2015.3.18, つくば

（招待講演） 

10. 杉山正明, コントラスト変調及び重水素化で見るタンパク質の溶液中の静的・動的構造 

  第 37 回溶液化学シンポジウム, 2014.11.12, 佐賀（招待講演） 

【茶谷絵里】 

1. 茶谷絵理 , 線維前駆中間体の観察によるアミロイド核形成の機構解明と制御 , 蛋白質異常凝集研究会, 

2017.12.1, 大阪 

2. 茶谷絵理, アミロイド形成における蛋白質分子集合プロセスの観察, 第 17 回 日本蛋白質科学会年会, 

2017.6.22, 仙台 

3. Eri Chatani, Naoki Yamamoto, Nucleation dynamics in amyloid formation as investigated by the 

analysis of prefibrillar intermediates, 新学術領域「動的秩序と機能」第 5 回国際シンポジウ

ム,2017.1.22, 東京(Invited talk) 

4. Eri Chatani, Naoki Yamamoto, Investigation of protein aggregation processes leading to amyloid 

formation, Japan-Taiwan Medical Spectroscopy International Symposium, 2016.12.5, Awaji, Japan 

(Invited talk) 

5. Eri Chatani, Takato Hiramatsu, Yukari Itakura, Roumiana Tsenkova, Investigation of Water 

Molecular System Dynamics in the Early Stages of Amyloid Formation, AQUAPHOTOMICS: 

UNDERSTANDING WATER in BIOLOGY 2nd INTERNATIONAL SYMPOSIUM, 2016.11.28, Kobe, 

Japan,(Invited talk) 

6. Eri Chatani, Investigating early steps in amyloid fibril formation, 日中生物物理学会ジョイントシンポ

ジウム：蛋白質設計とバイオテクノロジーへの応用, 第 54 回日本生物物理学会年会, 2016.11.25, 茨城（招

待講演） 

7. Eri Chatani, Naoki Yamamoto, Molecular Exploration of Prefibrillar Intermediates That Lead to 

Formation of Amyloid Fibrils, Indo-Japan Joint Seminar on "Frontiers in Molecular Spectroscopy: 

From Fundamentals to Applications on Material Science and Biology", 2016.11.14, Kanpur, India, 

8. 茶谷絵理, 線維前駆中間体の観察によるアミロイド線維の伝播およびその発現機構の解明 第 63 回 日本生

化学会 近畿支部例会, 2016.5.21, 神戸（招待講演） 

9. 茶谷絵理, アミロイド線維形成にみられるタンパク質初期会合メカニズムの解明, 日本化学会第 96 春季年

会,2016.3.24, 京都（招待講演） 

10. 茶谷絵理,平松貴人,板倉由佳利,増田裕輝,Roumiana Tsenkova, アミロイド線維の伝播核形成過程における

水の関与性, BMB2015,神戸,2015 年 12 月 1 日（招待講演） 

11. 茶谷絵理,Roumiana Tsenkova, アミロイド線維の核形成に伴う水の動態解明, 第 31 回近赤外フォーラム,

筑波, 2015.11.26（招待講演） 

12. 茶谷絵理, アミロイド線維形成初期に見られる水構造の変化, 京都大学原子炉実験所「第 8 回タンパク質の

異常凝集とその防御・修復機構に関する研究会」,2015.11.19, 大阪（招待講演） 

13. Eri Chatani, Exploring the early stages of protein association in the formation of amyloid fibrils 

IPR and ANU joint symposium “Protein structure and function”, 2015.11.16, Australia (Invited talk) 

14. Eri Chatani, Yuki Masuda, Yutaro Tsuchisaka, Takato Hiramatsu, Yukari Itakura, and Roumiana 

Tsenkova, Exploring the early stages of generation of amyloid fibrils from the viewpoint of water 

molecular system dynamics, The 15th KIAS Conference on Protein Structure and Function, 2015.9.18, 

Korea(Invited talk) 

15. Eri Chatani, Recent progress in understanding the early stages of generation of amyloid fibrils 

Kwansei Gakuin-Kobe University Joint Symposium: International Symposium on Recent Advanced in 

Near Infrared Spectroscopy, 2015.9.5, Sanda, Hyogo (Invited talk) 

16. Eri Chatani, Investigation of molecular mechanism for the generation of amyloidogenic nuclei 

第 15 回 日本蛋白質科学会年会,2015.6.25, 横浜（招待講演） 

17. Naoki Yamamoto, Eri Chatani, Atsuo Tamura, and Keisuke Tominaga, Temperature and Hydration 

Dependence of the Complex Dielectric Spectra of Proteins at GHz and THz Regions Obtained by THz 

Time-domain Spectroscopy and Dielectric Spectroscopy, AWEST2015-The 3rd Awaji International 
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Workshop on “Electron Spin Science & Technology: Biological and Materials Science Oriented 

Applications”, 2015.6.17, Awaji, Hyogo 

18. 茶谷絵理, アミロイド線維形成における蛋白質初期集合メカニズムの解明 , 日本薬学会第 135 回年会，

2015.3.26, 兵庫 

19. 茶谷絵理, アミロイド伝播核の形成メカニズムの解明, 京都大学原子炉実験所・専門研究会 第 7 回タンパ

ク質の異常凝集とその防御・修復機構に関する研究会，2014.12.11, 大阪 

20. Eri Chatani, Association mechanism of protein molecules in the formation of amyloid fibrils 

Indo-Japan Joint Workshop on "Frontiers in Molecular Spectroscopy: Fundamentals and  

Applications to Material and Biology"，2014.11.26, 奈良 

21. Eri Chatani, Understanding early events in protein assembly for the amyloidogenic nucleation 

Japan-Hungary Seminar "Mechanism and regulation of aberrant protein aggregation"，2014.11.20, 大

阪 

22. Eri Chatani, Investigation of early association of protein molecules during the amyloidogenic 

nucleation, 2nd Awaji International Workshop on "Electron Spin Science & Technology: Biological and 

Materials Science Oriented Applications", 2014.6.16, 兵庫 

【寺内一姫】 

1. 寺内一姫, 時計タンパク質 KaiC の探究, 藍藻の分子生物学 2017, 2017.12.1, 千葉（招待講演） 

2. 寺内一姫, ブルーネイティブ電気泳動による時計タンパク質 KaiC の動的構造解析, 第 68 回日本電気泳動

学会総会, 2017.11.25, 広島（招待講演） 

3. 寺内一姫, シアノバクテリアがおしえてくれること, 日本光合成学会若手の会 第 13回セミナー, 2017.5.28, 

大津（招待講演） 

4. 寺内一姫, 試験管内の概日時計：発振子の正体を追って 北山陽子メモリアルシンポジウム-光合成生 物の概

日時計機構, 2017.3.11, 名古屋（招待講演） 

5. 寺内一姫, ３つのタンパク質で再構成できるシアノバクテリアの生物時計, 第 53 回日本生物物理学会年会 

シンポジウム「ATP 加水分解が介在する時空間動秩序の形成」,2015.9.14, 金沢（招待講演） 

6. 寺内一姫,  シアノバクテリアの概日時計から学ぶ, 微細藻類研究会 2014,2014.12.23, 岡崎（招待講演） 

7. 大山克明, シアノバクテリア時計タンパク質 KaiABC の概日リズム生成機構解明に向けて 

  第 11 回光合成学会若手の会セミナー,2014.12.7, 草津（招待講演） 

【水野健作】 

1. 水野健作, 藤原佐知子, 大橋一正, 動物細胞の力覚応答における細胞骨格の役割, 第 39 回 日本分子生物学

会年会, 2016.12.2, 横浜（招待講演） 

2. Kensaku Mizuno, Dynamic reordering of actin cytoskeleton in mechanical force-induced cell responses, 

The 4th International Symposium on Dynamic Ordering of Biomolecular Systems for Creation of 

Integrated Functions, 2015.11.24, Fukuoka, Japan (Invited talk) 

3. Kensaku Mizuno, Roles of actin dynamic ordering in mechanosensing and cell proliferation 

The 53rd Annual Meeting of Japan Biophysics Society, 2015.9.14, Kanazawa, Japan (Invited talk) 

4. 水野健作, 増殖抑制シグナル依存的な一次繊毛形成機構, 第 67 回 日本細胞生物学会年会,2015.7.1, 東京

（招待講演） 

【村田和義】 

1. Kazuyoshi Murata, Structural analysis of Pithovirus sibericum by Cryo-EM, 第 12 回日本ゲノム微生物

学会年会, 京大桂キャンパス, 2018.3.7, 京都（招待講演） 

2. 村田和義, 宮崎 直幸, ソン チホン, 岡本 健太, ピソウイルスのクライオ電子顕微鏡による構造解析, 

2017 年度生命科学系学会合同年次大会, 神戸ポートピアホテル, 2017.12.6, 神戸（招待講演） 

3. Kazuyoshi Murata, Single Particle Zernike Phase Contrast Cryo-Electron Microscopy Combined with 

Direct Detector for Analyzing Membrane Proteins and their Dynamics, 第 89 回日本生化学会大

会,2016.9.25, 仙台(Invited talk) 

4. 村田和義, クライオ電子顕微鏡によるタンパク質の単粒子構造解析, 日本バイオイメージング学会大 25 回

学術集会, 2016.9.6, 名古屋（招待講演） 

5. 村田和義, 超高圧電子顕微鏡トモグラフィーの生物応用, 日本顕微鏡学会第 72回学術講演会, 2016.6.14, 仙

台（招待講演） 

6. Kazuyoshi Murata, Dynamical ordering of virus particle for creation of integrated functions 

The 4th International Symposium "Dynamical ordering of biomolecular systems for creation of 

integrated functions", 2015.11.22, Fukuoka, Japan (Invited talk) 

7. Kazuyoshi Murata, Visualizing the Infection Process of T7-like Cyanophage in the Marine 
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Cyanobacterium Prochlorococcus by Cryo-Electron Tomography IGER International Symposium on 

Frontiers in Biological Research withAdvanced Electron Microscope Technologies, 2015.1.16, Nagoya 

(Invited talk)   

8. Kazuyoshi Murata, Advanced biological applications for high-voltage electron microscopes,  

  International Symposium on Analytical Science and Technology, 2014.11.20, Daejeon, Korea   

【山本量一】 

1. 松田拓也, 山本量一, 細胞分裂を考慮した自発運動粒子モデルによる創傷治癒のシミュレーション, 研究会

「凝縮系の理論化学」，2018.3.13, 那覇市（招待講演） 

2. 多羅間充輔, 山本量一, 基盤上を運動する細胞の力学モデル, 研究会「凝縮系の理論化学」，2018.3.13, 那覇

市（招待講演） 

3. 山本量一, A particle-based minimal model for crawling and proliferating cells on substrate, 日本生物物

理学会第 55 回年会，2017.9.19, 熊本市（招待講演） 

4. Ryoichi Yamamoto, "The emergence of collective motion: from glass to biological systems" CerSJ-GOMD 

Joint Symposium on Glass Science and Technologies, 2016.11.16, Kyoto, Japan  (Invited talk) 

5. Ryoichi Yamamoto, "Collective Motion of Cells Crawling on a Substrate" The 4th International 

Conference on Molecular Simulation (ICMS2016), 2016.10.23-26, Shanghai, China  (Invited talk) 

6. 山本量一, 「自己組織化する細胞集団のモデリングとシミュレーション」,化学工学会 第 48 回秋季大会特別

シンポジウム「SP-3 新時代に向けたバイオプロセスイノベーション」, 2016.9.8, 徳島市（招待講演） 

班友 

【澤田知久】  

1. Tomohisa Sawada, Makoto Fujita, Peptide-entangled polyhedral by folding and assembly, 43rd 

International Conference of Coordination Chemistry, 2018.7.30, 仙台(Invited talk)   

2. Tomohisa Sawada,  Concerted folding-and-assembly of short peptides via coordination  

The 2018 Wolf Prize Symposium, 2018.5.30, Israel (Invited talk) 

3. Tomohisa Sawada,  Creation of Higher-order Peptidic Nanostructures by Concerted Folding and 

Assembly, 日本化学会第 98 回春季年会, 2018.3.20, 千葉 (Invited talk) 

4. Tomohisa Sawada, Metal–peptide nanostructures with unique entanglements, Symposium on Frontier 

of Biofunctional Chemistry, 2017.12.12, Yokohama (Invited talk) 

5. 澤田知久, 配位結合とペプチド配座を利用した新奇ナノ構造の創出, 最先端光計測とライフサイエンスの近

未来―Bio. Phys. Chem. 三重点の探索―, 2017.9.6, 仙台（招待講演） 

6. 澤田知久, フォールディング＆アセンブリー：ユニークなペプチド性ナノ空間の構築に向けた新戦略, 日本

化学会東北支部山形地区講演会, 2016.11.24, 山形（招待講演） 

7. 澤田 知久, 生体に学ぶ自己組織化：人工系における相互誘導適合,そしてフォールディング＆アセンブリー 

第 5 回 お茶の水女子大学 イブニングセミナー, 2014.6.28, 東京 （基調講演） 

【重田育照】  

1. Yasuteru Shigeta, "An Enhanced Sampling Method for Searching Conformational Changes of Proteins 

and Supramolecules", 22nd International Workshop on Quantum Systems in Chemistry, Physics and 

Biology (QSCP-XXII), 2017.10.16-24, Hunan Province, P.R. China. 

2. Yasuteru Shigeta, "Cumulant Mechanics for Quantum and Statistical Physics", The 4th International  

Conference on Molecular Simulation (ICMS), 2016.10.23-26, Shanghai, China 

3. Yasuteru Shigeta, "Integrated approach toward rational design of enzyme", 2016 2nd Japan-Thai 

workshop on theoretical and computational chemistry, Yokohama City University, 2016.9.21-22, 

Yokohama, Japan 

4. Yasuteru Shigeta,“Simple conformational search methods for understanding biological functions”, 

Shanghai Workshop on Frontiers in Molecular Biophysics, 2016.7.23-26, Shanghai, China 

5. Yasuteru Shigeta, “Efficient Conformational Search Methods for Protein Folding Problems”, The nineth 

Congress of the International Society for Theoretical Chemical Physics (ISTCP 2016), Grand Forks, 

2016.7.17-22, North Dakota, USA 

6. Yasuteru Shigeta, “A consistent scheme for accurately estimating acid dissociation constant (pKa) and 

redox potential”, 4th Changsha Workshop on Theoretical and Computational Chemistry 2016, 2016.6.10-

12, Changsha, Hunan, China 

7. Yasuteru Shigeta, “Inverse Histogram-based Sampling Algorithm for Protein-folding Problems”, The 

Seventh Asia-Pacific Conference of Theoretical and Computational Chemistry (APCTCC 7),  Kaohsiung, 

2016.1.25-28, Taiwan 
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8. Yasuteru Shigeta, “Simple Conformational Search Algorithms For Protein Folding”, 6th Czech-Slovakia-

Japan Theoretical Chemistry meeting, 2015.10.11-14, Bratislava, Slovakia 

9. 重田育照, “理論研究によるチトクロム c 酸化酵素の酸化還元と共役したプロトン輸送機構：入り口と出口”, 

生物物理学会シンポジウム「膜を介したプロトン透過機構」,2015.9.13-15, 金沢, 石川 

10. 重田育照, “チトクロム c 酸化酵素におけるプロトン輸送の構造的仕掛け”, 分子研研究会「膜タンパク質内

部のプロトン透過を考える」, 分子研,2015.8.20-21, 愛知 

11. 重田育照, “第一原理計算に基づく酵素機能解析：チトクロム c 酸化酵素のプロトンポンプを例として”, 東京

大学物性研究所 「機能物性融合科学シリーズ(3)「反応と輸送」」, 2015.6.24-26, 柏,千葉 

12. 重田育照, “第一原理計算によるタンパク質の pKa と構造機能相関”,日本物理学会シンポジウム「プロトネー

ション イントゥ ダークネス: 生体分子機能理解の為の水素位置情報」,早稲田大学, （注 平成 26 年度）

2015.3.21-24, 東京 

13. 重田育照, 「高分散分子動力学法によるタンパク質でのレアイベントの検出」,レアイベントの理論科学ワー

クショップ, February 16th 2015,日本原子力研究開発機構システム計算科学センター, 2015.2.16, 千葉（招

待講演） 

14. 重田育照, ”理論と実験の協奏的アプローチによる複合スピン励起子変換制御”,新学術領域研究「高次複合光

応答」第 2 回公開シンポジウム,January 23rd-24th 2015,千里ライフサイエンスセンター,2015.1.23-24, 大阪 

15. 重田育照, “酵素活性制御に向けた多階層量子計算手法の応用”,理研シンポジウム「生体分子系量子化学計算

の最前線」, 理化学研究所, 2015.1.22-23, 和光 

16. 重田育照,「宇宙生命連携研究による物質進化過程の探索」27 回理論懇シンポジウム,国立天文台, 2014.12.24-

26, 東京 

17. Yasuteru Shigeta, “A Molecular Design of Nonlinear Optical Properties and Conductivity Switches on 

the Basis of Open-shell Nature”, 2014 Workshop on Innovative Nanoscale Devices and Systems 

(WINDS),. 2014.11.30-12.5, Hawaii, USA 

18. Yasuteru Shigeta, “Protein Folding Processes Detected by Enhanced Sampling Techniques”, 19th 

International Workshop on Quantum Systems in Chemistry and Physics, 2014.11.11-17, Tamsui, Taiwan 

19. Yasuteru Shigeta, “Towards Theoretical Design of Catalytic Activities of Enzymes”, The Asia Hub for e-

Drug Discovery Symposium 2014, Sichuan University (SCU), 2014.11.11-12, Chengdu, China. 

20. Yasuteru Shigeta, “First-principles analysis on enzymatic degradation of nylon”, 2nd World Congress on 

Petrochemistry and Chemical Engineering, 2014.10.27-29,  Las Vegas, USA 

21. 重田育照,「第一原理計算に基づくタンパク質機能デザイン」,第 8 回 FMO 研究会（CBI 学会 2014 年大会）,

タワーホール船堀, 2014.10.28-30, 東京 

22. 重田育照, “CMD の思想に基づく生命物理学の研究”,第 25 回コンピュテーショナル・マテリアルズ・デザイ

ン（CMD）ワークショップ, 国際高等研究所, 2014.9.1-5, 京都 

23. 重田育照,“計算化学による pKa の高精度算出法”, 第 1 回水和ナノ構造研究会,奥平温泉, 2014.8.28-29, 岩手 

24. Yasuteru Shigeta, “Computational Studies on Redox Potential of Metal Complexes and Model Cofactors”, 

International Conference on Synthetic Metals, 2014.6.30-7.5, Turku, Finland 

【塚崎智也】 

1. Takamitsu Haruyama, Yasunori Sugano, Yoshiki Tanaka, Hiroki Konno, Tomoya Tsukazaki, High-speed 

AFM observation of membrane protein embedded in Nanodisc, 第 55回 日本生物物理学会年会，2017.9.20, 

熊本 (Invited talk) 

2. Tomoya Tsukazaki, Arata Furukawa, Kunihito Yoshikaie, Takaharu Mori, Hiroyuki Mori, Yusuke V. 

Morimoto, Yasunori Sugano, Shigehiro Iwaki, Tohru Minamino, Yuji Sugita, Yoshiki Tanaka, Protein 

Translocation Motor SecDF, 第 55 回 日本生物物理学会年会，2017.9.19, 熊本 (Invited talk) 

3. Tomoya Tsukazaki, Snapshots of the proton-driven protein translocation motor, EMBO conference | 

Protein translocation and cellular homeostasis, 2017.3.19, クロアチア・ドブロブニク 

4. 塚崎智也,  新生鎖を膜透過させる Sec 蛋白質の X 線結晶構造解析, 第 16 回 日本蛋白質科学会年会, 

2016.6.9, 福岡市 (招待講演） 

5. Tomoya Tsukazaki, Structure of YidC reveals a mechanism of Sec-independent membrane protein 

insertion, The 25th Hot Spring Harbor International Symposium Cutting Edge of Technical Innovations 

in Structural and Systems Biology, 九州大学, 2015.11.14, 福岡市 (Invited talk) 

6. Tomoya Tsukazaki, Structure and dynamics of Sec protein-conducting channel, 第 53 回日本生物物理学

会年会, 金沢大学，2015.09.15, 金沢市 (Invited talk) 

7. 塚崎 智也, 膜蛋白質結晶化技術の向上により解明された Sec/YidC による蛋白質輸送機構 

第 3 回 生体分子サイエンスセミナー(東工大・すずかけキャンパス)，2015.08.31 (招待講演) 
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8. Tomoya Tsukazaki, Structures of Membrane Protein Insertase YidC, Gordon Research Conference 2015, 

Membrane Protein Folding, 2015.6.21, アメリカ，ボストン (Invited talk) 

9. 塚崎智也, タンパク質を膜へと組み込む膜タンパク質 YidCの立体構造とその機能 第１１97回ウイルス研

究所セミナー/共同利用・共同研究拠点セミナー, 京都大学 2014.12.10, 京都市（招待講演） 

10. 塚崎智也, 熊崎薫，千葉志信, 武本瑞貴, 古川新, 伊藤維昭, 石谷隆一郎, 濡木理  

タンパク質の膜への組み込みに関わる膜タンパク質 YidC の結晶構造と作業機序 

  平成 26 年度日本結晶学会年会, 東京大学, 2014.11.3, 東京都文京区（招待講演） 

11. Tomoya Tsukazaki, Structure of YidC reveals a mechanism of Sec-independent membrane protein 

2014 Joint Symposium, Integrative Microbiology, University of Minnesota, 2014.10.6, MN, USA 

12. 塚崎智也, タンパク質を膜へと組み込む YidC の立体構造とその機能, 日本化学会 会員増強のための講演

会,山形大学, 2014.8.8, 山形市（招待講演） 

13. 塚崎 智也，春山 隆充 ，菅野 泰功，田中 良樹 ，紺野 宏記, Sec タンパク質膜透過装置の活写にむけて, 

第 14 回 日本蛋白質科学会年会, 2014.6.25, 横浜（招待講演） 

14. 塚崎智也, プロトン駆動型タンパク質分泌モーター SecDF, 分子研研究会「膜タンパク質内部のプロトンの

透過を考える」,2014.4.21, 岡崎市（招待講演） 

15. 塚崎智也, 熊崎薫，千葉志信, 武本瑞貴, 古川新, 伊藤維昭, 石谷隆一郎, 濡木理, タンパク質膜組込み 

insertase YidC の立体構造と分子機構, 日本化学会第 95 春季年会, 日本大学, 2014.3.26, 船橋市（招待講

演） 

【長田裕也】 

1. 長田裕也, 高分子主鎖のキラリティスイッチングに基づいた新規機能性材料の創出, 2017 年液晶交流会, 弘

前大学 文京町キャンパス, 2017.9.12, 弘前（招待講演） 

2. Yuuya Nagata, Development of New Chirality-switchable Materials Based on the Solvent-dependent 

Helix Inversion of Poly(quinoxaline-2,3-diyl)s, 10th China-Japan Joint Symposium on Functional 

Supramolecular Architectures, Wuhan University, 2017.5.14, China (Invited talk) 

3. 長田裕也, 高分子主鎖のキラリティスイッチングに基づく新機能性材料の開拓, 第 65 回高分子学会年次大

会, 神戸国際会議場・展示場,  2016.5.26, Kobe（招待講演） 

4. 長田裕也, Development of Innovative Chiral Materials Based on Solvent-Dependent Helix Inversion of 

Macromolecular Backbone, 日本化学会 第97春季年会, 慶応義塾大学, 2016.3.17,  横浜市 (Invited 

talk) 

【原野幸治】 

1. 原野幸治, 分子科学研究ツールとしての原子分解能電子顕微鏡, 第 5 回錯体化学若手の会九州・沖縄支部勉

強会，2017.12.9, 熊本（招待講演） 

2. 原野幸治, 高分解能電子顕微鏡を駆使した分子集合体科学の探求, 2017 年度中国四国支部高分子講演会，

2017.12.5, 鳥取（招待講演） 

3. 原野幸治, 分子科学研究ツールとしての実時間原子分解能電子顕微鏡イメージング,日本顕微鏡学会「その場

観察研究部会」第 2 回研究会，2017.11.17, 岡崎（招待講演） 

4. 原野幸治, 有機分子の結晶化を観察できるメガネ!–電子顕微鏡の最前線–, 第 7 回 CSJ 化学フェスタ，

2017.10.19, 東京（招待講演） 

5. 原野幸治, 原子分解能電子顕微鏡で明らかにする動的分子科学, 第 5 回バイオ関連化学シンポジウム若手フ

ォーラム，2017.9.6, 東京（招待講演） 

6. 原野幸治, 分子科学研究のための原子分解能顕微鏡動画撮影技術, AIKOC-1，2017.8.5, 名古屋（招待講演） 

7. 原野幸治, 原子分解能電子顕微鏡で分子が動く，集まる，反応する様子をとらえる, 統合物質創製化学研究

推進機構 第 1 回若手の会，2017.7.28, 犬山（招待講演） 

8. Koji Harano, Functional Hybrid Vesicles  Made of [60]Fullerene Amphiphiles Japan-China Joint 

Interdisciplinary Symposium on Coordination-based Hybrid Materials, 2017.6.24, Okazaki (Invited 

talk) 

9. Koji Harano, The New Frontiers of Organic and Supramolecular Chemistry Explored by High-resolution 

Electron Microscopy, Department Lecture, 2017.5.19, Zurich (Invited talk) 

10. Koji Harano, The New Frontiers of Organic and Supramolecular Chemistry Explored by High-resolution 

Electron Microscopy, Intergroup Seminar, 2017.5.17, Zurich (Invited talk) 

11. 原野幸治, 有機分子の原子分解能顕微鏡動画を撮影する, 日本鉄鋼協会高温プロセス部会資源・エネルギー

フォーラム，2017.1.18, 東京（招待講演） 

12. 原野幸治,  高分解能電子顕微鏡で切り開くナノ・メゾ分子集合体科学, 立教大学特別講義，2016.12.19, 東

京（招待講演） 
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13. 原野幸治, 結晶が生まれる様子が見える！分子の動画撮影,  第 6 回 CSJ 化学フェスタ，2016.11.15, 東京

（招待講演） 

【前田大光】 

1. Hiromitsu Maeda, π-Electronic Ion-Pairing Materials That Exhibit Stimuli-Responsive Behaviors 

International Congress on Pure & Applied Chemistry (ICPAC) 2018, 2018.3.7, Cambodia (Invited talk) 

2. 前田大光, イオンペアリング π電子系集合体の創製, 早稲田大学大学院講演会, 2018.2.27, 東京（招待講演） 

3. Hiromitsu Maeda, π-Electronic Ion-Pairing Materials That Exhibit Stimuli-Responsive Behaviors 

分子科学研究所講演会, 2018.1.24, 岡崎 (Invited talk) 

4. 前田大光, イオンペアリング π 電子系集合体の創製, 東京工業大学理学院化学系講演会（超分子分析化学セ

ミナー）,2018.1.11, 東京（招待講演） 

5. 前田大光, イオン応答性 π 電子系からイオンペア集合体への新たな展開, 大須賀研講演会,2017.12.28, 京都

（招待講演） 

6. 前田大光 , π 電子系集合体の新展開：ポルフィリンを基盤としたデザインと合成 , 新潟大学講演会 , 

2017.12.15, 新潟（招待講演） 

7. 前田大光, イオン応答性 π 電子系の超分子化学：イオンペア集合体の創製と新展開, 静岡大学理学部化学科

講演会, 2017.11.22, 静岡（招待講演） 

8. 前田大光, イオン応答性分子の合成を契機とした π 電子系集合体の創製と新展開, 東京大学「工学とバイオ」

セミナー, 2017.11.17, 東京（招待講演） 

9. 前田大光, 超分子化学：個々の分子を凌駕した物性・機能性の発現, 東京工科大学 サステイナブル応用化学

特別講義, 2017.11.6, 八王子（招待講演） 

10. Hiromitsu Maeda, Ion-Pairing Assemblies Exhibiting Stimuli-Responsive Behaviors, ストラスブール大

学講演会, 2017.10.26, France (Invited talk) 

11. Hiromitsu Maeda, Anion-Responsive π-Electronic Molecules with Dynamic Conformation Changes 

ストラスブール大学講演会, 2017.10.24, France (Invited talk) 

12. Hiromitsu Maeda, Dimension-Controlled Ion-Pairing Assemblies Comprising Charged Metal Complexes 

of π-Electronic Systems, 254th ACS National Meeting, 2017.8.20, USA (Invited talk) 

13. Hiromitsu Maeda, π-Electronic Ion-Pairing Supramolecular Assemblies, International Symposium on 

Pure & Applied Chemistry (ISPAC) 2017, 2017.6.8, Vietnam (Invited talk) 

14. 前田大光, π 電子系集合体の新展開：分子デザインと合成, 有機合成化学協会中四国支部 パネル討論会, 

2017.5.20, 東広島（招待講演） 

15. Hiromitsu Maeda, Ion-Pairing Assemblies Exhibiting Photo-Responsive Crystal–Crystal Phase 

Transitions, China-Japan Joint Symposium on Functional Supramolecular Architectures, 2017.5.14,  

China, (Invited talk) 

16. 前田大光 ,  π 電子系イオンからなる次元制御型集合体の創製 ,日本化学会第 97 春季年会  特別企画, 

2017.3.19, 横浜（招待講演） 

17. 前田大光, イオン応答性 π 電子系の超分子化学,機能性分子創製の最前線, 2017.3.15, 東京, （招待講演） 

18. 前田大光, 超分子化学：個々の分子を凌駕した物性・機能性の発現,信州大学 CST プログラム 最新の科学情

報を学ぶ特別授業, 長野, 2017 年 2 月 17 日（招待講演） 

19. 前田大光, イオン会合能を有する π 電子系の合成と超分子集合化 

滋賀医科大学講演会, 大津, 2017 年 1 月 24 日（招待講演） 

20. Hiromitsu Maeda,Supramolecular Assemblies Comprising π-Electronic and Photoresponsive Ions, 9th 

Asian Photochemistry Conference (APC2016), 2016.12.4, シンガポール (Invited talk) 

21. Hiromitsu Maeda,Supramolecular Assemblies Comprising π-Electronic Ions, 第 2 回超然プロジェクト

（金沢大学）シンポジウム, 2016.10.27, 金沢（招待講演） 

22. Hiromitsu Maeda, π-Electronic Ion-Pairing Supramolecular Assemblies, 産業技術総合研究所（関西セン

ター）第 2 回 RIECEN セミナー, 2016.7.27, 池田 

23. Hiromitsu Maeda, π-Electronic Ion-Pairing Supramolecular Assemblies, International Symposium on 

Polymer and Related Materials, 2016.7.13, 長春, China (Keynote Lecture) 

24. Hiromitsu Maeda, π-Electronic Ion-Pairing Supramolecular Assemblies, International Symposium on 

Polymer and Related Materials, 2016.7.10, ハルビン, China(Invited talk) 

25. Hiromitsu Maeda, π-Electronic Ion-Pairing Supramolecular Assemblies, 2016 International Workshop 

on Nanomaterials and Nanodevices, 2016.7.8, 北, China (Keynote Lecture) 

26. Hiromitsu Maeda, π-Electronic Ion-Pairing Dimension-Controlled Assemblies, The 8th Japanese-

Italian Liquid Crystal Workshop (JILCW2016), 2016.7.6, 京都 (Invited talk) 
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27. Yohei Haketa, Yuya Bando, Hiromitsu Maeda, Ion-Pairing Assemblies Based on “Genuine” π-Electronic 

Ions, 12th International Workshop on Supramolecular Nanoscience of Chemically Programmed 

Pigments, 2016.6.18, 草津(Invited talk) 

28. Hiromitsu Maeda, Pyrrole-Based Ion-Pairing Supramolecular Assemblies, 229th meeting of the 

Electrochemical Society (ECS), 2016.5.30, San Diego, USA (Invited talk) 

29. 前田大光, 光応答性イオンからなる次元制御型集合体の創製, 日本化学会第96春季年会 特別企画 

2016.3.27, 京田辺（招待講演）  

30. Hiromitsu Maeda, Supramolecular ion-pairing assemblies based on anion-responsive π-systems 

251st ACS National Meeting, 2016.3.16, サンディエゴ(Invited talk) 

31. Hiromitsu Maeda, Supramolecular Assemblies Comprising Ionic π-Electronic Systems, Japan-China 

Joint Symposium on Functional Supramolecular Architectures, 2016.2.25, 岡崎(Invited talk) 

32. 前田大光, π電子系イオンを基盤とした次元制御型集合体の創製, 2015年度日本接着学会中部支部接着マス

ター講座, 2016.1.29, 名古屋（招待講演）  

33. Hiromitsu Maeda, Supramolecular Ion-Pairing Assemblies Based on Anion-Responsive π--Systems 

MATCON 2016 - International Conference on Materials for the Millennium, 2016.1.15, コーチ  

(Keynote lecture) 

34. Hiromitsu Maeda, Ion-pairing assemblies based on anion-responsive π-electronic molecules 

Pacifichem 2015,  2015.12.20, ホノルル(Invited talk) 

35. Hiromitsu Maeda, π-Electronic Ion-Pairing Supramolecular Assemblies, Japan-Euro Joint Workshop 

for Photo- and Electro-Molecular Mechanics, 2015.10.6,トゥールーズ, (Invited talk) 

36. 前田大光, イオン応答性π電子系を基盤とした次元制御型集合体の創製, 第4回液晶若手シンポジウム, 

2015.9.10, 東京（招待講演） 

37. Hiromitsu Maeda,  π-Electronic Ion-Pairing Supramolecular Assemblies 

分子研講演会, 2015.7.29, 岡崎(Invited talk) 

38. Ryohei Yamakado, Hiromitsu Maeda, π-Electronic Systems That Provide Various Anion Complexes 

and Resulting Ion-Pairing Assemblies, 11th International Workshop on Supramolecular Nanoscience 

of Chemically Programmed Pigments, 2015.5.30, 草津(Invited talk) 

39. Hiromitsu Maeda, Ion-Pairing Assemblies Comprising Pyrrole-Based π-Electronic Systems 

227th meeting of the Electrochemical Society (ECS), 2015.5.24, シカゴ(Invited talk) 

40. 前田大光, 「π電子系イオンを基盤とした超分子集合体の創製」, 日本化学会第95春季年会 特別企画, 

2015.3.29, 船橋（招待講演） 

41. Hiromitsu Maeda, “Supramolecular Assemblies Comprising Ionic π-Electronic Systems”  

ANGEL Kick-Off Meeting 2015, 2015.1.28-29, 米沢 (Invited talk) 

42. Hiromitsu Maeda, “Ionic and Ion-Responsive π-Electronic Systems and Their Supramolecular 

Assemblies” , 分子科学研究所講演会, 2015.1.20, 岡崎(Invited talk) 

43. Hiromitsu Maeda, “Supramolecular Assemblies Comprising Ionic π-Electronic Systems”, China-Japan 

Joint Symposium on Functional Supramolecular Architectures, 2014.12.10-13, 天津, 中国 (Invited 

talk) 

44. 前田大光, 「π電子系イオンを基盤とした超分子集合体の創製」, お茶の水女子大学理学部化学科講演会, 

2014.12.3, 東京（招待講演） 

45. 前田大光, 「π電子系を構成ユニットとした超分子集合体の創製」, 東京理科大学理学部応用化学科講演会

（「分子集積化学」非常勤講義）, 2014.11.11, 東京（招待講演） 

46. 前田大光, 「発光性π電子系におけるキラリティ誘起の新戦略」 , 第4回CSJ化学フェスタ2014, 

2014.10.16, 東京 

47. 前田大光,「π電子系イオンの次元制御型集合化」, 第8回超分子若手懇談会, 2014.10.9-10, 加賀（招待講

演） 

48. Hiromitsu Maeda, “Assemblies of π-Conjugated Ionic Species Providing Electronic Materials” , 

International Union of Materials Research Societies, International Conference in Asia（IUMRS-ICA 

2014）2014, 2014.8.24-30, 福岡（招待講演） 

49. Hiromitsu Maeda, “Supramolecular Assemblies Comprising Anion-Binding and Metal-Coordinating π-

Conjugated Ionic Building Units”, 248th ACS National Meeting, 2014.8.10-14, サンフランシスコ

(Invited talk) 

50. 前田大光,「イオン応答性π電子系を基盤とした超分子集合体の創製」, 機能超分子セミナー, 2014.7.23, 

東京（招待講演） 
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51. Hiromitsu Maeda, “Ion-Based Assemblies of Pyrrole-Based π-Systems”, Eighth International 

Conference on Porphyrins and Phthalocyanines（ICPP-8）,2014.6.22-27, イスタンブール (Invited 

talk) 

52. 前田大光, 「イオン応答性 π 電子系を基盤とした超分子集合体の創製」, 第 12 回ホスト・ゲスト化学シンポ

ジウム, 2014.5.31-6.1, 東京（招待講演） 

 

(3) 図書 

A01：動的秩序の探査 

【秋山修志】 

1. 秋山 修志, 「概日時計因子の構造や動態を調べる意義とは？」,生物物理 56, 266-270 , (2016) 

【秋山良】 

1. R. Akiyama, “Theoretical Studies of Strong Attractive Interaction Between Macro-anions Mediated by 

Multivalent Metal Cations and Related Association Behavior: Effective Interaction Between ATP-

Binding Proteins Can Be Regulated by Hydrolysis”, The Role of Water in ATP Hydrolysis Energy 

Transduction by Protein Machinery, Makoto Suzuki ed. Springer (Japan), pp 53-67, 10.1007/978-981-

10-8459-1_4, (2018) 

2. 安池智一,秋山良, “エントロピーからはじめる熱力学”, 放送大学教育振興会,  p.p.1-300,  ISBN978-4-595-

31643, 2016.3.20 

【池谷鉄兵】 

1. T. Ikeya, *Y. Ito, “Advances in NMR Data Acquisition and Processing for Protein Structure 

Determination, Experimental Approaches of NMR Spectroscopy -Methodology and Application to Life 

Science and Materials Science”, Springer, 63-99, (2018) 

2. 葛西卓磨, 池谷鉄兵, 木川隆則, “生命分子のNMR計測・解析への応用”, 電子情報通信学会誌, Vol.99, pp439-

443, (2016) 

【岩田耕一】 

1. 岩田耕一, 「ラマン分光法」，日本光生物学協会 光と生命の事典 編集委員会 編，朝倉書店）,ISBN978-4-

254-17161-7．「光検出器」, pp1-224 (2016) 

2. Hiro-o Hamatuchi and Koichi Iwata, “Time-resolved Raman Spectroscopy”, Encyclopedia of 

Spectroscopy and Spectrometry, 3rd Edition, Elsevier, 分担執筆, in press, (2016) 

3. 濵口宏夫，岩田耕一 共編,「ラマン分光法」，日本分光学会分光法シリーズ 1， 講談社, ISBN978-4-06-

156901-0．第 3 章「ラマン分光の実際」（51 から 87 ページ）および付録 A から付録 C（145 から 180 ペ

ージ）を分担執筆, (2015)  

4. 岩田耕一, “光化学の事典” 3-2 節「さまざまな光化学反応」③「結合解離反応」, 光化学の事典編集委員会

編，朝倉書店, 東京（分担執筆）, pp1-418 (2014) 

【内橋貴之】 

1. T. Uchihashi, H. Watanabe and N. Kodera, “Optimum Substrates for Imaging Biological Molecules with 

High-speed Atomic Force Microscopy”, Methods Mol. Biol., 1814, 15-179, (2108)  

2. T. Uchihashi, “High-Speed Atomic Force Microcopy”, Compendium of Surface and Interface Analysis 

(The Surface Science Society of Japan, Eds) (Springer), pp. 263-267, 10.1007/978-981-10-6156-1, (2018) 

3. 内橋貴之, “光と生命の辞典” 第５章 「光による生命現象の計測」177 節 高速原子間力顕微鏡, (20016), 

真嶋哲郎, 七田芳則, 飯野盛利, 藤堂剛 編, 朝倉書店, 東京, ISBN: 978-254-17161-7 C3545, pp1-436 

(2015) 

4. T. Uchihahshi, N. Kodera, and T. Ando（章著）, “Development of High-speed AFM and its Biological 

Applications “, K. Takeyasu ed., Atomic Force Microscopy in Nanobiology, Chap. 8, pp. 143-176. Pan 

Stanford Publishing, 10.4032/9789814411592, (2014) 

【上久保裕生】 

1. 上久保裕生, 光による生命現象の計測（X 線小角散乱）,第 5 章,「光と生命の事典」,編集：真嶋哲朗・飯野

盛利・七田芳則・藤堂剛, 朝倉書店, 東京, pp1-436 (2016) 

【佐藤啓文】 

1. 佐藤啓文, “揺らぎ・ダイナミクスと生体機能: 物理化学的視点から見た生体分子” (DOJIN BIOSCIENCE 

SERIES) 第 7 章「理論」2 節「分子性液体の積分方程式理論」 , 寺嶋正秀編 , 化学同人 , 京都 , 

ISBN:9784759815108, pp103-135 (2013) 

【高田十志和】 
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1. 青木大輔, 高田十志和, “高分子鎖の可動な連結を利用するトポロジー変換と特性制御”, 高分子, 65(5),  pp 

217-219, (2017) 

2. 青木大輔, 高田十志和, “高分子鎖の機械的な連結による分岐–線状トポロジー変換–新しい刺激応答高分子の
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研究成果 

研究領域の目的及び概要 

研究の学術的背景 着想に至った経緯 

生命現象の特徴は、システムを構成する複数の分子素子がダイナミックな集合離散を通じて秩序構造を

形成し、それが自律的に時間発展していくことにある。生命体を構成する個々の分子素子は、それぞれが複

雑な 3 次元構造と独特の柔構造を有している。すなわち、内的複雑性を秘めた分子素子が多数集積して協

奏的に高次秩序系を体現していることが生命体の特質であり、その形成原理を解明することが生命現象の

本質的理解につながるはずである。 

生命体の秩序は、歴史的には Schrödinger の思索において negentropy という概念で表出され、Prigogine

らによって散逸構造の一形態として取り扱われてきた。当然のことながら、こうした概念は今日明らかとな

っている生命分子の多様性や複雑性を念頭に置くものではない。前世紀末期に勃興したゲノムサイエンス

の潮流は、‘omics’と称されるアプローチによる生命情報の網羅的集積を推進してきた。実際、今世紀に入り

タンパク質の立体構造データは爆発的な勢いで蓄積されており、生命素子間の相互作用ネットワークを基

盤とするシステム生物学も急速に発展してきた。しかしながら、それら生命素子がダイナミックな相互作用

を通じて時空間的秩序を形成し機能発現する仕組みを分子科学に立脚して理解することを目指した取り組

みは驚くほど少ない状況であった。 

一方、1990 年代より分子の自己組織化を主題とする超分子化学の研究領域が目覚ましい発展を遂げてき

た。これは、巧妙にデザインされた低分子が自発的に集積する性質を利用して一定の空間的秩序を有するナ

ノ構造体の構築を目指すものである。こうした研究は、これまでかならずしも生命システムとの積極的な関

連付けを企図して行われてきたわけではないが、自己集積を通じて個々の要素が持ちえない高次機能を創

発するという点において生命システムと通底する。但し、いうまでもなく、生命分子の自己組織化は、非生

体系の場合と比して遥かに複雑である。それは、上述のように個々の要素分子が複雑な動的高次構造を有す

るということもさることながら、多種類の分子が弱い相互作用を通じて自己集積し、非対称性と可塑性を有

する動的秩序構造を形成するということによる。こうした性質は、生命機能の発現と密接に関係している。

さらに、生命超分子集合体は、外部環境の

変動や超分子集合体間の自律的なコミュ

ニケーションを通じて時空間的発展を遂

げる。そのスケールは空間的にはサブミ

クロン、時間的には日（day）のオーダー

に及ぶこともある。このような生命分子

集団の振る舞いについての統合的理解に

向けた分子科学的取り組みはポストゲノ

ムがうたわれて久しいにも関わらず実現

しておらず、とりわけ生体分子研究者と

非生体系研究者との体系的な知的連携は

なされていなかった。 

 以上の学術的背景のもとに、生命分子が動的な秩序を形成して高次機能を発現する仕組みを分子科学の

観点から解き明かし、それを通じた生命現象の本質的理解を目指して本研究を提案した。さらに、先端生命

分子科学と超分子化学のアプローチを融合することによって、生命分子システムの特質を具現化した動的

秩序系を人工構築することを目指した。 
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領域申請の理由 本領域の発展による学術水準の向上 

 以上の目的を実現するためには、生命超分子系という巨大な森の相の変動を見つめつつ、それを構成す

る木々の個々の枝葉の振る舞いを捉え、両者を相関づけるアプローチが必要である。そのために、生命分

子科学を基軸に、生物物理学、理論・計算科学、合成化学、構造・システム生物学、さらには医学・薬

学・工学・環境科学等への応用を見据えた研究体制を構築する。現在、国際的にも生命分子の構造・機能

データベースが充実し、我が国においても計算科学と実験科学を支援する大型施設が拡充している。こう

した時機を鑑みても、多様なバックグラウンドの研究者が明確な問題意識を共有して叡智を結集し、生命

分子の動的秩序形成の理解に向けた分野横断的な研究体制を組むことの意義は大きい。 

 本研究領域は、生命分子科学と自己組織化の化学の融合により、生命現象の諸相にみられる分子の秩序

形成の原理を統合的に理解するとともに、その人工構築を目指すものである。その成果は、創薬をはじめ

とする応用研究の進展に資するばかりでなく、生命科学一般の深化と分子科学におけるパラダイムシフト

をもたらし、人工的な生命システムを創生するための指導原理を導き出すことが期待される。したがっ

て、本領域が成功裡に進展することにより、他の研究領域の発展にも極めて大きな波及効果がもたらされ

る。 

 

研究の概要 

 本領域では、分子が自律的に集合するプロセスについて精密に探査することを可能とする実験と理論の

融合研究を実施した（研究項目 A01「動的秩序の探査」）。また、生命分子科学と超分子化学のアプローチ

を統合することを通じて、生命分子システムの特質を具現化した動的秩序系を人工構築した（研究項目

A02「動的秩序の創生」）。さらに、生命分子の自己組織化系の設計原理を明らかにするとともに、外的摂

動に対するシステムの不安定性とロバストネスを解明することを通じて、高次機能発現に至る時空間的展

開の原理を理解することに取り組んだ（研究項目 A03「動的秩序の展開」）。 

 上記各項目において、各メンバーが独自の生命分子システムを対象に研究を進めるとともに、いくつか

の特定の対象をターゲットとして、項目横断的な研究連携も推進した。その主な対象としては、細胞内の

タンパク質の運命（立体構造形成・輸送・分解）にかかわる超分子マシナリー、細胞表層における糖鎖・

脂質・タンパク質からなる超分

子系、アルツハイマー病をはじ

めとする神経変性疾患にかかわ

るタンパク質の会合体形成、概

日リズムを司る時計タンパク質

複合体などを取り扱った。ま

た、非生体分子を基盤に構築さ

れた人工的な分子集合システム

についても、生体分子系と同様

に精密な実験計測と理論的アプ

ローチを展開してそのダイナミ

クスを明らかにし、時空間的非

対称性と散逸性を有する動的秩

序形成に向けての分子設計上の

指針を得た。 
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本領域の目的を達成するために、生命分子システムにおける動的秩序の探査（A01）・創生（A02）・展

開（A03）の 3 つの研究項目を研究の柱として設定し、それぞれの項目について化学・物理学・生物学の

分野横断的な連携研究と、新規方法論の開発を含めた実験と理論の融合研究を実施し、下記の通り順調に

成果を上げた。 

A01 生命システムが現有する動的秩序構造を捉えるための計測技術の開発・高度化を通じて、その形成過

程の精密観測を達成し、理論と実験の両面から動的秩序形成のメカニズムを解き明かした。 

A02 実験・理論の両面から生命システムの動的秩序を再構築するとともに、自己集積能を有する非生体系

分子に生命分子の特質を賦与することにより、人工的な動的秩序形成系を創成した。 

A03 生命分子の自己組織化系の設計指針を明らかにし、外的摂動に対するシステムの不安定性とロバスト

ネスを解明することを通じて離合集散を経て高次機能発現に至る時空間的展開の仕組みを理解した。 

 このように、研究領域として設定した目的は十分に達成されたが、特筆すべきことは、各研究項目の枠

組みを超えた共同研究が活発に行われたことで、期待以上に多くの成果を収めたことである。 

1. 人工系と生体分子系に底通する自己集合の普遍性の解明 

分子自己集合も化学反応の 1 つであ

るが、多くの中間体が生成する上に、

これらを実験的に観測することが難し

い。そのため、本研究領域が発足した

当時、分子自己集合過程に関する分子

論的解明は全くと言って良いほど進ん

でいなかった。分野融合的な研究を推

進することにより、人工系および生命

分子系の自己集合機構を分子論的に解

明するためのアプローチ法を確立し、

両者に通底する自己集合の普遍性を明

らかにすることができた。この成果

は、人工的な生命システムを設計・創

生するための指導原理を確立する基盤

を築くものである。 

 平岡（A02 計画）は、分子自己集合

過程で生成する中間種を検出できない

という問題を解決し、自己集合過程を

解明する解析法（QASAP: 

Quantitative Analysis of Self-

Assembly Process）を開発した。これ

は、自己集合の原系と生成系の全成分

を定量することで、全中間種の平均組

成を間接的にあぶり出す手法であり、

原理的に様々な分子自己集合に応用可

能である。QASAP を自己集合性錯体

に適用し、14 種類に及ぶ自己集合体の形成機構を解明することで、分子自己集合がエネルギーランドスケ

ープ上を様々な経路を経て進行することを明らかにした。そして、佐藤(啓)（A01 計画）はマスター方程

式を使った自己集合過程に迫る新しい理論手法を開発し、これらの自己集合性錯体のより詳細な形成機構

図 1. 人工系および生命系における一義自己集合体の形成機構の解明．

(上)理論的なアプローチと実験的アプローチを合わせることで, 自己

集合過程で生成する観測不可能な中間種の同定に成功．(下)プロテア

ソームの自己集合過程におけるアッセンブリーシャペロンの役割を解

明するとともに, スクラップ・アンド・ビルド過程の存在を見出した. 
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を理論的に解明した。このように、実験と理論の協働により、人工分子の自己集合過程がタンパク質のフ

ォールディングと相同性をもつことを明らかにした（図 1）。さらに、佐藤(啓)は量子化学計算や REST

（replica exchange with solute tempering）法を使って、平岡が開発した箱型六量体「ナノキューブ」の

自己集合過程を理論的に解明することにも成功した。ナノキューブは疎水効果やファンデルワールス力な

どの生命系で頻繁に利用されている弱い因子により集合化しているため、この自己集合体の形成過程の理

解は、生命系の自己集合過程の理解に繋がるだけなく、生命分子の特性を兼ね備えた人工分子のデザイン

指針の確立にも欠かせない。 

 一方、加藤（A03 計画）は、複雑な生命系におけるタンパク質分子の自己集合過程として、多数のサブ

ユニットから構成されるタンパク質分解装置プロテアソーム複合体の動的秩序形成機構の解明に向けて、

各パーツ分子の動的秩序形成におけるミクロ-マクロ相関を探査した。プロテアソームの分子集合に一過的

に関わる一連のアッセンブリーシャペロンがサブユニットの適切な配置を定める“チェックポイント”や“分

子マッチメーカー”として機能していることを解明した。さらに、プロテアソームの 4 次構造形成にスクラ

ップ・アンド・ビルドのプロセスが織り込まれることにより、精密な分子集合が可能になっていることを

明らかにした（図 1）。 

 これに呼応するかのように、平岡は、人工分子の自己集合過程で一過的に生成する中間種の中には、最

終構造の 50 倍以上も大きい種が形成することや、非対称化された準安定種が存在することを突き止め

た。さらに、構成成分では無い分子の介在が自己集合に必須である系も見出し、生命系におけるシャペロ

ンに近い機構が人工系にも存在することを明らかにした。これにより、人工系と生体分子系における自己

集合の普遍性がより明確に浮き彫りとなった。 

2. 分子集合のエネルギーランドスケープにおける速度論支配と熱力学支配の制御 

分子自己集合には上記のような一義自己集合体の他に、線維やシートなど、ある次元について無限に広

がる自己集合体もある。これらは、動的秩序形成の普遍性を論ずるのに格好の題材であり、その形成機構

についても人工系および生命系の実験と理論研究者が共同で問題に取り組むことで重要な知見が得られた

（図 2）。杉安（A02 公募）は、ポルフィリン環に置換基を導入した分子が、はじめに微粒子を速度論的に

形成し、これが単量体への解離平衡を経て熱力学的に安定な線維構造へ変換することを発見し、さらに導

入する置換基をわずかに変化させるだけで、シート構造を生成することに成功した。これらの成果は、分

子集合のエネルギーランドスケープにおける速度論支配と熱力学支配を制御することで超分子形成の時間

発展のプログラミングが可能であることを示した。 

 生命系において、茶谷（A03 公募）はタンパク質の線維状集合体の形成過程で線維前駆中間体が一過的

に生成することを見出

し、この中間体の同定に

も成功した。さらに、線

維前駆中間体に先駆けて

生成する粒子状集合体の

検出にも成功し、特定の

中間体についてのみ超音

波照射により線維形成を

引き起こす活性種へ変換

できることを明らかにし

た（図 2）。また、奥村

（A03 公募）はハミルト

ニアン置換分子動力学シ

図 2. 人工系および生命系における線維やシートの自己集合過程の解明. 

「人工分子の自己集合におけるエネルギーランドスケープのコントロール(左)」

と「タンパク質の集合化による線維状自己集合体の形成機構(右)」には高い類似性

があり，人工系と生体分子系に普遍な自己集合の原理が見出された. 
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ミュレーションによって、タンパク質の線維形成のシミュレーションに成功し、単量体が接近することで

ヘアピン構造が増加し、分子間のシート構造が増えることを見出した。さらに、この 2 量体に単量体が結

合することで三量体、四量体と成長し、核へ単量体が結合することで集合化が進む機構で線維形成が起こ

ることを突き止めた。このように、これまで異なるものとして認識されていた現象が、本領域の活動を通

じて体系的に理解できるようになり、その根底に共通する機構に基づいて分子集合をプログラムすること

が可能となった。 

3. 非平衡系における分子の離合集散による秩序形成の理解 

 生命系の特徴は、一度

形成された秩序構造が安

定に維持されるだけでな

く、集合・解離を繰り返

すことで、動的に秩序を

生み出していることであ

る。本研究領域では、こ

のような系についてもミ

クロとマクロのダイナミ

クスをつなぐ理解を促し

た （図 3）。 

時計タンパク質は 24 時

間という長い周期で離合

集散を繰り返し、概日リ

ズムを司っている。秋山

(修)（A01 公募）はシアノ

バクテリアの生物時計を

構成する Kai C タンパク

質に 24 時間の周期を司る

機構が存在することを突

き止め、長い周期を刻む分子機構が、立体的な要因とペプチド鎖の異性化という 2 つの因子が ATP の加

水分解を極端に遅らせていることに起因することを明らかにした。稲垣（A03 計画）は神経細胞における

軸索の形成機構の解明に取り組み、アクチン線維が神経細胞の伸長方向へ重合し、後方で脱重合するアク

チン波が起こる際に、細胞接着タンパク質を介して細胞外基質に連結されるという従来のモデルを覆す新

しい機構であることを明らかにした。さらに、神経軸索が誘引分子を検知して軸索を伸長させるための力

を生み出す仕組みも解明した。このように、生命系における離合集散の分子論的理解が飛躍的に進んだ

が、併せて、人工系においても周期を刻み律動する分子を開発することに成功した。鈴木（A02 公募）は

Belousov-Zhabotinsky（BZ）反応を温度応答性の高分子と複合化することで、周期的に自律駆動するゲ

ル微粒子を開発した。また、その作用機構を解明するとともに、高田（A01 公募）との共同研究を通じ

て、ゲル微粒子の架橋点にロタキサン構造を導入することで、pH と温度といった複数の刺激に対してそ

れぞれ応答できるようになり、生命系に迫る動秩序系を構築することにも成功した。 

 本領域は、人工系と生命分子系の動的秩序形成に本質的な相同性を見出し、両者に通底する自己集合の

原理を浮き彫りにすることができた。さらに、非平衡系における生体分子の離合集散過程について、実験

と理論の両面から詳細に解き明かした。それらの特質を備えた人工分子の創生や、同調的に周期的律動を

する人工高分子ゲルや生体分子と人工超分子のハイブリッド化による高次機能の創出にも成果を収めた。

このように、提案当初に掲げた目標を十二分に達成することができた。 

図 3. 離合集散を繰り返す動的な秩序形成の機構の解明．時計タンパク質のうち，

KaiC が 24 時間のリズムを司り，この長い周期をコントロールする分子機構が明

らかになった．また, 神経軸索の形成におけるアクチン波の新規機構を解明した． 

さらに, 温度と pH という 2 種類の外的因子に独立して応答する自立駆動ゲル微

粒子の創出が実現した．いずれも離合集散により同調的に周期的律動をする分子

システムの理解につながる成果である. 



- 135 - 

主な研究成果 

研究項目 A01「動的秩序の探査」 

動的秩序形成を探査する分子理論のアプローチ法を開拓し、超分子の自己組織化メカニズムを解明 

主な発表論文：Phys. Chem. Chem. Phys. 2018【A01 佐藤(啓)、A02 平岡の共同】、Phys. Chem. Chem. 

Phys. 2018【A01 立川、A01 重田、A02 平岡の共同】、Chem. Eur. J. 2017【A01 立川、A02 平岡の共

同】 

理論を担当する佐藤(啓)（A01 計画）は、平岡

（A02 計画）と協力しながら、自己集合過程の

物理化学的原理の解明に取り組み、秩序形成過

程をマスター方程式や量子化学計算によって追

跡する方法を提案した。これにより、自己集合

過程の実験的観測を実現した平岡の成果をサポ

ートするだけでなく、中間体の生成・分解の経

時変化や、自己集合律速段階をコントロールす

る因子を解析し、秩序形成のメカニズムを明ら

かにした。また、立川や重田（ともに A01 公募）

は、量子化学計算や MD 法を駆使し、溶媒効果

が会合体の安定性や動態に与える影響や、分子

自己集合過程における速度定数や活性化エネルギーを求めることに成功した。 

 

タンパク質の過渡的相互作用を捉え、マルチドメインタンパク質の作動原理を解明 

主な発表論文：J. Phys. Chem. B 2017【A01 寺嶋】、Sci. Rep. 2017【A01 上久保、A01 内橋、A03 加

藤、A03 村田の共同】、J. Am. Chem. Soc. 2016【A01 寺嶋、A02 神谷の共同】 

 タンパク質が機能を発揮する際には、内部のミクロ構造変

化のみならず、様々な機能をもったモジュール構造のマクロ

な時空間的変化が重要な鍵となる。寺嶋（A01 計画）は、独

自に開発した過渡回折格子法を武器に秩序構造ダイナミク

スを追跡し、巨大なマルチドメイン構造をもつ光センサータ

ンパク質が局所構造を維持しつつドメイン間の空間配置を

変化させる様子の時間分解測定に成功した。さらに本手法を

神谷（A02 公募）が開発した光応答性人工核酸システムと組

合わせ、DNA2 重差構造の解離過程の詳細を解明することに

も成功した。上久保（A01 計画）は、多成分系の溶液散乱データの系統的収集を実現する微小量自動サンプ

リングシステムを開発した。領域内の 4 グループ（上久保、内橋（A01 公募）、加藤（A03 計画）、村田（A03

公募））が連携することで、溶液散乱計測や高速 AFM 観察による動的構造解析と、電子顕微鏡、結晶構造

解析の静的観察結果を統合し、細胞内秩序維持に関わる小胞体フォールディングセンサー酵素の、柔軟なモ

ジュール構造を巧みに用いた作動機序を明らかにした。 

 

“お互いに干渉し合わない”多刺激応答性ゲル微粒子の実現 

主な発表論文：Angew. Chem. Int. Ed. 2017【A01 高田、A02 鈴木の共同】、 

生命活動の維持には、複数の刺激に適切に応答

し、構造や機能の変化を行うことが不可欠である。

こうした動的秩序システムの人工系での実現を目

指し、高田（A01 公募）は鈴木（A02 公募）と協

力して多刺激応答性を有するソフトマテリアルを

創出した。人工系での分子設計においては、1 つの

刺激に対応すると、他の刺激応答性が著しく消失

してしまうという問題が生じやすい。そこでロタ

キサン構造に由来する環動性をゲル微粒子に導入

することで問題を克服し、温度と pH の変化に対

し相互不干渉に応答する分子システムを実現した。 
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研究項目 A02「動的秩序の創生」 

弱い相互作用を積み上げて高次構造体を創生 

主な発表論文： Commun. Chem. 2018【A01 立川、A02 平岡、

A03 内山の共同】、Chem. Comm. 2017【A01 岩田、A01 松森、A02

大谷の共同】、Nature 2016【A02 佐藤(宗)】 

 生命分子システムの動的秩序化においては、疎水効果やファンデル

ワールス力などが無数に集積することで強大な束縛力を産み出す。人

工系においてもこうした弱い相互作用を制御することで高次構造体

を創出するとともに、物理化学計測を通して秩序形成のメカニズム理

解の深化を図った。平岡（A02 計画）は、立川（A01 公募）とともに

分子同士の噛み合わせを評価する手法を確立した。ここから得られた

知見をもとに精密設計した歯車状分子の自己組織化を通して、超好熱菌由来タンパク質の熱耐性をも上回

る安定性をもった超分子を開発することに成功した。佐藤(宗)（A02 計画）は配位結合によって 140 を超え

る構成成分からなる人工分子を創出し、X 線結晶構造解析を通して、構成成分数の増加に伴い従来の安定な

幾何学的制約を打ち破る秩序が新たに創出されることを発見した。また大谷（A02 公募）は、金属錯体を含

む人工脂質からなるリポソームを設計するとともに、岩田や松森（ともに A01 公募）との連携による脂質

ダイナミクス解析を通して、表面は硬く内部は柔らかいという膜構造の不均一性を明らかにした。  

 

超分子集合体形成の時間展開の発見と制御 

主な発表論文：Nature Chem. 2017【A02 杉

安】、Angew. Chem. Int. Ed. 2015【A02 佐藤

(宗)】 

佐藤(宗)（A02 計画）は、時間展開する動的な秩

序化システムの過程を、中間体構造の実験的な構

造決定も含めて解明し、36 成分からなる金属錯体

分子の自己組織化の過程が、実は、幾何学的に制

約されることで簡素化されて、たった 2 種類の準

安定な中間体構造を経て、単一の生成物に落ち着

く、明瞭なシステムであることを明らかにした。

また杉安（A02 公募）は、分子デザインを通して熱力学的な準安定状態を利用して秩序化を制御することに

成功し、1 つの初期状態から全く異なる 2 つの終状態へ分化する超分子の創生や、超分子集合体形成の時間

発展プログラミングを実現した。 

 

サイボーグ超分子を創生して糖鎖クラスターの相互作用の観測に成功 

主な発表論文：Chem. Asian J. 2017【A02 佐藤(宗)、A03 加藤

の共同】、Angew. Chem. Int. Ed. 2015【A02 佐藤(宗)、A03 加

藤の共同】 

 佐藤(宗)（A02 計画）と加藤（A03 計画）は、生体分子と人工超

分子のハイブリッドによるサイボーグ超分子を創生し、アルツハ

イマー病の発症にかかわるアミロイド β タンパク質と糖鎖クラス

ターとの相互作用解析に応用した。さらに、機能性糖鎖を組み込

んだ人工分子クラスターのデザインを発展させ、外部環境に応答

して高次の離合集散を行う性質を賦与した超分子複合体を創生し

た。外部環境に応じた離合集散の過程においては糖鎖―糖鎖間の

分子認識が重要な役割を担うことを明らかとした。 

 

人工細胞システムの創出と応用 

主な発表論文：Proc. Natl. Acad. Sci. USA 2017【A02 松浦】、Chem. Commun. 2016【A03 栗原】、

ChemBioChem 2015【A02 芳坂、A02 松浦の共同】 

生体分子や人工分子を組み合わせて構成した人工細胞の創出と応用も進んだ。芳坂（A02 計画）と松浦

（A02 公募）は、人工細胞システムを用いた進化分子工学手法によりタンパク質を改良・進化させ、非天然

アミノ酸を導入するための高機能型 tRNA 合成酵素を作り出すことに成功した。さらに松浦は、細胞モデ

ル中での 241 成分の濃度変化を計算し、タンパク質合成反応をシミュレーションするプログラムを開発し

web 上に公開した。また栗原（A03 計画分担）は人工細胞モデルの化学的進化を進め、生命の必須要素であ

る代謝のための触媒が内在し、自己生産するベシクルを合成した。 
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研究項目 A03「動的秩序の展開」 

力と分子の滑りを利用した神経ネットワーク形成の新しい仕組みを解明 

主な発表論文：Proc. Natl. Acad. Sci. USA, 2018【A03 稲垣】、

Cell Reports 2015【A03 稲垣、A03 水野の共同】 

神経細胞は、脳内の分子の濃度勾配に導かれて軸索を伸ばし、適

切な神経細胞と結合することで脳の活動に必要な神経ネットワー

クを作る。稲垣（A03 計画）は、細胞接着分子 L1-CAM が細胞

膜上で軸索を伸ばすための推進力を伝えるタイヤのような働きを

することを見出し、細胞と細胞外環境の間に生じる力と分子の滑

りを巧妙に利用した新たな走触性の仕組みを明らかとした。稲垣

と水野（A03 公募）は、既知のモータータンパク質による輸送と

は異なる新しい細胞内分子輸送機構を明らかとした。 

 

糖鎖の 3 次元構造ダイナミクスが展開する仕組みを解明 

主な発表論文：Sci. Rep. 2017【A03 岡本、A03 加藤の共同】、Adv. Exp. Med. Biol. 2015【A02 神谷、A03

岡本、A03 加藤の共同】、J. Cell Biol. 2015【A02 神谷、A03 加藤の共同】 

 細胞内で新たに作られたタンパク質が小胞体において立体構造を形成する際や、固有の立体構造獲得後

にゴルジ体へと移る際、あるいは不要となったタンパク質が分解処理されるプロセスには、糖鎖をはじめと

する多数の生命分子素子が関与している。岡本（A03 計画）は、レプリカ交換分子動力学シミュレーション

によって、複雑な分岐構造を有するオリゴ糖鎖の配座空間を探査した。こうした理論的アプローチに、加藤

（A03 計画）が開発してきた常磁性 NMR 法による精密実験データを組み合わせることにより、輸送や分

解といったタンパク質の運命を規定する糖鎖の立体構造のダイナミクスや、タンパク質によって糖鎖が認

識されるプロセスを明らかにすることに成功した。 

 

アミロイド線維の形成と崩壊の過程を捉えた 

主な発表論文：J. Phys. Chem. B 2016【A03 奥村】、Sci. Rep. 2015

【A03 茶谷、A03 杉山の共同】 

 奥村（A03 公募）は、独自開発したハミルトニアンレプリカ置換分子

動力学計算手法により、アミロイド β ペプチドの線維化初期段階におけ

るシミュレーションを行い、分子間 β シート構造形成による 2 量体形成

過程を観測することに成功した。さらに、外部刺激による線維破壊のメカ

ニズムを明らかにするとともに、線維伸長の方向が制御されるメカニズ

ムを解明した。さらに、茶谷と杉山（ともに A03 公募）の共同研究では、

線維形成反応の開始に同期させた時分割小角 X 線散乱測定を実施し、タ

ンパク質の初期集合体の形状や、徐々に肥大成長しながら成熟線維へと

構造発達する様子を捉えることに成功した。 

 

時計じかけの秩序形成の仕組みを解明 

主な発表論文：Sci. Rep. 2016【A03 加藤、A03 内山、A03 杉山、A03 寺内の共同】、Science 2015【A01

秋山(修)】 

ATP の結合と加水分解に共役してダイナミックな離合集散を伴うシアノバクテリア時計タンパク質の作

動原理も明らかとなりつつある。秋山(修)（A01 公募）は、ATP の加水分解にはペプチド主鎖の異性化反

応を伴った大規模な構造転移、24 時間周期の遅いリズムの根源が KaiC の構造の中にプログラムされて

いることを明らかとした。A03 班の複数のグループの共同研究（寺内、杉山、内山、加藤）では、未変性質

量分析および中性子小角散乱を利用して KaiB-KaiC タンパク質複合体の化学量論数決定と複合体を構成

するサブユニットの空間配置情報を明らかにした。 

 

生体膜の動的秩序と膜タンパク質の離合集散動態の解明 

主な発表論文：Nature Commun. 2017【A03 申】、Sci. Rep. 2017 【A01 松

森、A03 老木の共同】、J. Phys. Chem. Lett. 2017【A01 内橋、A03 老木の共

同】 申（A03 公募）は、シグナル依存的なフリッパーゼの活性調節メカニ

ズムを解明し、細胞膜脂質 2 重層でのリン脂質非対称性を維持するシステム

が解明された。脂質 2 重層間のリン脂質の移動（フリップ・フロップ）によって細胞膜の曲率形成を駆動

することを明らかにした。老木（A03 公募）は、松森や内橋（ともに A01 公募）との連携によりイオンチ

ャネルのゲーティングに伴って膜中で集合離散する動態を初めて明らかにした。 


